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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16に関する重要な情報

現行のCisco IOSXERelease 3.7.0E（Catalystスイッチング用）およびCisco IOSXERelease 3.17S
（アクセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、単一バージョンのコンバージ
ドリリースCisco IOSXE16に進化（マージ）しました。これにより、スイッチングおよびルー
ティングポートフォリオにおける広範なアクセス製品およびエッジ製品を1つのリリースでカ
バーします。

機能情報

機能のサポート、プラットフォームのサポート、およびシスコソフトウェアイメージのサポー

トに関する情報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco.comのアカウン
トは必要ありません。

参考資料

•『Cisco IOS Command References, All Releases』

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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第 2 章

RSVP集約

RSVP集約機能を使用すると、エッジで多数の小さい予約を 1つの大きい予約に集約すること
で、RSVP/DiffServネットワーク内で Resource Reservation Protocol（RSVP）の状態を削減でき
ます。

•機能情報の確認（3ページ）
• RSVP集約の前提条件（4ページ）
• RSVP集約の制限事項（4ページ）
• RSVP集約に関する情報（6ページ）
• RSVP集約の設定方法（9ページ）
• RSVP集約の設定例（25ページ）
•その他の参考資料（30ページ）
• RSVP集約に関する機能情報（32ページ）
•用語集（32ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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RSVP集約の前提条件
ネットワーク内に、少なくとも 2つの集約ノード（プロバイダーエッジ [PE]デバイス）、1
つの内部ノード（プロバイダー [P]デバイス）、および 2つのエンドユーザノード（カスタ
マーエッジ [CE]デバイス）を設定する必要があります。

次の Cisco IOS機能をサポートするようにネットワークを設定する必要があります。

• RSVP

•クラスベースの重み付け均等化キューイング（CBWFQ）

• RSVPスケーラビリティ拡張

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRCはコントロールプレーン集約しかサポートしていないため、
これらの機能を設定します。データプレーン集約は、RSVPスケーラビリティ拡張機能を使用
して実行する必要があります。

（注）

RSVP集約の制限事項

機能の制限

次の機能はサポートされません。

•複数レベルの集約

•複数の隣接する集約領域

•集約予約の動的なサイズ変更

•アグリゲータによるエンドツーエンド（E2E）予約のポリシング

•内部デバイスによる集合予約のポリシング

•アグリゲータによる Differentiated Services Code Point（DSCP）マーキング

•集約領域内での等コストマルチパス（ECMP）ロードバランシング

• RSVP高速ローカル修復（ルーティングが変更された結果、異なるアグリゲータまたはデ
アグリゲータ、アドミッション制御が E2E PATH更新で実行された場合）

•マルチキャスト RSVP予約

• Common Open Policy Server（COPS）を含む RSVPポリシーサーバ

•データプレーン集約

QoS：RSVP設定ガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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次の機能はサポートされます。

•複数の隣接しない集約領域

•コントロールプレーン集約

CBWFQを使用する RSVP/DiffServはデータプレーン集約を提供します。（注）

設定の制約事項

•送信元は、予約が設定されていなければ、マークされたパケットを送信しないようにする
必要があります。

•送信元は、予約帯域幅を超えている、マークされたパケットを送信しないようにする必要
があります。

•送信元は、マークされたパケットを予約パス以外の宛先に送信しないようにする必要があ
ります。

•集約領域内のすべての RSVP対応デバイスは、ロールに関係なく、RFC 3175 RSVPメッ
セージ形式を正しく認識するための集約機能をサポートする必要があります。

•動的集約を確立するためにE2E予約を用意する必要があります。集約は手動では確立でき
ません。

•集約される現在の E2E予約の数にかかわらず、集約は固定の帯域幅で確立されます。

•動的集約の確立が原因のE2E予約のブラックホール化を回避するために、アグリゲータと
デアグリゲータをペアにする必要があります。

ブラックホール化とは、予約が確立されなくなることを意味します。E2E予約が外部インター
フェイスから内部インターフェイスに通過する場合、E2E予約はRSVP-E2E-IGNOREプロトコ
ルパケットになります。対応するデアグリゲータがない場合、デバイスでこの

RSVP-E2E-IGNORE予約は内部インターフェイスから外部インターフェイスに渡され、その後
このRSVP-E2E-IGNORE予約はE2E予約に復元されることはありません。RSVP-E2E-IGNORE
予約は、最終的にはその宛先であるRSVPレシーバに到達します。ただし、RSVPレシーバは、
このRSVP-E2E-IGNORE予約をどのように処理したらよいか分からないため、このパケットを
破棄します。

（注）
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RSVP集約に関する情報

RSVP集約の機能概要

全体の概要

1つの RSVP予約を確立するには、関連するデータ構造に割り当てるメモリ、シグナルメッ
セージを処理するための CPU、データパスプログラミング、プロセス間通信、およびシグナ
ルメッセージ送信のための I/O操作など、大量のリソースが必要です。

小さな予約が数多く確立されると、それらの予約を設定および維持するために必要なリソース

がノードのキャパシティを超え、その結果、ノードのパフォーマンスが著しく低下する場合

や、ノードが使用不能になる場合があります。RSVP集約機能は、フロー集約を導入すること
で、このスケーラビリティの問題に対処します。

フロー集約は、ネットワークエッジで多数の小さい予約を 1つの大きい予約に集約すること
で、コアデバイス内で RSVP状態を削減できるメカニズムです。これにより、RSVP/DiffServ
ネットワーク内のコアデバイスリンクで接続アドミッション制御を実行する能力が保持され、

その一方で、シグナルリソースのオーバーヘッドが削減されます。

集約の動作

複数のエンドツーエンド（E2E）予約の共通セグメントは、集約領域を介して、集約予約と呼
ばれる大きい予約に集約されます。集約領域とは、次の図に示されているように、RSVP集約
を実行できる一連のノードが接続されたものです。
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図 1 : RSVP集約ネットワークの概要

集約領域内には、次の 3つのタイプのノードがあります。

•アグリゲータ：複数の E2E予約を集約します。

•デアグリゲータ：E2E予約の集約を解除します。E2E予約を集約にマッピングします。

•内部：集約も集約解除も行いませんが、RFC 3175形式の RSVPメッセージを理解する
RSVPコアルータです。上の図では、コア/内部ルータ 1～ 4が例として示されています。

アグリゲータ/デアグリゲータノードには、次の2つのタイプのインターフェイスがあります。

•外部インターフェイス：このインターフェイスは集約領域の一部ではありません。

•内部インターフェイス：このインターフェイスは集約領域の一部です。

集約領域に属するルータには、少なくとも 1つの内部インターフェイスが必要であり、また 1
つ以上の外部インターフェイスを使用できます。IPv4フローが通過するインターフェイスの種
類に応じて、ノードは、そのフローに関してアグリゲータ、デアグリゲータ、内部ルータのい

ずれかになります。

RSVP/DiffServ集約統合トポロジ

RSVP集約は、上の図に示されているように、1つの集約領域全体で集約予約を確立できるよ
うにすることで、RSVP/DiffServネットワーク内の RSVPスケーラビリティをさらに向上させ
ます。これにより、コア/内部デバイスインターフェイスで、集約された接続アドミッション
制御を行うことができます。コア/内部デバイスで RSVPを実行することで、通常時および障
害時により多くの予測可能帯域幅を使用できます。
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7

RSVP集約

RSVP/DiffServ集約統合トポロジ



音声ゲートウェイは、従来の RSVPを実行しています。これは、RSVPがフローごとに安定状
態を維持していて、フロー単位でパケットを分類、マーキング、およびスケジューリングして

いることを意味します。エッジ/集約デバイスは、音声ゲートウェイに接続された外部インター
フェイスで、アドミッション制御のためのスケーラビリティ拡張を使用してRSVPを実行し、
またコア/内部デバイス 1および 3に接続されたインターフェイスでRSVP集約を実行します。
RSVP/DiffServネットワーク内のコア/内部デバイスは、集約予約の確立のために RSVPを実行
します。また、RSVP/DiffServネットワーク内のエッジデバイスおよびコア/内部デバイスは、
DSCPが同じフローの集合ごとに特定の Per Hop Behavior（PHB）を実装しています。

音声ゲートウェイは、音声データパケットを識別し、その IPヘッダーに適切な DSCPを設定
します。これにより、これらのパケットは、エッジ/集約デバイスおよびコア/内部デバイス1、
2、3または 1、4、3で優先クラスに分類されます。

コア/内部デバイス 1および 3に接続されているエッジ/集約/集約解除デバイス（ラベルAおよ
び B）の内部インターフェイスは、RSVP集約を実行します。これらは、対応する DSCPの集
約予約の RSVP帯域幅に対して、フローごとにのみアドミッション制御を実行します。

アドミッション制御は、デアグリゲータで実行されます。これは、デアグリゲータが、返され

る E2E RSVP RESVメッセージを受信する最初のエッジノードであるためです。CBWFQは、
エッジデバイスを含む RSVP/DiffServネットワーク内のすべてのノードで、分類、ポリシン
グ、およびスケジューリング機能を実行します。

E2E予約が外部インターフェイスから内部インターフェイスに渡されると、E2E予約は集約領
域に入ります。この集約領域で集約予約が動的に確立されます（たとえば、音声ゲートウェイ

Cが音声ゲートウェイ Dに対して E2E予約を開始した場合）。集約は、集約領域内の RSVP
ノードに対して E2E RSVPメッセージを「隠す」ことで実現します。これは、新しい IPプロ
トコルである RSVP-E2E-IGNOREによって実行されます。このプロトコルは、E2E PATH、
PATHTEAR、および RESVCONFメッセージで標準の RSVPプロトコルの代わりに使用されま
す。このRSVP-E2E-IGNOREへのプロトコル変更は、メッセージが集約領域に入ったときにア
グリゲータによって実行されます。また、メッセージが集約領域を出ると、デアグリゲータに

よってプロトコルは RSVPに戻されます。このように、E2E PATHの確立時に、所定のフロー
のためにアグリゲータとデアグリゲータのペアが動的に検出されます。

デアグリゲータデバイス 2は、設定されているポリシーに従い、集約予約への E2E PATHの
マッピングを担当します。対応するアグリゲータデバイス 1とDSCPにより集約予約が確立さ
れると、E2E PATHが転送されます。それ以外の場合、必要な DSCPで新しい集約が確立さ
れ、その後 E2E PATHが転送されます。この新しい集約の確立は、デアグリゲータデバイス
2で設定されている固定帯域幅パラメータに対応します。RSVPの通常の IPプロトコルを使用
して、集約 PATHメッセージがアグリゲータからデアグリゲータに送信されます。集約 RESV
メッセージがデアグリゲータからアグリゲータに返送され、それにより、このアグリゲータと

デアグリゲータを使用する一連の E2Eフローの代わりに集約予約が確立されます。すべての
RSVP対応内部ノードは、通常のRSVP処理（設定されているローカルポリシーを含む）に従
い、集約予約要求を処理します。

コア/内部デバイスは RSVP-E2E-IGNOREメッセージを無視し、E2E予約状態は作成されず、
このメッセージは IPとして転送されます。この結果、デアグリゲータまたはアグリゲータで
受信された各 RSVP-E2E-IGNOREメッセージの前のホップ/ネクストホップ（PHOP/ NHOP）
がアグリゲータノードまたはデアグリゲータノードになります。したがって、ネクストホッ
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プまたは前のホップを宛先とするすべてのメッセージ（たとえば、RSVPエラーメッセージ）
は、集約領域を通過するときに、プロトコルを変更する必要はありません。

多数の E2Eフローの代わりに少数の集約予約を設定することで、コア/内部デバイスに保存さ
れる状態の数が削減され、また集約領域内での信号処理の量が削減されます。

また、集約予約ごとに分類とスケジューリングを行う代わりに、集約予約でサポートされてい

るトラフィックの分類とスケジューリングのための差別化されたサービスメカニズムを使用す

ることで、集約領域内の分類とスケジューリングステートの量がさらに減ります。この削減

は、E2E予約の数および集約領域での集約予約の数とは無関係です。集約予約の対象となるト
ラフィックを識別するために1つ以上のRSVP/DiffServDSCPが使用され、またこのトラフィッ
クに対して必要な転送処理を提供するために1つ以上のRSVP/DiffServPerHopBehavior（PHB）
が使用されます。同じデバイスペアの間で複数の集約予約を使用でき、それぞれで異なるトラ

フィッククラスを表し、異なる DSCPと異なる PHBを使用できます。

RSVP機能との統合

RSVP集約は、以下を含む多くの RSVP機能と統合されています。

• RSVP高速ローカル修復

• RSVPローカルポリシーサポート

• RSVPリフレッシュ削減および信頼性の高いメッセージング

RSVP集約の利点

スケーラビリティの向上

多数の小さい予約を1つの予約に集約すると、予約のシグナリング、設定、および維持に必要
なリソースは少なくて済み、それによりスケーラビリティが向上します。

RSVP/DiffServコアネットワーク内での帯域幅使用の向上

1つのRSVP/DiffServネットワーク全体で集約予約を使用することで、RSVP/DiffServ PHB間の
コアリンクで予測可能帯域幅の使用が向上します。集約予約では、障害発生時の帯域幅使用を

決定するために、RSVP高速ローカル修復機能およびローカルポリシープリエンプション機能
を使用できます。

RSVP集約の設定方法

RSVPスケーラビリティ拡張の設定
集約領域内のすべてのノード（アグリゲータ、デアグリゲータ、および内部ノードを含む）に

対して次のタスクを実行します。
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インターフェイス上での RSVPのイネーブル化

送信者から受信者までのパスに沿ったすべてのインターフェイスでRSVPをイネーブルにする
には、ここに示す手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip routing
4. ip vrf vrf-name
5. exit
6. interface type number
7. ip vrf forwarding vrf-name
8. ip rsvp bandwidth [interface-kbps] [single-flow-kbps]
9. 有効にする各インターフェイスに対して、前の手順を繰り返します。

10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPルーティングをイネーブルにします。ip routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip routing

VRFインスタンスを定義し、VRFコンフィギュレー
ションモードを開始します。

ip vrf vrf-name

例：

ステップ 4

Device(config)# ip vrf vrf1

VRFコンフィギュレーションモードを終了して、
グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 6

Device(config)# interface Ethernet0/0

VRFインスタンスをインターフェイスまたはサブ
インターフェイスに関連付けます。

ip vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 7

Device(config-if)# ip vrf forwarding vrf1

インターフェイスでRSVP帯域幅を有効にします。ip rsvp bandwidth [interface-kbps] [single-flow-kbps]

例：

ステップ 8

•オプションの interface-kbps引数と
single-flow-kbps引数は、それぞれ複数の RSVP

Device(config-if)# ip rsvp bandwidth 1158 100
フローまたは単一のフローによって割り当てる

ことができる帯域幅を指定します。有効な値

は、1～ 10000000です。

イネーブルにする各インターフェイスに

対してこのコマンドを繰り返します。

（注）

--有効にする各インターフェイスに対して、前の手

順を繰り返します。

ステップ 9

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config-if)# end

リソースプロバイダーの設定

以前は、リソースプロバイダーが QoSプロバイダーと呼ばれていました。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1 kbps | sub-pool kbps]]| percent

percent-bandwidth [single-flow-kbps]]
4. ip rsvp resource-provider [none | wfq-interface | wfq-pvc]
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1
kbps | sub-pool kbps]]| percent percent-bandwidth
[single-flow-kbps]]

ステップ 3

例：

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 500 500

リソースプロバイダーを設定します。ip rsvp resource-provider [none | wfq-interface |
wfq-pvc]

ステップ 4

•インターフェイスでリソースプロバイダーが設
定されているかどうかにかかわらず、オプショ例：

ンの noneキーワードを入力して、リソースプ
ロバイダーを noneに設定します。

Router(config-if)# ip rsvp resource-provider none

リソースプロバイダーを noneに設定する
と、RSVPは、重み付け均等化キューイン
グ（WFQ）や帯域幅などのリソースを予
約に関連付けません。

（注）

•インターフェイスでリソースプロバイダーとし
てWFQを指定するには、オプションの
wfq-interfaceキーワードを入力します。

•相手先固定接続（PVC）または接続でリソース
プロバイダーとしてWFQを指定するには、オ
プションの wfq-pvcキーワードを入力します。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end
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データパケット分類のディセーブル化

データパケット分類をディセーブルにすると、RSVPはすべてのパケットを処理するのではな
く、アドミッションコントロールのみを実行するように指示されます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp data-packet classification none
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

データパケット分類をディセーブルにします。ip rsvp data-packet classification none

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip rsvp data-packet
classification none

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end
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クラスマップおよびポリシーマップの設定

クラスマップとポリシーマップを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモード

で次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Device(config)# class-map class-map-name
2. Device(config)# policy-map policy-map-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クラスマップ一致基準を作成または変更するクラス

の名前を指定します。

Device(config)# class-map class-map-nameステップ 1

クラスマップ内で一致基準が定義されているクラス

のポリシーを設定するには、作成する、追加する、

Device(config)# policy-map policy-map-nameステップ 2

または変更するポリシーマップの名前を指定しま

す。

インターフェイスへのポリシーマップの対応付け

RSVPスケーラビリティ拡張を設定した時点で、従来の RSVPを使用している予約が存在して
いた場合は、それらのフローに対して追加のマーキング、分類、またはスケジューリングが実

施されません。RSVPスケーラビリティ拡張を設定後に、このような予約を削除することもで
きます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. service-policy [type access-control] {input | output} policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

インターフェイスの入力方向または出力方向にア

タッチするポリシーマップの名前を指定します。

service-policy [type access-control] {input | output}
policy-map-name

例：

ステップ 4

ポリシーマップは、入力方向または出力

方向のインターフェイスに適用できます。

ポリシーマップをアタッチする方向とルー

タは、ネットワーク構成に応じて変わりま

す。service-policyコマンドを使用してポリ
シーマップをインターフェイスに適用す

る場合は、ネットワーク構成に適したルー

タおよびインターフェイスの方向を選択し

てください。

（注）

Router(config-if)# service-policy output
POLICY-ATM

•オプションの type access-controlキーワードは、
対象となるプロトコルスタック内で探す正確な

パターンを決定します。

• policy-map nameを入力します。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

集約ロールを使用したインターフェイスの設定

アグリゲータおよびデアグリゲータでこのタスクを実行して、どのインターフェイスが集約領

域に面しているか指定します。

内部ルータ、つまり内部インターフェイスしか持たないノードでは、このタスクを実行する必

要はありません。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp aggregation role interior
5. 必要に応じてステップ 4を繰り返し、追加のアグリゲータおよびデアグリゲータのイン
ターフェイスを設定します。

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

アグリゲータまたはデアグリゲータのインターフェ

イスで RSVP集約を有効にします。
ip rsvp aggregation role interior

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip rsvp aggregation role
interior

追加のアグリゲータおよびデアグリゲータのイン

ターフェイスを設定します。

必要に応じてステップ 4を繰り返し、追加のアグリ
ゲータおよびデアグリゲータのインターフェイスを

設定します。

ステップ 5

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end
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デアグリゲータでの集約マッピングの設定

通常、エッジルータはアグリゲータとデアグリゲータの両方として機能します。これは、RSVP
予約に単一方向という性質があるためです。ほとんどのアプリケーションでは、双方向の予約

が必要です。そのため、これらのパラメータは、動的な集約予約処理中に、E2E予約を集約に
マッピングするときに、デアグリゲータによって使用されます。

（注）

始める前に

指定したDSCPで識別される単一の集約予約セッションに予約を集約するRSVPエンドポイン
トのグループを定義するためには、アクセスコントロールリスト（ACL）を設定する必要が
あります。次に、それぞれの ACLについてマップ設定を定義します。

従来の（集約されない）RSVPでは、セッションは、予約メッセージセッションオブジェクト
中で、宛先 IPアドレスとプロトコル情報によって識別されます。RSVP集約では、セッション
は集約 RSVPメッセージのセッションオブジェクト内で宛先 IPアドレスと DSCPによって識
別されます。E2E予約は、E2E予約セッションオブジェクトのみ、あるいは、セッションオ
ブジェクトと送信者テンプレートまたはフィルタ指定の組み合わせによって識別される特定の

集約 RSVPセッションにマッピングされます。

（注）

拡張 ACLの有無

ip rsvp aggregation ipmapコマンド内で使用されるACLは、次のように拡張ACLのRSVPメッ
セージオブジェクトに一致します。

•送信元 IPアドレスとポートは、RSVPPATHメッセージの送信者テンプレートまたはRSVP
RESVメッセージフィルタ指定に一致します。これは、IP送信元または RSVP送信元で
す。

•宛先 IPアドレスとポートは、RSVP PATH/RESVメッセージセッションオブジェクトの
IPアドレスに一致します。これは、IP宛先アドレスまたは RSVP受信者です。

•プロトコルは、RSVP PATH/RESVメッセージセッションオブジェクトプロトコルを照合
します。プロトコルが IPの場合、上記のように送信元または宛先アドレスを照合します。

標準 ACL

ip rsvp aggregation ipmapコマンド内で使用されるACLは、次のように標準ACLのRSVPメッ
セージオブジェクトに一致します。

• IPアドレスは、RSVPPATHメッセージの送信者テンプレートまたはRSVPRESVメッセー
ジフィルタ指定に一致します。これは、IP送信元アドレスまたは RSVP送信側です。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp aggregation ip map {access-list {acl-number} | any} dscp value
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

E2E予約を集約予約にどのようにマップするかルー
タに指示する RSVP集約ルールを設定します。

ip rsvp aggregation ip map {access-list {acl-number} |
any} dscp value

例：

ステップ 3

•キーワードと引数は、DSCP値などの追加の情
報を指定します。

Router(config)# ip rsvp aggregation ip map
any dscp af41

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

デアグリゲータでの集約予約の設定

集約予約属性（トークンバケットパラメータとも呼びます）を DSCPごとに設定するには、
デアグリゲータでここに示す手順を実行します。

通常、エッジデバイスはアグリゲータとデアグリゲータの両方として機能します。これは、

RSVP予約に単一方向という性質があるためです。ほとんどのアプリケーションでは、双方向
の予約が必要です。そのため、これらのパラメータは、動的な集約予約処理中に、E2E予約を
集約にマッピングするときに、デアグリゲータによって使用されます。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp aggregation ip reservation dscp value [aggregator agg-ip-address] traffic-params static

rate data-rate [burst burst-size] [peak peak-rate]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

RSVP集約予約属性（トークンバケットパラメータ
とも呼びます）を DSCPごとに設定します。

ip rsvp aggregation ip reservation dscp value
[aggregator agg-ip-address] traffic-params static rate
data-rate [burst burst-size] [peak peak-rate]

ステップ 3

•キーワードと引数により追加情報を指定しま
す。例：

Device(config)# ip rsvp aggregation ip
reservation dscp af11 aggregator
10.10.10.10 traffic-params static rate
10 burst 8 peak 10

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

RSVP集約デバイス IDの設定
アグリゲータとデアグリゲータでこの手順を実行して、RSVP集約デバイス IDを設定します。

アグリゲータとデアグリゲータの両方が、一定のルーティング可能な IPアドレスで識別され
る必要があります。これは RFC 3175デバイス IDであり、番号が最も小さいループバックイ
ンターフェイスの IPアドレスでもあります。ループバックインターフェイスが設定されてい
ないか、設定されているループバックインターフェイスがすべてダウン状態の場合、集約/集
約解除機能に対してデバイス IDが割り当てられず、集約予約は確立されません。

（注）
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関連付けられているループバックインターフェイスがダウンするか、その IPアドレスが削除
されると、デバイス IDは変更される場合があります。この場合、E2Eと集約セッションは切
断されます。新しいデバイス IDが決定すると、新しい E2Eセッションと集約セッションはそ
の新しいデバイス IDを使用します。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface loopback number
4. ip address ip-address subnet-mask/prefix
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ループバックインターフェイスを作成し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface loopback number

例：

Device(config)# interface loopback 1

ステップ 3

• number引数の値を入力します。指定できる範囲
は 0～ 2147483647です。

ループバックインターフェイス上で IPアドレスと
サブネットマスクまたはプレフィックスを設定しま

す。

ip address ip-address subnet-mask/prefix

例：

Device(config-if)# ip address 192.168.50.1
255.255.255.0

ステップ 4

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end
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RSVP集約のイネーブル化
上記のアグリゲータとデアグリゲータの設定をすべて完了した後、RSVP集約をグローバルに
イネーブルにするには、アグリゲータとデアグリゲータでここに示す手順を実行します。

この手順では、RSVP-E2E-IGNOREメッセージを受信するためにデバイスを登録します。内部
デバイスはRSVP集約予約のみ処理するため、内部デバイスではこの手順を実行する必要はあ
りません。この手順を実行すると、内部デバイスが不必要にすべてのRSVP-E2E-IGNOREメッ
セージを処理するため、パフォーマンスが低下することがあります。

（注）

内部デバイスでRSVP集約をグローバルに有効にする場合は、すべてのインターフェイスを内
部として設定する必要があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp aggregation ip
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

アグリゲータまたはデアグリゲータ上で RSVP集約
をイネーブルにします。

ip rsvp aggregation ip

例：

ステップ 3

Device(config)# ip rsvp aggregation ip

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end
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RSVPローカルポリシーの設定
RSVP集約予約にローカルポリシーを適用するには、ここに示す手順を実行します。

従来の（集約されない）RSVPでは、セッションは、予約メッセージセッションオブジェクト
中で、宛先 IPアドレスとプロトコル情報によって識別されます。RSVP集約では、セッション
は集約 RSVPメッセージのセッションオブジェクト内で宛先 IPアドレスと DSCPによって識
別されます。dscp-ipキーワードは、セッションオブジェクト内の DSCPに一致します。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp policy local {acl acl1[acl2...acl8] | dscp-ip value1 [value2 ... value8] | default | identity

alias1 [alias2...alias4] | origin-as as1[as2...as8]}
4. {accept | forward [all | path| path-error | resv| resv-error] | default | exit | fast-reroute |

local-override |maximum {bandwidth [group x] [single y] | senders n}| preempt-priority [
traffic-eng x] setup-priority [hold-priority]}

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

RSVPリソースをネットワーク内でどのように使用
するかを決定するローカルポリシーを作成し、ロー

ip rsvp policy local {acl acl1[acl2...acl8] | dscp-ip value1
[value2 ... value8] | default | identity alias1
[alias2...alias4] | origin-as as1[as2...as8]}

ステップ 3

カルポリシーコンフィギュレーションモードを開

始します。例：

Router(config)# ip rsvp policy local dscp-ip 46
• dscp-ip valueキーワードと引数を組み合わせて
入力し、集約予約内のセッションオブジェクト

DCSPと一致するように DSCPを指定します。
有効な値は次のとおりです。

• 0～ 63：数値。デフォルト値は 0です
• af11～ af43：確認転送（AF）。
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目的コマンドまたはアクション

• cs1～ cs7：タイプオブサービス（ToS）優
先順位値。

• default：デフォルト DSCP。
• ef：緊急転送（EF）。

少なくとも 1つのDSCPをDSCPベースの
ポリシーに関連付ける必要があります。た

だし、関連付けることができるのは最大で

8つです。

（注）

（任意）作成する dscp-ipローカルポリシーのプロ
パティを定義します（これらのコマンドはサブモー

ドコマンドです）。

{accept | forward [all | path| path-error | resv|
resv-error] | default | exit | fast-reroute | local-override
|maximum {bandwidth [group x] [single y] | senders
n}| preempt-priority [ traffic-eng x] setup-priority
[hold-priority]}

ステップ 4

この手順は任意です。空のポリシーを指定

すると、すべてが拒否されます。これは、

特定の場合に必要になることがあります。

（注）

例：

Router(config-rsvp-policy-local)# forward all
サブモードコマンドの詳細については、iprsvppolicy
localコマンドを参照してください。

（任意）ローカルポリシーコンフィギュレーショ

ンモードを終了し、特権EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Router(config-rsvp-policy-local)# end

RSVP集約の設定の確認

次の showコマンドは、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで使用できます。（注）

手順の概要

1. enable
2. show ip rsvp aggregation ip [endpoints | interface [if-name] |map [dscp value]| reservation [dscp

value[aggregator ip-address]]
3. show ip rsvp aggregation ip endpoints [role{aggregator| deaggregator}] [ip-address] [dscp value]

[detail]
4. show ip rsvp [atm-peak-rate-limit| counters| host| installed| interface| listeners| neighbor| policy|

precedence| request| reservation| sbm| sender| signalling| tos]
5. show ip rsvp reservation [detail] [filter[destination ip-address | hostname] [dst-port port-number]

[source ip-address | hostname][src-port port-number]]
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6. show ip rsvp sender [detail] [filter[destination ip-address | hostname] [dst-port port-number]
[source ip-address | hostname][src-port port-number]]

7. show ip rsvp installed [interface-type interface-number] [detail]
8. show ip rsvp interface [detail] [interface-type interface-number]
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable ユーザ EXECモードで showコマンドを使
用する場合、この手順は省略します。

（注）

（任意）RSVP要約集約情報を表示します。show ip rsvp aggregation ip [endpoints | interface
[if-name] |map [dscp value]| reservation [dscp
value[aggregator ip-address]]

ステップ 2

•オプションのキーワードと引数により追加情報
が表示されます。

例：

Device# show ip rsvp aggregation ip

（任意）現在確立されている集約予約のアグリゲー

タデバイスとデアグリゲータデバイスに関する

RSVP情報を表示します。

show ip rsvp aggregation ip endpoints [role{aggregator|
deaggregator}] [ip-address] [dscp value] [detail]

例：

ステップ 3

•オプションのキーワードと引数により追加情報
が表示されます。

Device# show ip rsvp aggregation ip endpooints

（任意）RSVPカテゴリの詳細情報を表示します。show ip rsvp [atm-peak-rate-limit| counters| host|
installed| interface| listeners| neighbor| policy|

ステップ 4

•オプションのキーワードにより追加情報が表示
されます。

precedence| request| reservation| sbm| sender| signalling|
tos]

例：

Device# show ip rsvp

（任意）現在データベースに格納されている RSVP
関連の受信側情報を表示します。

show ip rsvp reservation [detail] [filter[destination
ip-address | hostname] [dst-port port-number] [source
ip-address | hostname][src-port port-number]]

ステップ 5

•オプションのキーワードと引数により追加情報
が表示されます。例：

Device# show ip rsvp reservation detail
オプションの filterキーワードは、Cisco
IOSRelease 12.0Sおよび12.2Sのみでサポー
トされています。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）現在データベースに格納されている RSVP
PATH関連の送信側情報を表示します。

show ip rsvp sender [detail] [filter[destination ip-address
| hostname] [dst-port port-number] [source ip-address |
hostname][src-port port-number]]

ステップ 6

•オプションのキーワードと引数により追加情報
が表示されます。例：

Device# show ip rsvp sender detail
オプションの filterキーワードは、Cisco
IOSRelease 12.0Sおよび12.2Sのみでサポー
トされています。

（注）

（任意）RSVP関連のインストールされているフィ
ルタと対応する帯域幅情報を表示します。

show ip rsvp installed [interface-type interface-number]
[detail]

例：

ステップ 7

•オプションのキーワードと引数により追加情報
が表示されます。

Device# show ip rsvp installed detail

（任意）RSVP関連のインターフェイス情報を表示
します。

show ip rsvp interface [detail] [interface-type
interface-number]

例：

ステップ 8

•オプションのキーワードと引数により追加情報
が表示されます。

Device# show ip rsvp interface detail

（任意）特権 EXECモードを終了し、ユーザ EXEC
モードに戻ります。

end

例：

ステップ 9

Device# end

RSVP集約の設定例

RSVP集約の設定例
次に、RSVP集約を設定する、5台のルータで構成されるネットワーク例を示します。
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図 2 : RSVP集約ネットワークの例

内部ルータでの RSVPおよび DiffServ属性の設定

次に、内部ルータ（上の図の R3）で RSVP/DiffServ属性を設定する例を示します。

•ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0で RSVPを有効にし、予約で使用できる
帯域幅を設定します。

• RSVP集約ではコントロールプレーンの集約のみがサポートされるため、リソースプロバ
イダーを設定し、データパケット分類をディセーブルにします。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 400

Router(config-if)# ip rsvp resource-provider none

Router(config-if)# ip rsvp data-packet classification none

Router(config-if)# end

アグリゲータまたはデアグリゲータでの RSVP集約の設定

次に、アグリゲータまたはデアグリゲータ（上の図のR2およびR4）でRSVP集約属性を設定
する例を示します。
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• RSVP集約ルータ IDを確立するためにループバック 1が設定されます。

•イーサネットインターフェイス 0/0でRSVPをイネーブルにし、予約で使用できる帯域幅
を設定します。

•アグリゲータまたはデアグリゲータ上のイーサネットインターフェイス 0/0は、集約領域
に面するように設定されます。

• RSVP集約ではコントロールプレーンの集約のみがサポートされるため、リソースプロバ
イダーを設定し、データパケット分類をディセーブルにします。

Router# configure terminal

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface Loopback 1
Router(config)# ip address 192.168.50.1 255.255.255.0
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 400
Router(config-if)# ip rsvp aggregation role interior
Router(config-if)# ip rsvp resource-provider none
Router(config-if)# ip rsvp data-packet classification none
Router(config-if)# end

RSVP集約の属性とパラメータの設定

次に、追加のRSVP集約属性を設定する例を示します。動的なサイズ変更はサポートされない
ため、すべての E2E予約を DSCP AF41を使用する単一の集約にマッピングするためグローバ
ルルール、および集約予約のためのトークンバケットパラメータが含まれます。この設定は、

集約解除機能を実行するノード（上の図の R4）のみで必要です。

Router# configure terminal

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

Router(config)# ip rsvp aggregation ip map any dscp af41

Router(config)# ip rsvp aggregation ip reservation dscp af41 aggregator
10.10.10.10 traffic-params static rate 10 burst 8 peak 10

Router(config)# end

デアグリゲータ用のアクセスリストの設定

次の例では、RSVP PATHメッセージの送信元テンプレートの送信元アドレスがサブネット
10.1.0.0内にあるすべての RSVPメッセージについて、アクセスリスト 1を定義しています。
これにより、デアグリゲータ（上の図の R4）がこれらの予約を AF41 PHBに関連付けられて
いる DSCPの集約予約にマッピングできるようになります。

Router# configure terminal
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Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

Router(config)# access-list 1 permit 10.1.0.0 0.0.255.255

Router(config)# ip rsvp aggregation ip map access-list 1 dscp af41

Router(config)# end

RSVP集約の設定

RSVP集約属性を設定すると、グローバルに集約をイネーブルにする準備が完了します。

ルータで集約をイネーブルにすると、ルータはアグリゲータまたはデアグリゲータとして機能

します。アグリゲータおよびデアグリゲータの機能を実行するには、RSVPプロセスが、ルー
タ上でRSVP-E2E-IGNOREプロトコルタイプ（134）を認識する必要があります。そうしない
と、メッセージはルータのデータプレーンによってデータとして転送されます。ip rsvp
aggregation ipコマンドは、RSVPで RSVP-E2E-IGNOREプロトコルを使用したメッセージの
識別を有効にします。

これにより、RSVP-E2E-IGNOREメッセージを受信するようにルータが登録されます。このコ
マンドを、RSVP集約予約を処理し RSVP-E2E-IGNOREメッセージを IPデータグラムとして
転送するだけの内部ノードで設定する必要はありません。ルータは、集約をサポートするイ

メージを使用してロードされるため、集約（RFC 3175形式の）メッセージを正しく処理しま
す。内部ノードで集約をイネーブルにすると、内部ノードが無駄にすべてのRSVP-E2E-IGNORE
メッセージを処理するため、パフォーマンスが低下することがあります。

（注）

内部ノードで集約をイネーブルにする場合、そのすべてのインターフェイスを内部として設定

する必要があります。そうしないと、すべてのインターフェイスの役割が外部となり、ルータ

に到着するすべての E2E PATH（E2E-IGNORE）メッセージが廃棄されます。

（注）

つまり、内部ルータ（上の図の R3）については次の 2つの選択肢があります。

• RSVP集約コンフィギュレーションコマンドを入力しない。

• RSVP集約をイネーブルにし、すべてのインターフェイスを内部として設定する。

RSVPローカルポリシーの設定

RSVP対応の任意のノードで、オプションでローカルポリシーを設定できます。この例では、
デアグリゲータでローカルポリシーを設定し、集約 RSVPメッセージセッションオブジェク
ト内の DSCPの照合に基づいて、RSVP RESV集約メッセージ内のプリエンプション優先度値
を設定します。これにより、RSVPで使用できる帯域幅を、まず内部ノードまたは集約ノード
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上の DSCP AF41上の DSCP EFの予約で使用できます。別の DSCPの集約予約のプリエンプ
ション優先度は、デフォルトの 0になります。

デアグリゲータでの RSVP RESV集約メッセージ内で、このローカルポリシーは RFC 3181の
「Signaled Preemption Priority Policy Element」を設定します。これは、ip rsvp preemptionが有
効になっている内部ノードまたはアグリゲータで使用できます。

（注）

次の例では、内部ルータ（上の図の R3）上で、確立時の RSVP集約予約のプリエンプション
優先度をローカルに設定します。

Router# configure terminal

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

Router(config)# ip rsvp policy local dscp-ip ef

Router(config-rsvp-local-policy)# 5 5

Router(config-rsvp-local-policy)# exit

Router(config)# ip rsvp policy local dscp-ip af41

Router(config-rsvp-local-policy)# 2 2

Router(config-rsvp-local-policy)# end

RSVP集約の設定の確認の例

RSVP集約と設定されている予約の確認

次に、RSVP集約がイネーブルになっていることを確認し、現在確立されている予約と設定さ
れているマップおよび予約ポリシーに関する情報を表示する例を示します。

Router# show ip rsvp aggregation ip
RFC 3175 Aggregation: Enabled
Level: 1
Default QoS service: Controlled-Load
Number of signaled aggregate reservations: 2
Number of signaled E2E reservations: 8
Number of configured map commands: 4
Number of configured reservation commands: 1

設定されているインターフェイスとその役割の確認

次に、設定されているインターフェイスと、集約領域に関して内部と外部のどちらなのかを表

示する例を示します。
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Router# show ip rsvp aggregation ip interface
Interface Name Role
-------------------- --------
Ethernet0/0 interior
Serial2/0 exterior
Serial3/0 exterior

アグリゲータおよびデアグリゲータの予約の確認

次に、確立済みの予約が存在する場合に、アグリゲータおよびデアグリゲータに関する情報を

表示する例を示します。

Router# show ip rsvp aggregation ip endpoints detail
Role DSCP Aggregator Deaggregator State Rate Used QBM PoolID
----- ---- --------------- --------------- ------ ------- ------- ----------
Agg 46 10.3.3.3 10.4.4.4 ESTABL 100K 100K 0x00000003

Aggregate Reservation for the following E2E Flows (PSBs):
To From Pro DPort Sport Prev Hop I/F BPS
10.4.4.4 10.1.1.1 UDP 1 1 10.23.20.3 Et1/0 100K

Aggregate Reservation for the following E2E Flows (RSBs):
To From Pro DPort Sport Next Hop I/F Fi Serv BPS
10.4.4.4 10.1.1.1 UDP 1 1 10.4.4.4 Se2/0 FF RATE 100K

Aggregate Reservation for the following E2E Flows (Reqs):
To From Pro DPort Sport Next Hop I/F Fi Serv BPS
10.4.4.4 10.1.1.1 UDP 1 1 10.23.20.3 Et1/0 FF RATE 100K

その他の参考資料
ここでは、RSVPアプリケーション IDサポート機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト設定、

使用上のガイドライン、および例

「Configuring RSVP」モジュールRSVPに関連した QoS設定タスク

「Overview of Cisco Unified Communications
Manager and Cisco IOS Interoperability」モジュー
ル

Cisco United Communications Manager
（CallManager）および関連機能

「Using the Cisco IOS Command-Line Interface」
モジュール

正規表現

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、
およびフィーチャセットに関するMIBを探して
ダウンロードするには、次の URLにある Cisco
MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサポー
トに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

『Resource ReSerVation Protocol (RSVP)』RFC
2205

「Application and Sub Application Identity Policy Element for Use with RSVP」RFC
2872

『Signaled Preemption Priority Policy Element』RFC
3181

『Identity Representation for RSVP』RFC
3182

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。
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RSVP集約に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 : RSVP集約に関する機能情報

機能情報リリース機能名

RSVP集約機能を使用すると、エッジで多数の小さい予約を 1
つの大きい予約に集約することで、RSVP/DiffServネットワーク
内で Resource Reservation Protocol（RSVP）の状態を削減できま
す。

次のコマンドが導入または変更されました。debug ip rsvp
aggregation、debug qbm、ip rsvp aggregation ip、ip rsvp
aggregation ip map、ip rsvp aggregation、ip reservation dscp
traffic-params static rate、ip rsvp aggregation ip role interior、ip
rsvp policy local、show ip rsvp、show ip rsvp aggregation ip、show
ip rsvp aggregation ip endpoints、show ip rsvp installed、show ip
rsvp interface、show ip rsvp policy local、show ip rsvp request、
show ip rsvp reservation、show ip rsvp sender、show qbm client、
show qbm pool。

Cisco IOSXEリリース 3.8Sでは、Cisco ASR 903ルータのサポー
トが追加されました。

Cisco IOS XEリ
リース 2.6

Cisco IOS XEリ
リース 3.8S

RSVP集
約

用語集
admission control：エンドツーエンドで使用可能なネットワークリソースに基づいて、RSVP
予約が受け付けまたは拒否されるプロセス。

aggregate：複数のエンドツーエンド（E2E）フローを表すRSVPフロー。たとえば、マルチプ
ロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS-TE）トンネルは多数の
E2Eフローの集約である場合があります。

aggregation region：アグリゲータとデアグリゲータがエッジにあり、E2Eフローが集約フロー
で表される領域。たとえば、TEトンネルが E2Eフローに対して集約されるMPLS-TEコア。
集約領域には、RSVP集約を実行できるノード群が接続されています。
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aggregator：E2E PATHメッセージが集約領域に入るときにそれを処理するデバイス。このデ
バイスは TEトンネルヘッドエンドデバイスとも呼ばれ、外部インターフェイスからのメッ
セージを内部インターフェイスに転送します。

bandwidth：ネットワーク信号に利用可能な最高周波数と最低周波数の差。この用語は、特定
のネットワークメディアまたはプロトコルの格付けされたスループット容量を表すためにも使

用されます。

deaggregator：E2EPATHメッセージが集約領域を出て行くときに、それを処理するデバイス。
このデバイスはTEトンネルテールエンドデバイスとも呼ばれ、内部インターフェイスからの
メッセージを外部インターフェイスに転送します。

E2E：エンドツーエンド。集約領域を通過し、そのステートがこの領域の中でまとめて表現さ
れる RSVPフロー。たとえば、MPLS-TEコアを通過する従来の RSVPフロー。

LSP：ラベルスイッチドパス。2つのデバイス間に設定された接続。この接続では、パケッ
トを伝送するためにラベルスイッチングが使用されます。LSPの目的は、データパケットを
伝送することです。

QoS：サービス品質。転送システムのパフォーマンスの尺度の1つであり、転送品質とサービ
スのアベイラビリティを反映したものです。

RSVP：リソース予約プロトコル。IPネットワーク上でリソースの予約をサポートするための
プロトコル。IPエンドシステム上で動作するアプリケーションは、RSVPを使用して、受信を
期待しているパケットストリームの性質（帯域幅、ジッタ、最大バーストなど）を他のノード

に知らせることができます。

state：デバイスが各 LSPに関して保持する必要のある情報。この情報は、トンネルをリルー
トする場合に使用されます。

TE：トラフィックエンジニアリング。標準のルーティング方式が使用されていた場合に選択
されたであろうパス以外のパス上のネットワーク経由でトラフィックを転送するために使用さ

れるテクニックとプロセス。

tunnel：2つのピア間（2台のデバイス間など）のセキュアな通信パス。
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第 3 章

RSVPアプリケーション IDサポート

RSVPアプリケーション IDサポート機能により、アプリケーション固有の予約が導入されま
した。これにより、ローカルポリシーの一致基準をより細かく設定して、アプリケーションの

タイプに基づき Quality of Service（QoS）を管理できます。

•機能情報の確認（35ページ）
• RSVPアプリケーション IDサポートの前提条件（35ページ）
• RSVPアプリケーション IDサポートの制約事項（36ページ）
• RSVPアプリケーション IDサポートに関する情報（36ページ）
• RSVPアプリケーション IDサポートの設定方法（39ページ）
• RSVPアプリケーション IDサポートの設定例（49ページ）
•その他の参考資料（53ページ）
• RSVPアプリケーション IDサポートの機能情報（55ページ）
•用語集（55ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

RSVPアプリケーション IDサポートの前提条件
ネットワーク内でリンクを共有する 2台以上のネイバールータの 1つ以上のインターフェイス
でリソース予約プロトコル（RSVP）を設定する必要があります。
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RSVPアプリケーション IDサポートの制約事項
• RSVPポリシーは、PATH、RESV、PATHERROR、および RESVERRORメッセージにのみ
適用されます。

•グローバルポリシーとインターフェイスベースのローカルポリシーのマージはサポート
されていません。したがって、複数のポリシーを一致させることはできません。

RSVPアプリケーション IDサポートに関する情報

RSVPアプリケーション IDサポートの機能概要

RSVPの動作

音声、ビデオなどの複数アプリケーションでは、RSVPのサポートが必要です。RSVPは、帯
域幅制限に達するまで、要求を許可します。RSVPでは、要求は区別されず、帯域幅が要求さ
れているアプリケーションタイプも認識されません。

その結果、1種類のアプリケーションを表す要求を許可することで、許可された帯域幅が使い
果たされ、利用できる帯域幅がなくなり、以降の要求が拒否されることがあります。たとえ

ば、いくつかのビデオコールにより、すべてまたはほとんどの音声コールが許可されなくなる

可能性があります。これは、ビデオコールが大量の帯域幅を必要とし、音声コールを扱うため

に十分な帯域幅が残らないためです。この制約により、特に RSVPを必要とするアプリケー
ションに音声が含まれている場合には、複数のアプリケーションにRSVPを展開しないのが一
般的です。

この解決策は、個別のアプリケーションまたはトラフィッククラスに対して、個別の帯域幅制

限を設定できるようにすることです。アプリケーションごとに帯域幅を制限するには、アプリ

ケーションごとの帯域幅制限を設定する必要があります。また、アプリケーションを適切な帯

域幅制限に対して許可できるようにするために、予約が属するアプリケーションに各予約フラ

グを割り当てる必要があります。

「Application and Sub Application Identity Policy Element for Use with RSVP」（インターネット技
術特別調査委員会（IETF）RFC2872）によって、個別の帯域幅予約プールの作成が許可されて
います。たとえば、音声トラフィック用にRSVP予約プールを 1つ作成し、ビデオトラフィッ
ク用に別のRSVP予約プールを作成できます。これによりビデオトラフィックのせいで音声ト
ラフィックが閉め出されるのを防ぐことができます。
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RSVPアプリケーション IDサポート機能が導入される前、RSVPメッセージ内の IPヘッダー
のDiffServコードポイント（DSCP）に一致するアクセスコントロールリスト（ACL）を作成
するための方法が用意されました。しかし、複数のアプリケーションが同じDSCPを使用する
可能性があるため、個別のポリシーを定義するためにアプリケーションを一意に識別できませ

んでした。

（注）

ソリューション例

次の図は、アプリケーション IDサポートが使用されるソリューションの例を示しています。
この例では、帯域幅は、Cisco Unified Communications Manager（CUCM）によって作成される
音声およびビデオセッション間で割り振られます。ビデオは、音声よりもはるかに多くの帯域

幅を必要とします。そのため、予約を分離しない場合には、ビデオトラフィックが音声トラ

フィックを圧倒する可能性があります。

CUCMでは、RSVPアプリケーション IDサポート機能が使用されます。この例で、CUCMが
RSVP予約を行うとき、CUCMはビデオ RSVP帯域幅プールから予約を行うか、音声 RSVP帯
域幅プールから予約を行うか指定できます。合計RSVP割り振りに十分な帯域幅があるにもか
かわらず、要求されたプールに十分な帯域幅が残っていない場合、RSVPは、予約に問題があ
ることを CUCMに通知します。次の図は、セッションのセットアップ中に送信される信号と
データトラフィックの一部を示しています。

画像がありません。埋め込み未参照

このシナリオでは、IPフォンおよび IPビデオデバイスは RSVPを直接サポートしていませ
ん。RSVPがこれらのデバイスのための帯域幅を予約できるようにするために、Cisco IOSルー
タ内の RSVPエージェントコンポーネントが予約を作成します。音声またはビデオセッショ
ンのセットアップ時、CUCMはRSVPエージェントと通信し、必要な帯域幅を予約するための
パラメータを送信します。

音声またはビデオ通話を行う場合、デバイスは CUCMに信号を送ります。CUCMは、通話の
タイプ（この例では、音声またはビデオ）に対応するRSVPアプリケーション IDを指定して、
RSVPエージェントに信号を送ります。RSVPエージェントは、ネットワーク全体で RSVPの
予約を確立し、予約が完了したことを CUCMに通知します。CUCMは、セッション確立を完
了します。これにより、電話機（またはビデオデバイス）間で Real-Time Transport Protocol
（RTP）トラフィックストリームがフローします。RSVPエージェントは、要求されたアプリ
ケーション IDに対して帯域幅予約を作成できない場合、その情報をCUCMに送り返します。
これにより、この情報はユーザにも通知されます。

グローバルおよびインターフェイスごとの RSVPポリシー

RSVPポリシーをグローバルまたはインターフェイスごとに設定できます。また、グローバル
ポリシーとインターフェイスごとのポリシーをそれぞれ複数設定できます。

グローバル RSVPポリシーは、インターフェイスの数にかかわらず、ルータが使用する RSVP
帯域幅を制限します。グローバルポリシーは、ルータに CPUの制限、1つのインターフェイ
ス、異なる帯域幅制限が不要な複数のインターフェイスがある場合に設定します。
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インターフェイスごとのRSVPポリシーを使用すると、制限の異なる個別の帯域幅プールを設
定でき、ビデオなどの1つのアプリケーションが指定したインターフェイス上のすべてのRSVP
帯域幅を消費し、音声などの他のアプリケーションがドロップされてしまうのを防ぐことがで

きます。インターフェイスごとのポリシーは、使用可能な帯域幅を細かく制御する必要がある

場合に設定します。

RSVPポリシーの適用方法

RSVPは、RSVPメッセージを処理するときに必ずポリシーを検索します。ポリシーによって、
そのメッセージを特別に処理する必要があるかどうか RSVPに通知されます。

ネットワーク設定にグローバルRSVPポリシーとインターフェイスごとのRSVPポリシーがあ
る場合、インターフェイスごとのポリシーが最初に適用されます。つまり、RSVPは、ポリシー
が設定されている順序でポリシー一致基準を探します。RSVPは、次の順序でポリシー一致基
準を探します。

•デフォルト以外のインターフェイスポリシー

•デフォルトのインターフェイスポリシー

•デフォルト以外のグローバルポリシー

•グローバルデフォルトポリシー

ポリシー一致基準が見つからない場合、すべての受信メッセージが許可されます。この決定を

許可から拒否に変更するには、ip rsvp policy default-rejectコマンドを使用します。

プリエンプション

プリエンプションは、RSVPプールに十分な帯域幅がないために、ある予約が別の予約よりも
優先される場合に発生します。RSVP帯域幅プールには、ローカルポリシープールとインター
フェイスプールの 2種類があります。ローカルポリシーは、グローバルまたはインターフェ
イス固有です。RSVPは、RESVメッセージが到着したとき、これらのプールに対してアドミッ
ション制御を行います。

着信予約要求が、RSVP帯域幅制限（maximumbandwidth groupサブモードコマンドで設定）
があるRSVPローカルポリシーに一致し、その制限に到達している場合、RSVPは、そのポリ
シーで許可されている優先度の低い他の予約を優先させようとします。これらの優先順位が低

い予約が少なすぎる場合、RSVPは受信予約要求を拒否します。その後、RSVPは、ip rsvp
bandwidthコマンドを使用して設定したインターフェイス帯域幅プールを調べます。その帯域
幅制限に達している場合、RSVPはそのインターフェイス上の他の優先度が低い予約をプリエ
ンプション処理し、新しい予約要求を受け付けようとします。この時点で、RSVPはどのロー
カルポリシーが予約を許可したかを考慮しません。そのインターフェイスプール上で十分な

帯域幅をプリエンプション処理できない場合、新しい予約がローカルポリシープールから帯

域幅を取得できる場合でも、RSVPは新しい予約を拒否します。

プリエンプションは、任意の種類のRSVP帯域幅プールを、そのプールを使用している既存の
予約がプールに収まらないような低い値に手動で再設定した場合にも発生します。
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プリエンプション優先度の割り当て方法と通知方法

受信した RSVP PATHまたは RESVメッセージにプリエンプション優先度（IETF RFC 2750
POLICY_DATAオブジェクト内の IETF RFC 3181プリエンプション優先度ポリシーエレメン
トで通知されます）が含まれており、優先度が一致するローカルポリシー（存在する場合）よ

りも高い場合、問題のメッセージは拒否され、PATHERRORまたは RESVERRORメッセージ
が応答中で送信されます優先度がローカルポリシーで承認された場合、それらの優先度はRSVP
状態でデバイスに保存され、そのネイバーに転送されます。

受信した RSVP PATHまたは RESVメッセージに、（前述した）プリエンプション優先度が含
まれておらず、グローバル ip rsvp policy preemptコマンドを発行済みで、そのメッセージが
preempt-priorityコマンドを含むローカルポリシーに一致した場合、ローカルポリシーの優先
度を含むプリエンプション優先度要素がある POLICY_DATAオブジェクトが、ポリシー決定
の一部としてメッセージに追加されます。これらの優先度は、RSVP状態でデバイスに保存さ
れ、ネイバーに転送されます。

プリエンプションの制御

ip rsvp policy preemptコマンドは、ルータが必要に応じて予約をプリエンプション処理するか
どうかを制御します。このコマンドを実行すると、それ以降インターフェイスに到着したRESV
メッセージは、新しい予約に割り当てられているセットアップ優先度が、インストールされて

いる予約に割り当てられている優先度よりも高い場合、そのインターフェイス上の1つ以上の
予約の帯域幅をプリエンプション処理します。

RSVPアプリケーション IDサポートの利点
RSVPアプリケーション IDサポート機能には、次の利点があります。

• RSVPは、アプリケーションを一意に識別でき、作成する帯域幅プールをアプリケーショ
ンごとに分離できます。これにより、1つのアプリケーションが使用可能なすべての帯域
幅を占有し、それによって他のアプリケーションがドロップされるということはなくなり

ます。

• RSVPエージェントおよび CUCMを統合することで、Signaling Connection Control Part
（SCCP）などのシグナリングプロトコルを使用する、トポロジが網目状の多階層のネッ
トワークで、コールアドミッション制御（CAC）のためのソリューション、および VoIP
とビデオ会議アプリケーションの QoSを提供できます。これにより、1つのアプリケー
ションが使用可能な予約済み帯域幅を占有するということはなくなります。

• RFC 2872または RFC 2205に準拠するあらゆるエンドポイントと連携します。

RSVPアプリケーション IDサポートの設定方法
CUCMなどの RSVP対応ソフトウェアプログラムで使用する、または静的な PATH、RESV
メッセージなどの RSVP非対応アプリケーションで使用するアプリケーション IDおよびロー
カルポリシーを設定できます。
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RSVP対応ソフトウェアプログラム向けの RSVPアプリケーション ID
の設定

RSVPアプリケーション IDの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp policy identity alias policy-locator locator
4. 必要に応じてステップ 3を繰り返し、追加のアプリケーション IDを設定します。
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ローカルポリシーの一致基準として使用する RSVP
アプリケーション IDを定義します。

ip rsvp policy identity alias policy-locator locator

例：

ステップ 3

• alias引数の値を入力します。これは、RSVPコ
ンフィギュレーションコマンド内で IDを参照Router(config)# ip rsvp policy identity rsvp-voice

policy-locator APP=Voice
し、表示するためにルータで使用される文字列

です。文字列には、印刷可能文字（0x20～0x7E
の範囲）を 64文字まで使用できます。

空白文字または疑問符（?）を、エイリア
スの一部またはロケータ文字列自体として

使用する場合、空白文字または疑問符を入

力する前に、CTRL-Vキーシーケンスを入
力する必要があります。エイリアスが他の

ルータに送信されることはありません。

（注）

• locator引数の値を入力します。これは、RSVP
メッセージで通知され、X.500識別名（DN）形
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目的コマンドまたはアクション

式のアプリケーション IDを通常含む文字列で
す。これは正規表現でもかまいません。

追加のアプリケーション IDを定義します。必要に応じてステップ 3を繰り返し、追加のアプリ
ケーション IDを設定します。

ステップ 4

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Router(config)# end

次の作業

ローカルポリシーを、グローバル、インターフェイス、またはその両方で設定します。

ローカルポリシーをグローバルに設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp policy local {acl acl1[acl2...acl8] | dscp-ip value1[value2...value8]| default | identity alias1

[alias2...alias4] | origin-as as1[as2...as8]}
4. 必要に応じてステップ 3を繰り返し、追加のローカルポリシーを設定します。
5. 必要に応じて、サブモードコマンドを入力します。

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

RSVPリソースをネットワーク内でどのように使用
するかを決定するローカルポリシーを作成し、ロー

ip rsvp policy local {acl acl1[acl2...acl8] | dscp-ip
value1[value2...value8]| default | identity alias1
[alias2...alias4] | origin-as as1[as2...as8]}

ステップ 3

カルポリシーコンフィギュレーションモードを開

始します。例：
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# ip rsvp policy local identity
rsvp-voice

• identity alias1キーワードと引数の組み合わせを
入力して、アプリケーション IDの別名を指定
します。

（任意）追加のローカルポリシーを設定します。必要に応じてステップ 3を繰り返し、追加のローカ
ルポリシーを設定します。

ステップ 4

（任意）作成するローカルポリシーのプロパティを

定義します

必要に応じて、サブモードコマンドを入力します。ステップ 5

この手順は任意です。空のポリシーを指定

すると、すべてが拒否されます。これは、

特定の場合に必要になることがあります。

（注）

•サブモードコマンドの詳細については、iprsvp
policy localコマンドを参照してください。

ローカルポリシーコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 6

Router(config-rsvp-policy-local)# end

インターフェイス上でのローカルポリシーの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. 必要に応じてステップ 3を繰り返し、追加インターフェイスでローカルポリシーを設定

します。

5. ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1 kbps | sub-pool kbps]]| percent
percent-bandwidth [single-flow-kbps]]

6. 必要に応じてステップ 5を繰り返し、追加のインターフェイスの帯域幅を設定します。
7. ip rsvp policy local {acl acl1[acl2...acl8] | dscp-ip value1[value2...value8]| default | identity

alias1 [alias2...alias4] | origin-as as1[as2...as8]}
8. 必要に応じてステップ 7を繰り返し、追加のローカルポリシーを設定します。
9. 必要に応じて、サブモードコマンドを入力します。

10. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスのタイプと番号を設定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface type slot / subslot / port

例：

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3

（任意）追加のインターフェイスを設定します。必要に応じてステップ3を繰り返し、追加インター
フェイスでローカルポリシーを設定します。

ステップ 4

インターフェイス上で RSVPをイネーブルにしま
す。

ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1
kbps | sub-pool kbps]]| percent percent-bandwidth
[single-flow-kbps]]

ステップ 5

•オプションの interface-kbps引数と
single-flow-kbps引数は、それぞれ複数の RSVP例：

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 500 500
フローまたは単一のフローによって割り当てる

ことができる帯域幅を指定します。値は 1～
1000000です。

（任意）追加のインターフェイスの帯域幅を設定し

ます。

必要に応じてステップ 5を繰り返し、追加のイン
ターフェイスの帯域幅を設定します。

ステップ 6

RSVPリソースをネットワークでどのように使用す
るかを決定するローカルポリシーを作成します。

ip rsvp policy local {acl acl1[acl2...acl8] | dscp-ip
value1[value2...value8]| default | identity alias1
[alias2...alias4] | origin-as as1[as2...as8]}

ステップ 7

• identity alias1キーワードと引数の組み合わせ
を入力して、アプリケーション IDの別名を指
定します。

例：

Router(config-if)# ip rsvp policy local identity
rsvp-voice

（任意）追加のローカルポリシーを設定します。必要に応じてステップ 7を繰り返し、追加のロー
カルポリシーを設定します。

ステップ 8

（任意）作成するローカルポリシーのプロパティ

を定義し、ローカルポリシーコンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

必要に応じて、サブモードコマンドを入力します。ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

この手順は任意です。空のポリシーを指

定すると、すべてが拒否されます。これ

は、特定の場合に必要になることがあり

ます。

（注）

•サブモードコマンドの詳細については、iprsvp
policy localコマンドを参照してください。

ローカルポリシーコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 10

Router(config-rsvp-policy-local)# end

RSVP非対応ソフトウェアプログラム向けの RSVPアプリケーション
IDの設定

アプリケーション IDの設定

RSVPアプリケーション IDの設定（40ページ）を参照してください。

アプリケーション IDを使用した静的 RSVP送信者の設定

この手順を実行して、アプリケーション IDを持つ静的 RSVP送信側を設定し、ルータが、
RSVP非対応の送信側アプリケーションの代わりに、アプリケーション IDを含む RSVP PATH
メッセージを代理処理できるようにします。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp sende r-host session-ip-address sender-ip-address {ip-protocol |tcp | udp} session-dest-port

sender-source-port bandwidth burst-size[identity alias]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータで RSVP PATHメッセージを生成するホスト
をシミュレートできるようにします。

ip rsvp sende r-host session-ip-address
sender-ip-address {ip-protocol |tcp | udp}
session-dest-port sender-source-port bandwidth
burst-size[identity alias]

ステップ 3

•オプションの identity aliasキーワードと引数の
組み合わせは、アプリケーション IDの別名を

例：
指定します。文字列には、印刷可能文字（0x20
～ 0x7Eの範囲）を 64文字まで使用できます。Router(config)# ip rsvp sender-host 10.0.0.7

10.0.0.1 udp 1 1 10 10 identity rsvp-voice

空白文字または疑問符（?）を、別名の文
字列自体の一部として使用する場合、空白

文字または疑問符を入力する前に、

CTRL-Vキーシーケンスを入力する必要が
あります。エイリアスが他のルータに送信

されることはありません。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

アプリケーション IDを使用した静的 RSVP受信者の設定

この手順を実行して、アプリケーション IDを持つ静的 RSVP受信側を設定し、ルータが、
RSVP非対応の受信側アプリケーションの代わりに、アプリケーション IDを含む RSVP RESV
メッセージを代理処理できるようにします。

また、アプリケーション IDで使用する静的リスナーを設定することもできます。着信 PATH
メッセージに、アプリケーション ID、プリエンプション優先度値、またはこれらの両方が含
まれる場合、リスナーは、応答で送信されるRESVメッセージにこれらを組み込みます。詳細
については、RSVPアプリケーション IDサポートの機能情報（55ページ）を参照してくださ
い。

（注）

ルータが宛先の場合は ip rsvp reservation-hostコマンドを使用します。ダウンストリームホス
トの代わりにルータで代理処理するには、ip rsvp reservationコマンドを使用します。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. 次のいずれかを実行します。

• ip rsvp reservation-host session-ip-address sender-ip-address {ip-protocol| tcp | udp}
session-dest-port sender-source-port{ff | se | wf}{load | rate} bandwidth burst-size[identity
alias]

•
• ip rsvp reservation session-ip-address sender-ip-address {ip-protocol | tcp | udp}
session-dest-port sender-source-port next-hop-ip-address next-hop-interface{ff | se | wf}{load
| rate} bandwidth burst-size[ identity alias]

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

RSVP RESVメッセージを生成するホストをシミュ
レートするようにルータをイネーブルにします。

次のいずれかを実行します。ステップ 3

• ip rsvp reservation-host session-ip-address
sender-ip-address {ip-protocol| tcp | udp} •オプションの identity aliasキーワードと引数の

組み合わせは、アプリケーション IDの別名をsession-dest-port sender-source-port{ff | se |wf}{load
| rate} bandwidth burst-size[identity alias]

指定します。文字列には、印刷可能文字（0x20
～ 0x7Eの範囲）を 64文字まで使用できます。•

• ip rsvp reservation session-ip-address
sender-ip-address {ip-protocol | tcp | udp}

空白文字または疑問符（?）を、別名の文
字列自体の一部として使用する場合、空白

文字または疑問符を入力する前に、

CTRL-Vキーシーケンスを入力する必要が
あります。エイリアスが他のルータに送信

されることはありません。

（注）session-dest-port sender-source-port
next-hop-ip-address next-hop-interface{ff | se |
wf}{load | rate} bandwidth burst-size[ identity alias]

例：

Router(config)# ip rsvp reservation-host 10.1.1.1
10.30.1.4 udp 20 30 se load 100 60 identity
rsvp-voice
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目的コマンドまたはアクション

例： ルータが宛先の場合は ip rsvp
reservation-hostコマンドを使用します。
ダウンストリームホストの代わりにルー

タで代理処理するには、ip rsvp reservation
コマンドを使用します。

（注）

例：

Router(config)# ip rsvp reservation 10.1.1.1
0.0.0.0 udp 20 0 172.16.4.1 Ethernet1 wf rate 350
65 identity xyz

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

RSVPアプリケーション IDサポートの設定の確認

次のコマンドは、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで、任意の順番で使用できま
す。

（注）

手順の概要

1. enable
2. show ip rsvp host {receivers| senders}[hostname | group-address]
3. show ip rsvp policy identity [regular-expression]
4. show ip rsvp policy local [detail] [interface type slot / subslot / port] [acl acl-number| dscp-ip value|

default | identity alias | origin-as as]
5. show ip rsvp reservation [detail] [filter [destination address] [dst-port port-number] [source

address] [src-port port-number]]
6. show ip rsvp sender [detail] [filter [destination address] [dst-port port-number] [source address]

[src-port port-number]]
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable コマンドをユーザEXECモードで使用して
いる場合は、この手順を省略します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

RSVPホストに固有の情報を表示します。show ip rsvp host {receivers| senders}[hostname |
group-address]

ステップ 2

このコマンドは、PATHメッセージと
RESVメッセージの発信元のルータでのみ
使用します。

（注）
例：

Router# show ip rsvp host senders

ルータ設定で選択された RSVP IDを表示します。show ip rsvp policy identity [regular-expression]

例：

ステップ 3

•オプションの regular-expression引数を使用する
と、表示されるRSVPIDの別名文字列に対して
パターンマッチングを実行できます。

Router# show ip rsvp policy identity voice100

現在設定されているローカルポリシーを表示しま

す。

show ip rsvp policy local [detail] [interface type slot /
subslot / port] [acl acl-number| dscp-ip value| default |
identity alias | origin-as as]

ステップ 4

•オプションのdetailキーワード、およびオプショ
ンの interface type slot / subslot / portキーワード例：

Router# show ip rsvp policy local identity
voice100

と引数の組み合わせを、任意の一致基準ととも

に使用できます。

現在データベースに格納されている RSVP関連の受
信側情報を表示します。

show ip rsvp reservation [detail] [filter [destination
address] [dst-port port-number] [source address]
[src-port port-number]]

ステップ 5

•オプションの detailキーワードを指定すると、
どこでポリシーが提供されているか、および例：

Router# show ip rsvp reservation detail
RESVメッセージでどのアプリケーション IDが
通知されたかについての情報を含む追加出力が

表示されます。

現在データベース上に存在する RSVP PATH関連の
送信側情報を表示します。

show ip rsvp sender [detail] [filter [destination address]
[dst-port port-number] [source address] [src-port
port-number]]

ステップ 6

•オプションの detailキーワードを指定すると、
PATHメッセージでどのアプリケーション IDが例：

Router# show ip rsvp sender detail
通知されたかについての情報を含む追加出力が

表示されます。

特権 EXECモードを終了し、ユーザ EXECモードに
戻ります。

end

例：

ステップ 7

Router# end
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RSVPアプリケーション IDサポートの設定例

例：RSVPアプリケーション IDサポートの設定
下の図の 4台のルータで構成されるネットワークの設定を、以降のセクションに示します。

図 3 :アプリケーション IDとローカルポリシーを使用したネットワーク例

R4でのプロキシレシーバの設定

次に、プロキシレシーバを使用して R4を設定し、宛先 10.0.0.7に対する PATHメッセージに
一致する RESVメッセージを作成する例を示します。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# ip rsvp listener 10.0.0.7 any any reply

Device(config)# end

R3でのアプリケーション IDとグローバルローカルポリシーの設定

次の例では、videoというアプリケーション IDとグローバルローカルポリシーを使用して R3
を設定しています。このポリシーでは、すべての RSVPメッセージが承認され、転送されま
す。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# ip rsvp policy identity video policy-locator video
Device(config)# ip rsvp policy local identity video
Device(config-rsvp-policy-local)# forward all
Device(config-rsvp-policy-local)# end

インターフェイスごとのローカルポリシーに対する R2でのアプリケーション IDおよび
個別帯域幅プールの設定

次の例では、videoというアプリケーション ID（videoというサブストリングを含むアプリケー
ション IDに一致するワイルドカード正規表現）を使用して R2を構成しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
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Router(config)# ip rsvp policy identity video policy-locator .*Video.*
Router(config-rsvp-id)# end

次の例では、入力ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0でローカルポリシーを使
用して R2を設定しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
Router(config-if)# no cdp enable
Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 200
Router(config-if)# ip rsvp policy local identity video
Router(config-rsvp-policy-local)# maximum senders 10
Router(config-rsvp-policy-local)# maximum bandwidth group 100
Router(config-rsvp-policy-local)# maximum bandwidth single 10
Router(config-rsvp-policy-local)# forward all
Router(config-rsvp-policy-local)# end

次の例では、出力ギガビットイーサネットインターフェイス 3/0/0でローカルポリシーを使
用して R2を設定しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface gigabitEthernet 3/0/0
Router(config-if)# ip address 10.0.0.3 255.0.0.0
Router(config-if)# no cdp enable
Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 200
Router(config-if)# ip rsvp policy local identity video
Router(config-rsvp-policy-local)# maximum senders 10
Router(config-rsvp-policy-local)# maximum bandwidth group 100
Router(config-rsvp-policy-local)# maximum bandwidth single 10
Router(config-rsvp-policy-local)# forward all
Router(config-rsvp-policy-local)# end

PATHメッセージは、入力ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0に到着し、RESV
メッセージは、出力ギガビットイーサネットインターフェイス 3/0/0に到着します。

（注）

R1から R4へのアプリケーション IDとスタティック予約の設定

次の例では、videoというアプリケーション IDを使用して R1を設定し、そのアプリケーショ
ン IDを持つ PATHメッセージを生成するホストを開始しています。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# ip rsvp policy identity video policy-locator "GUID=www.cisco.com,
APP=Video, VER=1.0"
Device(config)# ip rsvp sender-host 10.0.0.7 10.0.0.1 udp 1 1 10 10 identity video
Device(config)# end

QoS：RSVP設定ガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
50

RSVPアプリケーション IDサポート

R1から R4へのアプリケーション IDとスタティック予約の設定



例：RSVPアプリケーション IDサポートの確認

R3でのアプリケーション IDとグローバルローカルポリシーの確認

次の例では、Videoというアプリケーション IDを使用して、R3でグローバルローカルポリ
シーが設定されているか確認しています。

Router# show ip rsvp policy local detail
Global:
Policy for ID(s): Video
Preemption Scope: Unrestricted.
Local Override: Disabled.
Fast ReRoute: Accept.
Handle: 23000404.

Accept Forward
Path: Yes Yes
Resv: Yes Yes
PathError: Yes Yes
ResvError: Yes Yes

Setup Priority Hold Priority
TE: N/A N/A
Non-TE: N/A N/A

Current Limit
Senders: 1 N/A
Receivers: 1 N/A
Conversations: 1 N/A
Group bandwidth (bps): 10K N/A
Per-flow b/w (bps): N/A N/A

Generic policy settings:
Default policy: Accept all
Preemption: Disabled

R2でのアプリケーション IDとインターフェイスごとのローカルポリシーの確認

次の例では、R2で Videoというアプリケーション IDが作成されているか確認しています。

Router# show ip rsvp policy identity
Alias: Video
Type: Application ID
Locator: .*Video.*

次の例では、R2のギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0とギガビットイーサネッ
トインターフェイス 3/0/0でインターフェイスごとのローカルポリシーが作成されているか確
認しています。

Router# show ip rsvp policy local detail
gigabitEthernet 0/0/0:
Policy for ID(s): Video
Preemption Scope: Unrestricted.
Local Override: Disabled.
Fast ReRoute: Accept.
Handle: 26000404.

Accept Forward
Path: Yes Yes
Resv: Yes Yes
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PathError: Yes Yes
ResvError: Yes Yes

Setup Priority Hold Priority
TE: N/A N/A
Non-TE: N/A N/A

Current Limit
Senders: 1 10
Receivers: 0 N/A
Conversations: 0 N/A
Group bandwidth (bps): 0 100K
Per-flow b/w (bps): N/A 10K

giabitEthernet 3/0/0:
Policy for ID(s): Video
Preemption Scope: Unrestricted.
Local Override: Disabled.
Fast ReRoute: Accept.
Handle: 5A00040A.

Accept Forward
Path: Yes Yes
Resv: Yes Yes
PathError: Yes Yes
ResvError: Yes Yes

Setup Priority Hold Priority
TE: N/A N/A
Non-TE: N/A N/A

Current Limit
Senders: 0 10
Receivers: 1 N/A
Conversations: 1 N/A
Group bandwidth (bps): 10K 100K
Per-flow b/w (bps): N/A 10K

Generic policy settings:
Default policy: Accept all
Preemption: Disabled

表示では、入力インターフェイスでその送信側カウンタのみがインクリメントされています。

これは、入力インターフェイスでは PATHメッセージがチェックされるためです。しかし、出
力インターフェイスではそのレシーバカウンタ、カンバセーションカウンタ、帯域幅カウン

タがインクリメントされます。これは、予約が入力インターフェイス（R2上の出力インター
フェイス）でチェックされるためです。

（注）

R1でのアプリケーション IDと予約の確認

次の例では、R1で Videoというアプリケーション IDを含む PATHメッセージが作成されてい
るか確認しています。

Router# show ip rsvp sender detail
PATH Session address: 10.0.0.7, port: 1. Protocol: UDP
Sender address: 10.0.0.1, port: 1

Inbound from: 10.0.0.1 on interface:
Traffic params - Rate: 10K bits/sec, Max. burst: 10K bytes

Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 4294967295 bytes
Path ID handle: 02000402.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Application ID: 'GUID=www.cisco.com, APP=Video, VER=1.0'

Status: Proxied
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Output on gigabitEthernet 0/0/0. Policy status: Forwarding. Handle: 01000403
Policy source(s): Default

debug ip rsvp dump pathコマンドと debug ip rsvp dump resvコマンドを使用すると、送信側と
送信側が使用しているアプリケーション IDに関する追加情報を取得できます。

（注）

次の例では、R1で Videoというアプリケーション IDを使用した予約が作成されているか確認
しています。

Router# show ip rsvp reservation detail

RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.7, Source is 10.0.0.1,
Protocol is UDP, Destination port is 1, Source port is 1
Next Hop is 10.0.0.2, Interface is gigabitEthernet 0/0/0
Reservation Style is Fixed-Filter, QoS Service is Guaranteed-Rate
Resv ID handle: 01000405.
Created: 10:07:35 EST Thu Jan 12 2006
Average Bitrate is 10K bits/sec, Maximum Burst is 10K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 0 bytes
Status:
Policy: Forwarding. Policy source(s): Default
Application ID: 'GUID=www.cisco.com, APP=Video, VER=1.0'

その他の参考資料
ここでは、RSVPアプリケーション IDサポート機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト設定、

使用上のガイドライン、および例

「Configuring RSVP」モジュールRSVPに関連した QoS設定タスク

「Overview of Cisco Unified Communications
Manager and Cisco IOS Interoperability」モジュー
ル

Cisco United Communications Manager
（CallManager）および関連機能

「Using the Cisco IOS Command-Line Interface」
モジュール

正規表現
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標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフト
ウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
の場所を検索しダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

『Resource ReSerVation Protocol (RSVP)』RFC
2205

「Application and Sub Application Identity Policy Element for Use with RSVP」RFC
2872

『Signaled Preemption Priority Policy Element』RFC
3181

『Identity Representation for RSVP』RFC
3182

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。
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RSVPアプリケーション IDサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2 : RSVPアプリケーション IDサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

RSVPアプリケーション IDサポート機能により、アプリ
ケーション固有の予約が導入されました。これにより、

ローカルポリシーの一致基準をより細かく設定して、ア

プリケーションのタイプに基づき QoSを管理できます。

次のコマンドが導入または変更されました。ip rsvp
listener、ip rsvp policy identity、ip rsvp policy local、ip rsvp
reservation、ip rsvp reservation-host、 ip rsvp sender、ip
rsvp sender-host、maximum（ローカルポリシー）、show
ip rsvp host、show ip rsvp policy identity、 show ip rsvp
policy local。

Cisco IOS XEリリース 3.8Sでは、Cisco ASR 903ルータの
サポートが追加されました。

Cisco IOS XE
Release 2.6

Cisco IOS XE
Release 3.8S

RSVPアプリ
ケーション ID
サポート

用語集
QoS：サービス品質。転送システムのパフォーマンスの尺度の1つであり、転送品質とサービ
スのアベイラビリティを反映したものです。

RSVP：リソース予約プロトコル。IPネットワーク上でリソースの予約をサポートするための
プロトコル。IPエンドシステム上で動作するアプリケーションは、RSVPを使用して、受信を
期待しているパケットストリームの性質（帯域幅、ジッタ、最大バーストなど）を他のノード

に知らせることができます。

RSVP Agent：Unified CMをサポートする Cisco IOS音声ゲートウェイでリソース予約プロト
コル（RSVP）エージェントを実装します。

Unified CommunicationsManager（CM）：シスコの IPテレフォニーソリューションの、ソフト
ウェアベースのコール処理コンポーネント。このソフトウェアは、企業のテレフォニー機能
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を、IP電話などのパケットテレフォニーネットワークデバイス、メディア処理デバイス、
Voice-over-IP（VoIP）ゲートウェイ、マルチメディアアプリケーションに拡張します。
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第 4 章

RSVP高速ローカル修復

RSVP高速ローカル修復機能は、データフローについて Quality of Service（QoS）を保証する
ためのリフレッシュ期間のオーバーヘッドなしで、グローバルドメインおよび Virtual Routing
and Forwarding（VRF）ドメインで発生したルーティング変更に迅速に対応できるようにしま
す。高速ローカル修復（FLR）を使用すると、リソース予約プロトコル（RSVP）によって、
ルーティング変更への対応が 30秒から数秒に短縮されます。

•機能情報の確認（57ページ）
• RSVP FLRに関する前提条件（58ページ）
• RSVP FLRの制限（58ページ）
• RSVP FLRに関する情報（58ページ）
• RSVP FLRの設定方法（60ページ）
• RSVP FLRの設定例（64ページ）
•その他の参考資料（67ページ）
• RSVP FLRに関する機能情報（69ページ）
•用語集（70ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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RSVP FLRに関する前提条件
ネットワーク内でリンクを共有する 2台以上のネイバーデバイスの 1つ以上のインターフェイ
スで RSVPを設定する必要があります。

RSVP FLRの制限
• RSVP FLRは、RSVPが IPv4ユニキャストフロー用のリソース予約のセットアップに使用
された場合にのみ適用されます。IPv4マルチキャストフローはサポートされません。

• RSVP FLRは、トラフィックエンジニアリング（TE）トンネルに適用されないため、TE
セッションには影響しません。

• RSVP FLRはメッセージバンドルをサポートしていません。

RSVP FLRに関する情報

RSVP FLRの機能概要
グローバルドメインまたは VRFルーティングドメインでルーティングの変更が発生した場
合、RSVP FLRは動的に対応します。ルートが変更されると、次の PATHおよび RESVメッ
セージリフレッシュによって、新しいルートに沿ったパス状態と予約状態が設定されます。設

定されたリフレッシュ間隔に応じて、このルート変更が数十秒で発生します。ただし、この期

間中、フローの QoSは保証されません。これは、予約がまだ行われていないリンクをデータ
パケットが通過する間に、輻輳が発生する可能性があるためです。

更新期間のオーバーヘッドなしで、ルーティングの変更により迅速に対応できるようにするた

めに、RSVPでは、ルーティング情報ベース（RIB）への登録が行われ、ルートが変更され、
それによって影響を受ける目的地に対して状態の更新がトリガーされた場合には通知を受け取

ります。これらのトリガーされた更新では、新しいルート情報が使用され、その結果、新しい

パスを使用した予約が設定されます。

ルートが変更されると、RSVPでは、影響を受けるすべてのパスと予約の再ルーティングが必
要になります。FLRを使用しない場合は、パス状態用のリフレッシュタイマーが切れたとき
に再ルーティングが行われます。VoIP、ビデオオンデマンド（VoD）などのリアルタイムア
プリケーションでは、リンクダウンやリンクアップなどのイベントがトリガーされてから 3
秒以内に要件の変更と再ルーティングを行う必要があります。

次の図は、FLRプロセスを示しています。
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図 4 : RSVP FLRの概要

初期 RSVP状態が、ルータ A、B、C、D、および Eに対する IPv4ユニキャストフローで設定
されます。ルータ Aは送信元またはヘッドエンドで、ルータ Eは送信先またはテールエンド
です。データパケットの宛先は、ルータ Eのアドレスです。ルート変更が発生し、データパ
ケットがたどる新しいパスがルータ A、ルータ B、ルータ F、ルータ D、ルータ Eというパス
になったと仮定します。したがって、古いパスと新しいパスの違いは、ルータ Bとルータ D
の間のセグメントということになります。ルータB、ルータC、ルータDというセグメントが
古いセグメントで、ルータ B、ルータ F、ルータ Dというセグメントが新しいセグメントで
す。

リンクやノードの障害が原因で、またはより良いパスが使用可能になった場合に、ルートが変

更されることがあります。

ルータBでRSVPによって、ルート変更がRSVPフローに影響することが検出され、FLR手順
が開始されたとします。FLR修復手順を開始するノード（上の図のルータB）は、ローカル修
復ポイント（PLR）です。新しいセグメントと古いセグメントが交わる場所にあるノード（上
の図のルータD）は、マージポイント（MP）です。古いセグメントに属する、PLRおよびMP
のインターフェイスは古いインターフェイスであり、新しいセグメントに属するインターフェ

イスは新しいインターフェイスです。

障害が原因でルートが変更された場合は、PLRが障害を検出したノードではない場合がありま
す。たとえば、ルータ Cからルータ Dへのリンクで障害が発生し、ルータ Cがその障害を検
出したとしても、ルータ Bでのルート変更が FLR手順のトリガーとなる場合があります。こ
の場合、ルータ Cは、障害を検出したノードとして参照されます。

以前 RSVP FLRはグローバルルーティングドメインでのみサポートされていたため、VRFド
メインで FLRがサポートされることで、どの VRFドメインでルートが変更されても、RSVP
では、ルート変更通知を受け取ることができることになります。

RSVP FLRの利点

ルーティング変更に対する応答時間の短縮

RSVPによって物理リンクがダウンしていることが検出され、データパケットが再ルーティン
グされますが、FLRによってこれにかかる時間が短縮されます。FLRがないと、RSVPでは、
使用可能な帯域幅に対してトラフィックが多すぎることですべてのセッションが影響を受けた
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場合に、30秒間リンク障害が認識されないことがあります。FLRを使用すると、この時間を
数秒間に短縮できるため、大幅に短縮できることになります。

RSVPでは、障害が検出された後、新しいリンクに対してアドミッション制御が再計算されま
す。再ルーティングされたトラフィックが新しいリンクに適合する場合、RSVPでは帯域幅が
予約され、新しいトラフィックの QoSが保証されます。

新しいルートでアドミッション制御が失敗した場合、RSVPでは、フローは明示的には切断さ
れませんが、代わりに受信側に対して RESVERRORメッセージが送信されます。プロキシレ
シーバが動作中の場合、RSVPでは、アドミッションの失敗を示すRESVERRORメッセージへ
の応答で、PATHERRORメッセージがヘッドエンドに送信されます。どちらの場合も、プロキ
シレシーバの有無にかかわらず、アプリケーションによって、ヘッドエンドまたは最終の宛先

で障害が発生したセッションは切断されます。

これが実施されるまで、アドミッションは失敗しており、QoSは影響を受けますが、このセッ
ションに属しているデータパケットは再ルーティングされたセグメントをフローします。

以前 RSVP FLRはグローバルルーティングドメインでのみサポートされていたため、VRFド
メインでFLRがサポートされることで、どのルーティングドメインでルートが変更されても、
RSVPでは FLRを使用してルーティング変更に対応できることになります。

RSVP FLRの設定方法
RSVP FLRパラメータは好きな順序で設定できます。

RSVP FLR待機時間の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1 kbps | sub-pool kbps]]| percent

percent-bandwidth [single-flow-kbps]]
5. ip rsvp signalling fast-local-repair wait-time interval
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

インターフェイス上で RSVPをイネーブルにしま
す。

ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1
kbps | sub-pool kbps]]| percent percent-bandwidth
[single-flow-kbps]]

ステップ 4

•オプションの interface-kbps引数と
single-flow-kbps引数は、それぞれ複数の RSVP例：

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 7500 7500
フローまたは単一のフローによって割り当てる

ことができる帯域幅を指定します。有効な値

は、1～ 10000000です。

•オプションの sub-poolおよび kbpsキーワード
と引数は、サブプールトラフィックとRSVPフ
ローで割り当て可能な帯域幅を指定します。有

効な値は、1～ 10000000です。

RSVPをイネーブルにする各インターフェ
イスに対してこのコマンドを繰り返しま

す。

（注）

FLR手順を開始する前に RSVPで使用される遅延を
設定します。

ip rsvp signalling fast-local-repair wait-time interval

例：

ステップ 5

• interval引数の値は 1～ 2500ミリ秒（ms）で、
デフォルトは 0です。Router(config-if)# ip rsvp signalling

fast-local-repair wait-time 100

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end

RSVP FLR修復レートの設定

手順の概要

1. enable
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2. configure terminal
3. ip rsvp signalling fast-local-repair rate rate
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

FLR手順のために RSVPで使用される修復を設定し
ます。

ip rsvp signalling fast-local-repair rate rate

例：

ステップ 3

• rate引数の値は 1～ 2500メッセージ/秒で、デ
フォルトは 400です。Router(config)# ip rsvp signalling

fast-local-repair rate 100

（任意）特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

Router(config)# exit

RSVP FLR通知数の設定
RSVP FLR通知の数を設定するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp signalling fast-local-repair notifications number
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

一時停止前、FLR手順中に RSVPで処理するフロー
あたりの通知の数を設定します。

ip rsvp signalling fast-local-repair notifications number

例：

ステップ 3

• number引数の値は 10～ 10000で、デフォルト
は 1000です。Router(config)# ip rsvp signalling

fast-local-repair notifications 100

（任意）特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

Router(config)# exit

RSVP FLR設定の確認
次の手順を実行して、RSVP FLRの設定を確認します。任意の順序でこれらのコマンドを使用
できます。

次の showコマンドは、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで使用できます。（注）

手順の概要

1. enable
2. [statistics [detail]] show ip rsvp signalling fast-local-repair
3. show ip rsvp interface [detail] [interface-type interface-number]
4. show ip rsvp
5. show ip rsvp sender [detail] [filter [destination ip-address | hostname] [dst-port port-number]

[source ip-address | hostname] [src-port port-number]]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Router> enable
ユーザ EXECモードで showコマンドを使
用する場合、この手順は省略します。

（注）

RSVPで維持される FLR固有の情報を表示します。[statistics [detail]] show ip rsvp signalling
fast-local-repair

ステップ 2

•オプションの statisticsおよび detailキーワード
は、FLRパラメータに関する追加情報を表示し
ます。

例：

Router# show ip rsvp signalling fast-local-repair
statistics detail

RSVP関連情報を表示します。show ip rsvp interface [detail] [interface-type
interface-number]

ステップ 3

•オプションのdetailキーワードは、FLRパラメー
タを含む追加情報を表示します。例：

Router# show ip rsvp interface gigabitethernet
0/0/0

RSVP関連情報を表示します。show ip rsvp

例：

ステップ 4

Router# show ip rsvp

現在データベース上に存在する RSVP PATH関連の
送信側情報を表示します。

show ip rsvp sender [detail] [filter [destination
ip-address | hostname] [dst-port port-number] [source
ip-address | hostname] [src-port port-number]]

ステップ 5

•オプションのdetailキーワードは、FLRパラメー
タを含む追加出力を表示します。例：

Router# show ip rsvp sender detail

（任意）特権 EXECモードを終了し、ユーザ EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 6

Router# exit

RSVP FLRの設定例

例：RSVP FLRの設定
RSVP FLRの設定オプションは次のとおりです。

•待機時間

•通知数
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•修復レート

これらのオプションは任意の順序で設定できます。（注）

待機時間の設定

次の例では、帯域幅が 200 kbpsで待機時間が 1000msのギガビットイーサネットインターフェ
イス 0/0/0を設定しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/0
Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 200
Router(config-if)# ip rsvp signalling fast-local-repair wait-time 1000
Router(config-if)# end

通知数の設定

次の例では、保留前に修復するフロー数を 100に設定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip rsvp signalling fast-local-repair notifications 100
Router(config)# exit

修復レートの設定

次の例では、100メッセージ/秒の修復レートを設定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip rsvp signalling fast-local-repair rate 100
Router(config)# exit

例：RSVP FLR設定の確認

FLR手順に関する詳細の確認

次の例では、FLR手順に関する詳細情報を表示します。

Router# show ip rsvp signalling fast-local-repair statistics detail
Fast Local Repair: enabled
Max repair rate (paths/sec): 10
Max processed (paths/run): 10

FLR Statistics:
FLR 1: DONE
Start Time: 05:18:54 IST Mon Nov 5 2007
Number of PSBs repaired: 2
Used Repair Rate (msgs/sec): 10
RIB notification processing time: 0(us).
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Time of last PSB refresh: 5025(ms).
Time of last Resv received: 6086(ms).
Time of last Perr received: 0(us).
Suspend count: 0
FLR Pacing Unit: 100 msec.
Affected neighbors:
Nbr Address Interface Relative Delay Values (msec) VRF
10.1.2.12 Et0/3 [5000 ,..., 5000 ] vrf1
10.1.2.12 Et1/3 [5000 ,..., 5000 ] vrf2

特定のインターフェイスに関する設定詳細の確認

次の show ip rsvp interface detailコマンドの例では、FLRなど、ギガビットイーサネットイン
ターフェイス 0/0/0に関する詳細情報を表示しています。

Router# show ip rsvp interface detail gigabitethernet 0/0/0
Et1/0:
RSVP: Enabled
Interface State: Up
Bandwidth:
Curr allocated: 9K bits/sec
Max. allowed (total): 300K bits/sec
Max. allowed (per flow): 300K bits/sec
Max. allowed for LSP tunnels using sub-pools (pool 1): 0 bits/sec
Set aside by policy (total): 0 bits/sec

Traffic Control:
RSVP Data Packet Classification is ON via CEF callbacks

Signalling:
DSCP value used in RSVP msgs: 0x30
Number of refresh intervals to enforce blockade state: 4

FLR Wait Time (IPv4 flows):
Repair is delayed by 1000 msec.

Authentication: disabled
Key chain: <none>
Type: md5
Window size: 1
Challenge: disabled

Hello Extension:
State: Disabled

FLR手順の前後と最中における設定詳細の確認

次に、FLR手順前の showiprsvpsenderdetailコマンドの出力例を示します。

Router# show ip rsvp sender detail
PATH:

Destination 192.168.101.21, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 1
Sender address: 10.10.10.10, port: 1
Path refreshes:
arriving: from PHOP 172.3.31.34 on Et0/0 every 30000 msecs

Traffic params - Rate: 9K bits/sec, Max. burst: 9K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes

Path ID handle: 01000401.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Status:
Output on gigabitEthernet 0/0/0. Policy status: Forwarding. Handle: 02000400
Policy source(s): Default

Path FLR: Never repaired

次に、FLR手順中の PLRでの showiprsvpsenderdetailコマンドの出力例を示します。
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Router# show ip rsvp sender detail
PATH:

Destination 192.168.101.21, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 1
Sender address: 10.10.10.10, port: 1
Path refreshes:
arriving: from PHOP 172.16.31.34 on Et0/0 every 30000 msecs

Traffic params - Rate: 9K bits/sec, Max. burst: 9K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes

Path ID handle: 01000401.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Status:
Path FLR: PSB is currently being repaired...try later
PLR - Old Segments: 1
Output on Ethernet1/0, nhop 172.5.36.34
Time before expiry: 2 refreshes
Policy status: Forwarding. Handle: 02000400

Policy source(s): Default

次に、FLR手順中のMPでの showiprsvpsenderdetailコマンドの出力例を示します。

Router# show ip rsvp sender detail
PATH:

Destination 192.168.101.21, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 1
Sender address: 10.10.10.10, port: 1
Path refreshes:
arriving: from PHOP 172.16.37.35 on Et1/0 every 30000 msecs

Traffic params - Rate: 9K bits/sec, Max. burst: 9K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes

Path ID handle: 09000406.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Status: Proxy-terminated
Path FLR: Never repaired
MP - Old Segments: 1
Input on Serial2/0, phop 172.16.36.35
Time before expiry: 9 refreshes

次に、FLR手順後の PLRでの showiprsvpsenderdetailコマンドの出力例を示します。

Router# show ip rsvp sender detail
PATH:

Destination 192.168.101.21, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 1
Sender address: 10.10.10.10, port: 1
Path refreshes:
arriving: from PHOP 172.16.31.34 on Et0/0 every 30000 msecs

Traffic params - Rate: 9K bits/sec, Max. burst: 9K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes

Path ID handle: 05000401.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Status:
Output on Serial3/0. Policy status: Forwarding. Handle: 3B000406
Policy source(s): Default

Path FLR: Started 12:56:16 EST Thu Nov 16 2006, PSB repaired 532(ms) after.
Resv/Perr: Received 992(ms) after.

その他の参考資料
次のセクションでは、RSVP機能のコントロールプレーンDSCPサポートに関する参考資料を
示します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOSQuality of Service Solutions Command
Reference』

RSVPコマンド：完全なコマンド構文、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト、使用

に関する注意事項、および例

「Quality of Service Overview」モジュールQuality of Serviceの概要

標準

タイト

ル

標

準

--な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリリース、およ

びフィーチャセットのMIBを検索してダウンロードするに
は、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

RFC 2206（『RSVP Management
Information Base using SMIv2』）

RFC

タイトルRFC

『Resource Reservation Protocol』RFC
2205
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

RSVP FLRに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3 : RSVP FLRに関する機能情報

機能情報リリース機能名

RSVP高速ローカル修復機能は、データフローに対する QoS
を保証するためのリフレッシュ期間のオーバーヘッドなしで、

ルーティング変更に対する迅速な対応を可能にします。FLR
を使用している場合は、RSVPによって、ルーティング変更
への対応が 30秒から数秒に短縮されます。

次のコマンドが導入または変更されました。clear ip rsvp
signalling fast-local-repair statistics、ip rsvp signalling
fast-local-repair notifications、ip rsvp signalling fast-local-repair
rate、ip rsvp signalling fast-local-repair wait-time、show ip
rsvp、show ip rsvp interface、show ip rsvp sender、show ip
rsvp signalling fast-local-repair。

Cisco IOS XEリリース 3.8Sでは、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

Cisco IOS XE
Release 2.6

Cisco IOS XE
Release 3.8S

RSVP高速
ローカル修

復
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用語集
admission control：エンドツーエンドで使用可能なネットワークリソースに基づいて、RSVP
予約が受け付けまたは拒否されるプロセス。

bandwidth：ネットワーク信号に利用可能な最高周波数と最低周波数の差。この用語は、特定
のネットワークメディアまたはプロトコルの格付けされたスループット容量を表すためにも使

用されます。

message pacing--：ボリュームとタイミングを管理することで、複数の送信元からのメッセー
ジの間隔を設定可能にするシステム。RSVPメッセージペーシングは、発信ごとに、メッセー
ジペーシング用に使用されていたインターフェイスの出力キューがいっぱいになったために破

棄を余儀なくされたメッセージのカウントを管理します。

MP：マージポイント。新しい FLRセグメントと古い FLRセグメントが出会うノード。

PLR：ローカル修復ポイント。FLR手順を開始するノード。

QoS：サービス品質。転送システムのパフォーマンスの尺度の1つであり、転送品質とサービ
スのアベイラビリティを反映したものです。

RSVP：リソース予約プロトコル。IPネットワーク上でリソースの予約をサポートするための
プロトコル。IPエンドシステム上で動作するアプリケーションは、RSVPを使用して、受信を
期待しているパケットストリームの性質（帯域幅、ジッタ、最大バーストなど）を他のノード

に知らせることができます。

VRF：Virtual Routing and Forwarding。VRFは、VPNルーティングおよび転送インスタンスで
す。VRFは、IPルーティングテーブル、取得されたルーティングテーブル、そのルーティン
グテーブルを使用する一連のインターフェイス、ルーティングテーブルに登録されるものを

決定する一連のルールおよびルーティングプロトコルで構成されています。一般に、VRFに
は、PEルータに付加されるカスタマーVPNサイトが定義されたルーティング情報が格納され
ています。
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第 5 章

RSVPインターフェイスベースレシーバプ
ロキシ

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシ機能を使用すれば、同じインターフェイス経
由で転送されるフローごとに宛先アドレスを設定する代わりに、アウトバウンドインターフェ

イス上でプロキシルータを設定できます。

•機能情報の確認（71ページ）
• RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの前提条件（72ページ）
• RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシに関する制約事項（72ページ）
• RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシに関する情報（72ページ）
• RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの設定方法（73ページ）
• RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの設定例（77ページ）
•その他の参考資料（80ページ）
• RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの機能情報（81ページ）
•用語集（82ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの前提
条件

ネットワーク内の 1つのリンクを共有する少なくとも 2つのネイバールータ上の 1つ以上のイ
ンターフェイス上で IPアドレスを設定し、リソース予約プロトコル（RSVP）をイネーブルに
する必要があります。

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシに関す
る制約事項

•アクセスコントロールリスト（ACL）、アプリケーション ID、またはその他のメカニズ
ムを使用したフィルタリングがサポートされません。

•プロバイダーエッジ（PE）ルータは、所定のフローの存続期間中にそのフローのプロキ
シノードから中継ノードになることはできません。

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシに関す
る情報

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの機能概要
RSVPインターフェイスベースのレシーバプロキシ機能を使用すると、RSVPをサポートして
いないレシーバの代わりに RSVPを使用して、エンドポイントに向かうパス上の RSVP対応
ルータで上流方向の PATHメッセージを終了し、RESVメッセージを生成することで、予約を
通知すること、および帯域幅を保証することができます。この例は、ビデオサーバからセット

トップボックスへのビデオオンデマンドフローです。セットトップボックスは、レシーバと

して機能し、ビデオサーバからの着信ビデオ信号をデコードするコンピュータです。

セットトップボックスは RSVPをネイティブにサポートしていない場合があるため、ビデオ
サーバとセットトップボックスの間ではエンドツーエンドのRSVP予約を設定できません。代
わりに、そのセットトップボックスに最も近いルータで RSVPインターフェイスベースのレ
シーバプロキシを有効にすることができます。

このルータ上で、複数のセットトップボックスのエンドツーエンドセッションが終端され、

PATHメッセージのアウトバウンド（または出力）インターフェイス上でアドミッションコン
トロールが実行されます。ここでは、レシーバプロキシが、ルータ/セットトップ間のリンク
上のコールアドミッション制御（CAC）用プロキシとして設定されます。RSVPインターフェ
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イスベースのレシーバプロキシは、トラフィックフローで使用されるアウトバウンドイン

ターフェイスを調べることで、どの PATHメッセージを終了するか決定します。

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシは、特定の処理（RESVによる応答や拒否）
を使用して、指定されたインターフェイスから出力される PATHメッセージを終端するように
設定できます。最も一般的な用途は、ドメイン間インターフェイス上の管理ドメインのエッジ

上でレシーバプロキシを設定する方法です。この場合は、管理ドメインから出力された PATH
メッセージをルータ上で終端しながら、PATHメッセージを同じ管理ドメイン内のルータ経由
で中継してダウンストリームを維持できます。

ルータ上では、さらに下流のリンク（たとえば、DSLAMからセットトップボックスまで）が
絶対に輻輳しない、または、輻輳した場合でもルータからの音声とビデオのトラフィックが最

優先され、帯域幅にアクセスできるという前提の下で、複数のセットトップボックスのエンド

ツーエンドセッションが終端されます。

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシのメリット
RSVPインターフェイスベースのレシーバプロキシ機能が導入される前は、個々のすべての
RSVPストリームまたはセットトップボックスに対してレシーバプロキシを設定する必要があ
りました。RSVPインターフェイスベースのレシーバプロキシ機能を使用すると、アウトバウ
ンドインターフェイスでプロキシを設定できます。たとえば、プロキシルータより下流に100
台のセットトップボックスがあった場合は、100個のプロキシを設定する必要がありました。
この拡張機能により、アウトバウンドインターフェイスのみ設定すれば済みます。加えて、レ

シーバプロキシは、コアネットワーク内のラストホップ上でのみ予約が終端されることが保

証されます。一部の PATHメッセージの中継ノードとして機能するが、ネットワーク内の位置
によっては他のメッセージもプロキシしなければならないノードでは、フロー単位で正しい機

能を実行できます。

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの設定
方法

インターフェイス上での RSVPのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip rsvp bandwidth [interface-kbps ][single-flow-kbps ]
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface Ethernet0/0

インターフェイスで RSVP帯域幅を有効にします。ip rsvp bandwidth [interface-kbps ][single-flow-kbps ]

例：

ステップ 4

•オプションの interface-kbps引数と
single-flow-kbps引数は、それぞれ複数の RSVP

Device(config-if)# ip rsvp bandwidth 7500
フローまたは単一のフローによって割り当てる

ことができる帯域幅を指定します。有効な値

は、1～ 10000000です。

イネーブルにする各インターフェイスに対

してこのコマンドを繰り返します。

（注）

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

アウトバウンドインターフェイス上でのレシーバプロキシの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp listener outbound {reply | reject}
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

特定のインターフェイス経由で送信される PATH
メッセージをリッスンするように RSVPルータを設
定します。

ip rsvp listener outbound {reply | reject}

例：

Router(config-if)# ip rsvp listener outbound
reject

ステップ 4

• replyキーワードまたは rejectキーワードを入力
して、PATHメッセージに対する応答を指定し
ます。

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシ設定の確認
設定を確認するには次の手順を実行します。任意の順序でこれらのコマンドを使用できます。

次の showコマンドは、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで使用できます。（注）

手順の概要

1. enable
2. show ip rsvp listeners [ip-address| any] [udp | tcp | any | protocol][dst-port | any]
3. show ip rsvp sender [detail] [filter [destination address] [dst-port port-number] [source address]

[src-port port-number]]
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4. show ip rsvp reservation [detail] [filter [destination address] [dst-port port-number] [source
address] [src-port port-number]]

5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable ユーザ EXECモードで showコマンドを使
用する場合、この手順は省略します。

（注）

指定したポートまたはプロトコルの RSVPリスナー
を表示します。

show ip rsvp listeners [ip-address| any] [udp | tcp | any
| protocol][dst-port | any]

例：

ステップ 2

Router# show ip rsvp listeners

現在データベース上に存在する RSVP PATH関連の
送信側情報を表示します。

show ip rsvp sender [detail] [filter [destination address]
[dst-port port-number] [source address] [src-port
port-number]]

ステップ 3

例：

Router# show ip rsvp sender detail

現在データベースに格納されている RSVP関連の受
信側情報を表示します。

show ip rsvp reservation [detail] [filter [destination
address] [dst-port port-number] [source address]
[src-port port-number]]

ステップ 4

例：

Router# show ip rsvp reservation detail

（任意）特権 EXECモードを終了し、ユーザ EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

Router# exit
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RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの設定
例

例：RSVPインターフェイスベースのレシーバプロキシの設定
下の図の4台のルータで構成されるネットワークの設定を、以降のセクションで例として示し
ます。

図 5 :インターフェイスベースレシーバプロキシが設定されたサンプルネットワーク

テールエンドルータの代わりのミドルルータでのレシーバプロキシの設定

次の例では、2つのテールエンドルータ（ルータ 3と 4）の代わりにミドルルータ（ルータ
2）で、レシーバプロキシ（別名、リスナー）を設定しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface gigabitEthernet 2/0/0
Router(config-if)# ip rsvp listener outbound reply
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface gigabitethernet 3/0/0
Router(config-if)# ip rsvp listener outbound reject
Router(config-if)# end

レシーバプロキシをテストするためのヘッドエンドルータからテールエンドルータへのPATH
メッセージの設定

RSVP PATHメッセージを生成する別のヘッドエンドルータが使用できない場合は、レシーバ
プロキシなどのRSVP機能をテストする専用のルータをネットワーク内に設定します。これら
のコマンドは、最終デプロイメントでは想定されない（またはサポートされない）ので注意し

てください。

（注）
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次の例では、ヘッドエンドルータ（ルータ 1）からテールエンドルータ（ルータ 3と 4）への
4つの PATHメッセージを設定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip rsvp sender-host 10.0.0.5 10.0.0.1 TCP 2 2 100 10
Router(config)# ip rsvp sender-host 10.0.0.5 10.0.0.1 UDP 1 1 100 10
Router(config)# ip rsvp sender-host 10.0.0.7 10.0.0.1 TCP 4 4 100 10
Router(config)# ip rsvp sender-host 10.0.0.7 10.0.0.1 UDP 3 3 100 10
Router(config)# end

例：RSVPインターフェイスベースのレシーバプロキシの確認
ここでは、次の確認例を示します。

データベース内の PATHメッセージの確認

次の例では、設定した PATHメッセージがデータベース内に存在することを確認します。

Router# show ip rsvp sender
To From Pro DPort Sport Prev Hop I/F BPS
10.0.0.5 10.0.0.1 TCP 2 2 none none 100K
10.0.0.5 10.0.0.1 UDP 1 1 none none 100K
10.0.0.7 10.0.0.1 TCP 4 4 none none 100K
10.0.0.7 10.0.0.1 UDP 3 3 none none 100K

次の例では、応答するよう設定されたレシーバプロキシによって PATHメッセージが終了さ
れたか確認しています。

拒否するように設定されたレシーバプロキシでは、どの状態もRSVPデータベースに保存され
ません。したがって、この showコマンドでは、これらの PATHメッセージは表示されませ
ん。1つの PATHメッセージだけが表示されます。

（注）

Router# show ip rsvp sender detail
PATH:
Destination 10.0.0.5, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 1
Sender address: 10.0.0.1, port: 1
Path refreshes:
arriving: from PHOP 10.1.2.1 on Et0/0 every 30000 msecs

Traffic params - Rate: 100K bits/sec, Max. burst: 10K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes

Path ID handle: 01000402.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Status: Proxy-terminated
Output on Ethernet2/0. Policy status: NOT Forwarding. Handle: 02000401
Policy source(s):

Path FLR: Never repaired

実行コンフィギュレーションの確認

次の例では、ギガビットイーサネットインターフェイス 2/0/0の設定を確認しています。
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Router# show running-config interface gigbitEthernet 2/0/0
Building configuration...
Current configuration : 132 bytes
!
interface gigabitEthernet2/0/0
ip address 172.16.0.1 255.0.0.0
no cdp enable
ip rsvp bandwidth 2000
ip rsvp listener outbound reply
end

次の例では、ギガビットイーサネットインターフェイス 3/0/0の設定を確認しています。

Router# show running-config interface gigbitEthernet 3/0/0
Building configuration...
Current configuration : 133 bytes
!
interface gigabitEthernet3/0/0
ip address 172.16.0.2 255.0.0.0
no cdp enable
ip rsvp bandwidth 2000
ip rsvp listener outbound reject
end

リスナーの確認

次の例では、2つのテールエンドルータ（ルータ 3と 4）の代わりのミドルルータ（ルータ
2）で設定したリスナー（プロキシ）を確認しています。

Router# show ip rsvp listener
To Protocol DPort Description Action OutIf
10.0.0.0 0 0 RSVP Proxy reply Et2/0
10.0.0.0 0 0 RSVP Proxy reject Et3/0

予約の確認

次の例では、ヘッドエンドルータ（ルータ 1）から見て、テールエンドルータ（ルータ 3と
4）の代わりにミドルエンドルータ（ルータ 2）によって設定された予約を表示します。

Router# show ip rsvp reservation
To From Pro DPort Sport Next Hop I/F Fi Serv BPS
10.0.0.7 10.0.0.1 TCP 4 4 10.0.0.2 Gi1/0 FF RATE 100K
10.0.0.7 10.0.0.1 UDP 3 3 10.0.0.2 Gi1/0 FF RATE 100K

次の例では、予約がローカルに生成（プロキシ）されていることを確認します。1つの予約の
み表示されます。

Router# show ip rsvp reservation detail
RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.7, Source is 10.0.0.1,
Protocol is UDP, Destination port is 1, Source port is 1
Next Hop: 10.2.3.3 on GigabitEthernet2/0/0
Reservation Style is Fixed-Filter, QoS Service is Guaranteed-Rate
Resv ID handle: 01000405.
Created: 09:24:24 EST Fri Jun 2 2006
Average Bitrate is 100K bits/sec, Maximum Burst is 10K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 0 bytes
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Status: Proxied
Policy: Forwarding. Policy source(s): Default

アウトバウンドインターフェイス上での CACの確認

次の例では、プロキシ処理された予約によって、ローカルアウトバウンドインターフェイス

で CACが実行されたか確認しています。

Router# show ip rsvp installed
RSVP: GigabitEthernet2/0/0 has no installed reservations
RSVP: GigabitEthernet3/0/0
BPS To From Protoc DPort Sport
100K 10.0.0.7 10.0.0.1 UDP 1 1

その他の参考資料
次のセクションでは、RSVPインターフェイスベースのレシーバプロキシ機能に関連する参考
資料を示します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSQuality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト設定、

使用上のガイドライン、および例

「Configuring RSVP」モジュールRSVPに関連した QoS設定タスク

『RSVP Proxy Approaches , Internet draft, October
2006』[draft-lefaucheur-tsvwg-rsvp-proxy-00.txt]

インターネットドラフト

標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェア
リリース、およびフィーチャセットのMIBを検索
してダウンロードする場合は、次の URLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサ
ポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

『Resource ReSerVation Protocol (RSVP)』RFC
2205

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4 : RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシの機能情報

機能情報リリース機能名

RSVPインターフェイスベースレシーバプロキシ機能
を使用すれば、同じインターフェイス経由で転送され

るフローごとに宛先アドレスを設定する代わりに、ア

ウトバウンドインターフェイス上でプロキシルータを

設定できます。

次のコマンドが導入または変更されました。ip rsvp
bandwidth、 ip rsvp listener outbound、show ip rsvp
listeners、 show ip rsvp reservation、 show ip rsvp
sender。

Cisco IOS XEリリース 3.8Sでは、Cisco ASR 903ルー
タのサポートが追加されました。

Cisco IOS XE
Release 2.6

Cisco IOS XE
Release 3.8S

RSVPインター
フェイスベースレ

シーバプロキシ

用語集
flow：ネットワーク上の 2つのエンドポイント間（2台の LANステーション間など）を流れ
るデータのストリーム。単一の回線上で複数のフローを転送できます。

PE router：プロバイダーエッジルータ。サービスプロバイダーネットワーク内にあり、カ
スタマーエッジ（CE）ルータに接続されたルータ。

proxy：ローカルで開始され、終了されるすべての状態を管理する RSVPのコンポーネント。

receiver proxy：ルータでローカル宛先またはリモート宛先用のRSVPRESVメッセージをプロ
キシできるようにする設定可能な機能。

RSVP：リソース予約プロトコル。ネットワークリソースを予約するためのプロトコル。これ
により、アプリケーションフローに対して Quality of Serviceが保証されます。

セットトップボックス：レシーバとして機能し、パラボラアンテナ、ケーブルネットワーク、

または電話回線からの着信信号を復号化するコンピュータ。
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第 6 章

RSVPスケーラビリティ拡張

このマニュアルでは、Ciscoリソース予約プロトコル（RSVP）スケーラビリティ拡張について
説明します。機能の概要について説明し、設定手順と例を示し、さらに関連する Cisco IOSコ
マンドラインインターフェイス（CLI）コマンドの一覧を示します。

•機能情報の確認（83ページ）
• RSVPスケーラビリティ拡張の前提条件（84ページ）
• RSVPスケーラビリティ拡張の制約事項（84ページ）
• RSVPスケーラビリティ拡張に関する情報（84ページ）
• RSVPスケーラビリティ拡張の設定方法（86ページ）
• RSVPスケーラビリティ機能のモニタリングと保守（92ページ）
• RSVPスケーラビリティ拡張の設定例（93ページ）
•その他の参考資料（95ページ）
• RSVPスケーラビリティ拡張の機能情報（97ページ）
•用語集（97ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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RSVPスケーラビリティ拡張の前提条件
RSVPスケーラビリティ拡張をイネーブルにするには、次の Cisco IOS XE機能をネットワーク
でサポートする必要があります。

•リソース予約プロトコル（RSVP）

•クラスベース重み付け均等化キューイング（CBWFQ）

RSVPスケーラビリティ拡張の制約事項
•送信元は、予約が設定されていなければ、マークされたパケットを送信しないようにする
必要があります。

•送信元は、予約帯域幅を超えている、マークされたパケットを送信しないようにする必要
があります。

•送信元は、マークされたパケットを予約パス以外の宛先に送信しないようにする必要があ
ります。

RSVPスケーラビリティ拡張に関する情報
RSVPは、フロー単位でデータパケットのアドミッションコントロール、分類、ポリシング、
およびスケジューリングを実行し、フローごとに情報のデータベースを維持します。RSVPス
ケーラビリティ拡張を使用すれば、リソースプロバイダー（以前は Quality of Service（QoS）
プロバイダーと呼ばれていた）を選択して、データパケット分類をディセーブルにすることに

よって、RSVPでアドミッションコントロールだけを実行するようにできます。これによっ
て、サービスプロバイダー（ディファレンシエーテッドサービス（DiffServ））ネットワーク
との統合が促進され、企業ネットワーク全体のスケーラビリティが向上します。

CBWFQは、分類、ポリシング、およびスケジューリング機能を提供します。CBWFQは、パ
ケットのインターネットプロトコル（IP）ヘッダー内の DiffServコードポイント（DSCP）に
基づいてパケットを分類します。そのため、フロー単位の状態やフロー単位の処理が不要で

す。

次の図は、サービスプロバイダー（SP）ネットワーク経由で相互接続された 2つの企業ネッ
トワークを表しています。SPネットワークには、DiffServネットワークとして設定された IP
バックボーンがあります。企業ネットワークごとに、ワイドエリアネットワーク（WAN）リ
ンク経由で SPエッジ/集約ルータに接続された音声ゲートウェイがあります。企業ネットワー
クは、構内交換機（PBX）に接続されています。
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図 6 : RSVP/DiffServ統合トポロジ

音声ゲートウェイは、従来の RSVPを実行しています。これは、RSVPがフローごとに安定状
態を維持しており、フロー単位でパケットを分類、マーキング、およびスケジューリングして

いることを意味します。エッジ/集約ルータは、音声ゲートウェイに接続されたインターフェ
イス（Cと Dのラベルが付けられている）上で従来の RSVPを実行しており、コアルータ 1
と 3に接続されたインターフェイス上でのみアドミッションコントロール用にRSVPを実行し
ています。DiffServネットワーク内のコアルータは、RSVPを実行していませんが、ネクスト
ホップにRSVPメッセージを転送しています。DiffServネットワーク内のコアルータは、DSCP
値が同じフローの集合ごとに Per Hop Behavior（PHB）を実装しています。

音声ゲートウェイは、音声データパケットを識別し、その IPヘッダーに適切な DSCPを設定
します。これにより、これらのパケットは、エッジ/集約ルータおよびコアルータ 1、2、3ま
たは 1、4、3で優先クラスに分類されます。

コアルータ 1と 3に接続されたインターフェイスまたはエッジ/集約ルータ（Aと Bのラベル
が付けられた）は RSVPを実行していますが、エッジ/集約ルータの DiffServインターフェイ
ス上で設定されたRSVP帯域幅プールに対してはフロー単位のみのアドミッションコントロー
ルを実行しています。CBWFQは、分類、ポリシング、スケジューリング機能を実行していま
す。

RSVPスケーラビリティ拡張の利点

スケーラビリティの向上

RSVPスケーラビリティ拡張は、フロー単位ではなく、クラス単位で同様のフローを処理しま
す。RSVPスケーラビリティ拡張では、クラス単位の QoS保証を維持しなければならないリ
ソースが少ないため、処理が高速化され、その結果、それによりスケーラビリティが向上しま

す。
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ルータ性能の向上

RSVPスケーラビリティ拡張では、データパケットの分類とスケジューリングに関するコスト
を削減することによって、CPUのリソース消費が削減され、ルータ性能が向上します。こうし
て節約されたリソースは、他のネットワーク管理機能に使用できます。

RSVPスケーラビリティ拡張の設定方法

リソースプロバイダーの設定

リソースプロバイダーは、以前は QoSプロバイダーと呼ばれていました。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1 kbps | sub-pool kbps]]| percent

percent-bandwidth [single-flow-kbps]]
5. ip rsvp resource-provider none
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

インターフェイス上で RSVPをイネーブルにしま
す。

ip rsvp bandwidth [interface-kbps [single-flow-kbps[bc1
kbps | sub-pool kbps]]| percent percent-bandwidth
[single-flow-kbps]]

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

例： •オプションの interface-kbps引数と
single-flow-kbps引数は、それぞれ複数の RSVP

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 7500 7500 フローまたは単一のフローによって割り当てる

ことができる帯域幅を指定します。範囲は 1～
10000000です。

•オプションの sub-poolおよび kbpsキーワード
と引数は、サブプールトラフィックとRSVPフ
ローで割り当て可能な帯域幅を指定します。範

囲は 1～ 10000000です。

RSVPをイネーブルにする各インターフェ
イスに対してこのコマンドを繰り返しま

す。

（注）

インターフェイス上で設定する帯域幅は、

CBWFQプライオリティキューに対して設
定された帯域幅と一致する必要がありま

す。

（注）

リソースプロバイダーをなしに設定します。ip rsvp resource-provider none

例：

ステップ 5

リソースプロバイダーをなしに設定する

と、RSVPはWFQキューや帯域幅などの
リソースを予約に関連付けないように指示

されます。

（注）

Router(config-if)# ip rsvp resource-provider none

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end

データパケット分類のディセーブル化

次の手順を実行して、データパケットの分類をディセーブルにします。データパケット分類

をディセーブルにすると、RSVPはすべてのパケットを処理するのではなく、アドミッション
コントロールのみを実行するように指示されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp data-packet classification none
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5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet0/0/0

データパケット分類をディセーブルにします。ip rsvp data-packet classification none

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip rsvp data-packet
classification none

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

クラスマップおよびポリシーマップの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. class-map class-map-name
4. exit
5. policy-map policy-map-name
6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

クラスマップ一致基準を作成または変更するクラス

の名前を指定し、クラスマップコンフィギュレー

ションモードに入ります。

class-map class-map-name

例：

Router(config)# class-map class1

ステップ 3

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 4

Router(config-cmap)# exit

クラスマップ内で一致基準が定義されているクラス

のポリシーを設定するには、作成する、追加する、

policy-map policy-map-name

例：

ステップ 5

または変更するポリシーマップの名前を指定しま

す。Router(config)# policy-map policy1

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-control-policymap)# end

インターフェイスへのポリシーマップの対応付け

次の手順を実行して、ポリシーマップをインターフェイスに適用します。RSVPスケーラビリ
ティ拡張を設定した時点で、従来のRSVPを使用している予約が存在していた場合は、それら
のフローに対して追加のマーキング、分類、またはスケジューリングが実施されません。RSVP
スケーラビリティ拡張を設定後に、このような予約を削除することもできます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. service-policy {input | output} policy-map-name
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5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0

単一のポリシーマップを 1つ以上のインターフェイ
スに対応付け、これらのインターフェイスに対して

サービスポリシーを指定します。

service-policy {input | output} policy-map-name

例：

Router(config-if)# service-policy input policy1

ステップ 4

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

RSVPスケーラビリティ拡張設定の確認

手順の概要

1. show ip rsvp interface detailコマンドを入力して、インターフェイス、サブインターフェイ
ス、リソースプロバイダー、およびデータパケット分類に関する情報を表示します。次

の例の出力は、ATMインターフェイス 6/0にどのリソースプロバイダーも設定されてお
らず、データパケット分類がオフになっていることを示しています。

2. show ip rsvp installed detailコマンドを入力して、インターフェイス、サブインターフェイ
ス、それらの許可された予約、帯域幅、リソースプロバイダー、およびデータパケット

分類に関する情報を表示します。

3. しばらく待ってから、もう一度、show ip rsvp installed detailコマンドを入力します。次の
出力で、分類されたパケット数が増えていないことに注目してください。
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手順の詳細

ステップ 1 show ip rsvp interface detailコマンドを入力して、インターフェイス、サブインターフェイス、リソースプ
ロバイダー、およびデータパケット分類に関する情報を表示します。次の例の出力は、ATMインターフェ
イス 6/0にどのリソースプロバイダーも設定されておらず、データパケット分類がオフになっていること
を示しています。

例：

Router# show ip rsvp interface detail
AT6/0:
Bandwidth:
Curr allocated: 190K bits/sec
Max. allowed (total): 112320K bits/sec
Max. allowed (per flow): 112320K bits/sec

Neighbors:
Using IP encap: 1. Using UDP encaps: 0

DSCP value used in Path/Resv msgs: 0x30
RSVP Data Packet Classification is OFF
RSVP resource provider is: none

この出力内の最後の 2行で、RSVPスケーラビリティ拡張（データパケット分類がディセーブル
になっており、リソースプロバイダーが設定されていない）の存在を確認しています。

（注）

ステップ 2 show ip rsvp installed detailコマンドを入力して、インターフェイス、サブインターフェイス、それらの許
可された予約、帯域幅、リソースプロバイダー、およびデータパケット分類に関する情報を表示します。

例：

Router# show ip rsvp installed detail
RSVP: GigabitEthernet0/0/0 has no installed reservations
RSVP: ATM6/0 has the following installed reservations
RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 14, Source port is 14
Reserved bandwidth: 50K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 50K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 0 packets (0 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 54 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 0M reserved, 0M best-effort

RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 10, Source port is 10
Reserved bandwidth: 20K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 20K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 0 packets (0 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 80 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 0M reserved, 0M best-effort

ステップ 3 しばらく待ってから、もう一度、show ip rsvp installed detailコマンドを入力します。次の出力で、分類さ
れたパケット数が増えていないことに注目してください。

例：
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Router# show ip rsvp installed detail
RSVP: Ethernet3/3 has no installed reservations
RSVP: ATM6/0 has the following installed reservations
RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 14, Source port is 14
Reserved bandwidth: 50K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 50K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 0 packets (0 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 60 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 0 reserved, OM best-effort

RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 10, Source port is 10
Reserved bandwidth: 20K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 20K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 0 packets (0 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 86 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): OM reserved, 0M best-effort

RSVPスケーラビリティ機能のモニタリングと保守
RSVPスケーラビリティ拡張をモニタし、保守するには、EXECモードで次のコマンドを使用
します。次のコマンドは任意の順序で入力できます。

目的コマンド

インターフェイスとその許可された予約に関する情

報を表示します。
Router# show ip rsvp installed

インターフェイスとその許可された予約に関する追

加情報を表示します。
Router# show ip rsvp installed
detail

RSVP関連のインターフェイス情報を表示します。
Router# show ip rsvp interface

RSVP関連のインターフェイス追加情報を表示しま
す。

Router# show ip rsvp interface
detail

RSVP予約に関するすべてのまたは選択された設定
済みキューイング戦略と使用可能な帯域幅を表示し

ます。

Router# show queueing [custom |

fair | priority | random-detect
[interface serial-number]]
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RSVPスケーラビリティ拡張の設定例

例：データ分類をオフにし、リソースプロバイダーを Noneとして設
定

以下は、リソースプロバイダーを noneとして設定し、データパケット分類をオフにする前の
showiprsvpinterfacedetailコマンドの出力です。

Router# show ip rsvp interface detail
AT6/0:
Bandwidth:
Curr allocated: 190K bits/sec
Max. allowed (total): 112320K bits/sec
Max. allowed (per flow): 112320K bits/sec

Neighbors:
Using IP encap: 1. Using UDP encaps: 0

DSCP value used in Path/Resv msgs: 0x30

以下は、リソースプロバイダーを noneとして設定し、データパケット分類をオフにする前の
showqueueingコマンドの出力です。

Router# show queueing int atm6/0
Interface ATM6/0 VC 200/100
Queueing strategy: weighted fair
Output queue: 63/512/64/3950945 (size/max total/threshold/drops)

Conversations 2/5/64 (active/max active/max total)
Reserved Conversations 0/0 (allocated/max allocated)
Available Bandwidth 450 kilobits/sec

新しい予約によって、使用可能な帯域幅（上記の 450 kbps）は削減されません。代わりに、
RSVPでは、iprsvpbandwidthコマンドで設定された帯域幅制限を使用してアドミッション制
御のみ実行されます。このコマンドで設定する帯域幅は、予約されたトラフィックを処理する

ためにセットアップした CBWFQクラス内で設定された帯域幅と一致する必要があります。

（注）

次の例は、リソースプロバイダーを noneとして設定する方法を示しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm6/0
Router(config-if)# ip rsvp resource-provider none

Router(config-if)# end
Router#

次の例は、データパケット分類をオフにする方法を示しています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface atm6/0
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Router(config-if)# ip rsvp data-packet classification none

Router(config-if)# end

以下は、リソースプロバイダーを noneとして設定し、データパケット分類をオフにした後の
showiprsvpinterfacedetailコマンドの出力です。

Router# show ip rsvp interface detail
AT6/0:
Bandwidth:
Curr allocated: 190K bits/sec
Max. allowed (total): 112320K bits/sec
Max. allowed (per flow): 112320K bits/sec

Neighbors:
Using IP encap: 1. Using UDP encaps: 0

DSCP value used in Path/Resv msgs: 0x30
RSVP Data Packet Classification is OFF
RSVP resource provider is: none

次の showiprsvpinstalleddetailコマンドの出力で、リソースプロバイダーが noneとして設定さ
れていること、およびデータパケット分類がオフになっていることを確認できます。

Router# show ip rsvp installed detail
RSVP: ATM6/0 has the following installed reservations
RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 14, Source port is 14
Reserved bandwidth: 50K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 50K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 3192 packets (1557696 bytes)
Data given best-effort service: 42 packets (20496 bytes)
Reserved traffic classified for 271 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 45880 reserved, 603 best-effort

RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 10, Source port is 10
Reserved bandwidth: 20K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 20K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 1348 packets (657824 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 296 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 17755 reserved, 0M best-effort

次の出力は、送信元が予約と一致するデータパケットを送信後のパケットカウントが増加し

ていないことを示しています。

Router# show ip rsvp installed detail
RSVP: GigabitEthernet3/3 has no installed reservations
RSVP: ATM6/0 has the following installed reservations
RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 14, Source port is 14
Reserved bandwidth: 50K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 50K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 3192 packets (1557696 bytes)
Data given best-effort service: 42 packets (20496 bytes)
Reserved traffic classified for 282 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 44051 reserved, 579 best-effort
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RSVP Reservation. Destination is 145.20.20.212, Source is 145.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 10, Source port is 10
Reserved bandwidth: 20K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 20K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 1348 packets (657824 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 307 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 17121 reserved, 0M best-effort

次の出力は、データパケット分類が設定されていることを確認しています。

Router# show ip rsvp installed detail
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
RSVP: ATM6/0 has the following installed reservations
RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 14, Source port is 14
Reserved bandwidth: 50K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 50K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 3683 packets (1797304 bytes)
Data given best-effort service: 47 packets (22936 bytes)
Reserved traffic classified for 340 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 42201 reserved, 538 best-effort

RSVP Reservation. Destination is 10.20.20.212, Source is 10.10.10.211,
Protocol is UDP, Destination port is 10, Source port is 10
Reserved bandwidth: 20K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 20K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1514 bytes
Resource provider for this flow: None
Conversation supports 1 reservations
Data given reserved service: 1556 packets (759328 bytes)
Data given best-effort service: 0 packets (0 bytes)
Reserved traffic classified for 364 seconds
Long-term average bitrate (bits/sec): 16643 reserved, 0M best-effort

debugiprsvptraffic-controlと debugiprsvpwfqは同時に使用できます。showdebugコマンドを使
用すると、どのデバッグコマンドがイネーブルになっているか確認できます。

（注）

その他の参考資料
次のセクションでは、RSVPスケーラビリティ拡張機能に関連する参考資料を示します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Command Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Configuring RSVP」モジュールRSVPに関連した QoS設定タスク

標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイトルRFC

『Resource Reservation Protocol』RFC
2205

『RSVPManagement Information Base using SMIv2』RFC
2206

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。
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RSVPスケーラビリティ拡張の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5 : RSVPスケーラビリティ拡張の機能情報

機能情報リリース機能名

RSVPスケーラビリティ拡張を使用すると、リソースプロバ
イダー（以前の名前は QoSプロバイダー）を選択し、デー
タパケット分類をディセーブルにすることで、RSVPでアド
ミッション制御のみ実行できます。これにより、サービス

プロバイダー（DiffServ）ネットワークとの統合が可能にな
り、企業ネットワーク全体のスケーラビリティが向上しま

す。

次のコマンドが導入または変更されました。debug ip rsvp
traffic-control、debug ip rsvp wfq、ip rsvp data-packet
classification none、ip rsvp resource-provider、show ip rsvp
installed、show ip rsvp interface、show queueing。

Cisco IOS XEリリース 3.8Sでは、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

Cisco IOS XE
Release 2.6

Cisco IOS XE
Release 3.8S

RSVPスケー
ラビリティ拡

張

用語集
admission control：エンドツーエンドで使用可能なネットワークリソースに基づいて、RSVP
予約が承認または拒否されるプロセス。

aggregate：DSCPが同じパケットの集合。

bandwidth：ネットワーク信号に利用可能な最高周波数と最低周波数の差。この用語は、特定
のネットワークメディアまたはプロトコルの格付けされたスループット容量を意味する場合も

あります。

CBWFQ：クラスベースの重み付け均等化キューイング。標準のWFQ機能を拡張して、ユー
ザ定義のトラフィッククラスに対するサポートを提供するキューイングメカニズム。

DiffServ：差別化サービス。ネットワークに入ったトラフィックが、ネットワークの境界で分
類され、場合によって、条件付けされる単純なモデルに基づくアーキテクチャ。その後で、IP
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ヘッダー内の DSコードポイントまたはビットマーキングを使用してトラフィックのクラス
が識別されます。ネットワークのコア内部では、パケットが、DSコードポイントに関連付け
られた PHBに従って転送されます。

DSCP：DiffServコードポイント。1バイトの IPタイプオブサービス（ToS）フィールドの最
上位 6ビット。特定の DSCP値で表される PHBは設定可能です。DSCP値の範囲は 0～ 63で
す。

enterprise network：企業などの組織内で大部分の主要ポイントを接続する、大規模で多様な
ネットワーク。

flow：ネットワーク上の 2つのエンドポイント間（2台の LANステーション間など）を流れ
るデータのストリーム。単一の回線上で複数のフローを転送できます。

packet：情報を論理的にグループ化したもの。制御情報が格納されたヘッダーと、（通常は）
ユーザデータが含まれます。パケットは、ほとんどの場合ネットワーク層のデータの単位を表

します。

PBX：構内交換機。加入者の建物内に設置され、プライベート電話網と公衆電話網の接続に使
用されるデジタルまたはアナログ電話機切り替えボード。

PHB：ホップ単位の動作。マークされたパケットを各 DiffServルータで具体的にどのように
処理すべきかを指定する DiffServ概念。

QoS：サービス品質。転送システムのパフォーマンスの尺度の1つであり、転送品質とサービ
スのアベイラビリティを反映したものです。

RSVP：リソース予約プロトコル。ネットワークリソースを予約するためのプロトコル。これ
により、アプリケーションフローに対して Quality of Serviceが保証されます。

Voice over IP：「VoIP」を参照してください。

VoIP：Voice over IP。電話機と同様の機能、信頼性、および音声品質を維持しながら、IPベー
スのインターネット上で通常のテレフォニースタイルの音声を伝送する機能。

WFQ：重み付け均等化キューイング。リンク帯域幅の一部をいくつかのキューに適用された
相対的帯域幅に基づいてそれぞれのキューに提供するキュー管理アルゴリズム。
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第 7 章

RSVP用コントロールプレーンDSCPサポー
ト

このドキュメントでは、RSVP機能用 Ciscoコントロールプレーン DSCPサポートについて説
明します。

•機能情報の確認（99ページ）
• RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの前提条件（100ページ）
• RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの制約事項（100ページ）
• RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートに関する情報（100ページ）
• RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの設定方法（102ページ）
• RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの設定例（104ページ）
•その他の参考資料（104ページ）
• RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの機能情報（106ページ）
•用語集（106ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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RSVP用コントロールプレーンDSCPサポートの前提条件
RSVP機能用コントロールプレーンDSCPサポートを有効にする前に、ネットワークでリソー
ス予約プロトコル（RSVP）をサポートする必要があります。

RSVP用コントロールプレーンDSCPサポートの制約事項
RSVP用コントロールプレーンDSCPサポートは、インターフェイスおよびサブインターフェ
イスのみで設定できます。これは、インターフェイスから送出されるすべてのRSVPメッセー
ジ、またはインターフェイスの任意の論理回線（サブインターフェイス、相手先固定接続

（PVC）、相手先選択接続（SVC）など）で用意されるすべてのRSVPメッセージに影響しま
す。

RSVP用コントロールプレーンDSCPサポートに関する情
報

ネットワークは通常、ベストエフォート型の配信方式で動作します。したがって、すべてのト

ラフィックに等しいプライオリティが与えられ、適度なタイミングで配信される可能性はどの

トラフィックでも同等です。輻輳が発生すると、すべてのトラフィックが等しくドロップされ

ます。

固有の要件に従ってトラフィックを処理できるようにするには、トラフィックを識別するか、

トラフィックにラベルを付ける必要があります。これを行うための分類手法は多数あります。

たとえば、IPプレシデンスや Diffservコードポイント（DSCP）などのレイヤ 3スキーム、
802.1Pなどのレイヤ 2スキーム、Real-Time Transport Protocol（RTP）や定義済みのポート範囲
を使用するトラフィックタイプなどのデータ自体の暗黙的な特性があります。

RSVP機能用のコントロールプレーンDSCPサポートにより、RSVPメッセージの IPヘッダー
内のタイプオブサービス（ToS）バイトまたは差別化サービス（DiffServ）フィールドにプラ
イオリティ値を設定できます。IPヘッダーは、重み付け均等化キュー（WFQ）などのリソー
スプロバイダーとともに機能するため、音声フレームはデータフラグメントおよびデータフ

レームよりも高いプライオリティを持ちます。パケットがルータの出力キューに到着すると、

その音声パケットはデータフレームの前に配置されます。

次の図には、DSCP値が 0（デフォルト）の、送信者から発信されたパスメッセージが示され
ています。このDSCP値は、メッセージに高いプライオリティを付与するために 5に変更され
ます。また、DSCP値が 3の、受信者から発信された予約（resv）メッセージが示されていま
す。
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図 7 : RSVP用コントロールプレーン DSCPサポート

DSCP値を高くすると、パケットがドロップされる確率が低くなるため、VoIP環境でコール
セットアップ時間が改善されます。

RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの利点

高速なコールセットアップ時間

RSVP機能用のコントロールプレーン DSCPサポートにより、RSVPメッセージにプライオリ
ティを設定できます。DiffServ QoS環境では、プライオリティが高いパケットが、プライオリ
ティが低いパケットよりも先に処理されます。これにより、RSVPセッションのコールセット
アップ時間が改善されます。

メッセージ配信の改善

輻輳の期間中、ルータでは、プライオリティが高いトラフィックがドロップされる前に、プラ

イオリティが低いトラフィックがドロップされます。RSVPメッセージにより高いプライオリ
ティをマークできるようになったため、これらのメッセージがドロップされる可能性は大幅に

低下します。

障害状態後のリカバリの高速化

重大な輻輳が発生したときは、多くのパケットがドロップされます。ネットワークリソースに

より、ほぼ瞬時に再送が試行されるため、さらに輻輳が発生します。その結果、スループット

が大幅に低下します。

以前、RSVPメッセージはベストエフォートとしてマークされていたため、重み付けランダム
早期検出（WRED）などの輻輳回避メカニズムによってドロップされる可能性大でした。一
方、RSVP機能用のコントロールプレーン DSCPサポートにより、RSVPメッセージのドロッ
プは、実行されたとしても後回しにされる可能性が高くなりました。これにより、RSVP予約
のリカバリが高速になりました。
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RSVP用コントロールプレーンDSCPサポートの設定方法

インターフェイス上での RSVPのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp bandwidth [interface-kbps] [single-flow-kbps]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

該当インターフェイスのインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigbitEthernet 0/0/0

インターフェイス上で RSVPをイネーブルにしま
す。

ip rsvp bandwidth [interface-kbps] [single-flow-kbps]

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 23 43

DSCPの指定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type slot / subslot / port
4. ip rsvp signalling dscp value
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

該当インターフェイスのインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface type slot / subslot / port

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigbitEthernet 0/1/0

インターフェイスで送信されるすべての RSVPメッ
セージに使用する DSCPを指定します。

ip rsvp signalling dscp value

例：

ステップ 4

Router(config-if)# ip rsvp signalling dscp 10

RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの設定の確認

手順の概要

1. show running-configコマンドを入力して、設定を確認します。
2. show ip rsvp interface detailコマンドを入力して、RSVP関連のインターフェイスの情報を
表示します。次に、show ip rsvp interface detailコマンドの出力例を示します。DSCP対応
として設定されていないインターフェイスでは、DSCP値（デフォルトでは 0）は表示さ
れません。

手順の詳細

ステップ 1 show running-configコマンドを入力して、設定を確認します。

ステップ 2 show ip rsvp interface detailコマンドを入力して、RSVP関連のインターフェイスの情報を表示します。次
に、show ip rsvp interfacedetailコマンドの出力例を示します。DSCP対応として設定されていないインター
フェイスでは、DSCP値（デフォルトでは 0）は表示されません。

例：

Router# show
ip rsvp interface detail
Gi0/0/0:
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RSVP: Disabled
Interface State: N/A
Bandwidth:
Curr allocated: 0 bits/sec
Max. allowed (total): 0 bits/sec
Max. allowed (per flow): 0 bits/sec
Max. allowed for LSP tunnels using sub-pools (pool 1): 0 bits/sec
Set aside by policy (total): 0 bits/sec

Traffic Control:
RSVP Data Packet Classification is ON

Signalling:
DSCP value used in RSVP msgs: 0x17
Number of refresh intervals to enforce blockade state: 4

Authentication: disabled
Key chain: <none>
Type: md5
Window size: 1
Challenge: disabled

FRR Extension:
Backup Path: Not Configured

BFD Extension:
State: Disabled
Interval: Not Configured

RSVP Hello Extension:
State: Disabled

RFC 3175 Aggregation: Disabled
Role: exterior.

RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの設定例
次の例は、インターフェイスで RSVPをイネーブルにし、DSCPを指定し、RSVP用のコント
ロールプレーン DSCPサポートを確認する方法を示しています。

Router> enable
Router# config terminal
Router(config)# interface gigabitethernet 3/1/0
Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 7500 7500
Router(config-if)# ip rsvp signalling dscp 48
Router(config-if)# end

次の例は、RSVP関連の情報を表示する方法を示しています。

Router# show running-config interface gigabitEthernet 0/0/0
interface gigabitEthernet 0/0/0
ip address 10.10.10.1 255.255.255.0
fair-queue 64 256 235
ip rsvp signalling dscp 48
ip rsvp bandwidth 7500 7500

その他の参考資料
次のセクションでは、RSVP機能のコントロールプレーンDSCPサポートに関する参考資料を
示します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Command Reference』

RSVPコマンド：完全なコマンド構文、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト、使用

に関する注意事項、および例

「Quality of Serviceの概要」モジュールQuality of Serviceの概要

標準

タイト

ル

標

準

--な

し

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

な

し

RFC

タイトルRFC

『Resource Reservation Protocol』RFC
2205

『RSVPManagement Information Base using SMIv2』RFC
2206
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

RSVP用コントロールプレーンDSCPサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 6 : RSVP用コントロールプレーン DSCPサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

RSVP機能用のコントロールプレーンDSCPサポー
トにより、RSVPメッセージの IPヘッダー内のToS
バイトまたはDiffServフィールドにプライオリティ
値を設定できます。

次のコマンドが導入または変更されました：iprsvp
signalling dscp、show ip rsvp interface。

Cisco IOS XE
Release 2.6

RSVP用コントロール
プレーンDSCPサポー
ト

用語集
CBWFQ：クラスベースの重み付け均等化キューイング。標準のWFQ機能を拡張して、ユー
ザ定義のトラフィッククラスに対するサポートを提供するキューイングメカニズム。

DiffServ：差別化サービス。：ネットワークに入ったトラフィックが、ネットワークの境界で
分類され、場合によって、条件付けされる単純なモデルに基づくアーキテクチャ。その後で、

IPヘッダー内の DSコードポイントまたはビットマーキングを使用してトラフィックのクラ
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スが識別されます。ネットワークのコア内部では、パケットが、DSコードポイントに関連付
けられた PHBに従って転送されます。

DSCP：DiffServコードポイント。1バイトの IPタイプオブサービス（ToS）フィールドの最
上位 6ビット。特定の DSCP値で表される PHBは設定可能です。DSCP値の範囲は 0～ 63で
す。

IP precedence：1バイトのタイプオブサービス（ToS）フィールドの最上位 3ビット。IPプ
レシデンス値の範囲は 0（低プライオリティ）～ 7（高プライオリティ）です。

latency：デバイスでパケットが受信されてから、そのパケットが宛先ポートに送出されるま
での時間の遅延。

marking：レイヤ 3 DSCP値をパケットに設定するプロセス。

QoS：サービス品質。転送システムのパフォーマンスの尺度の1つであり、転送品質とサービ
スのアベイラビリティを反映したものです。

RSVP：リソース予約プロトコル。ネットワークリソースを予約するためのプロトコル。これ
により、アプリケーションフローに対して Quality of Serviceが保証されます。

ToS：タイプオブサービス。IPヘッダーフィールドの 8ビット値。

type of service：「ToS」を参照してください。

Voice over IP：「VoIP」を参照してください。

VoIP：Voice over IP。電話機と同様の機能、信頼性、および音声品質を維持しながら、IPベー
スのインターネット上で通常のテレフォニースタイルの音声を伝送する機能。

WFQ：重み付け均等化キューイング。リンク帯域幅の一部をいくつかのキューに適用された
相対的帯域幅に基づいてそれぞれのキューに提供するキュー管理アルゴリズム。

WRED：重み付けランダム早期検出。輻輳の発生時にランダムにパケットをドロップするこ
とでトラフィックを低下させる輻輳回避メカニズム。
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第 8 章

MPLS TE -トンネルベースアドミッション
コントロール

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール（TBAC）機能を使用すると、マル
チプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）コアを通過す
る従来のリソース予約プロトコル（RSVP）ユニキャスト予約を、MPLS TEトンネル上で集約
できます。

•機能情報の確認（109ページ）
• MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの前提条件（110ページ）
• MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの制約事項（110ページ）
• MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールに関する情報（110ページ）
• MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの設定方法（112ページ）
• MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの設定例（117ページ）
•その他の参考資料（124ページ）
• MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの機能情報（125ページ）
•用語集（126ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール
の前提条件

•ネットワークでMPLS TEトンネルを設定する必要があります。

•ネットワーク内でリンクを共有する 2台以上のネイバールータの 1つ以上のインターフェ
イスで RSVPを設定する必要があります。

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール
の制約事項

• IPv4ユニキャスト RSVPフローのみがサポートされます。

•プライマリ 1ホップトンネルはサポートされません。TEトンネルは、クラスベーストン
ネル選択（CBTS）バンドルのメンバーになることはできません。

•マルチトポロジルーティング（MTR）はサポートされません。

•事前に確立された集約のみサポートされます。これらは、コマンドラインインターフェイ
ス（CLI）コマンドを使用して静的または動的に設定できます。

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール
に関する情報

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの機能概要
TBACにより、コアで集約予約として機能する、MPLSTEトンネルを含む各種形式のトンネリ
ングテクノロジーを通じて、従来の複数のRSVPセッションから予約が集約されます。次の図
は、TBACの概要を示しています。
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図 8 : TBACの概要

次の図は、左端のルータから開始され、右端のルータで終了する、3つの RSVPエンドツーエ
ンド（E2E）フローを示しています。これらのフローは、従来のRSVPユニキャストフローで
あり、したがってRSVPにより各フローの状態が維持されます。これらのフローに関して特別
なことは何もありません。ただし、これらのフローは、パスをたどると、MPLS-TEコアに遭
遇します。このコアで、フローごとの RSVP状態を作成しないことが望ましいです。

E2Eフローは、MPLS-TEコアのエッジに到達すると、TEトンネルに集約されます。したがっ
て、フローがMPLS-TEコアを通過するとき、それらの状態は単一の状態で表されます。TEト
ンネルは集約領域内にあり、それらのパケットは TEトンネルによって転送（ラベルスイッ
チ）されます。たとえば、100個のE2Eフローが同じアグリゲータとデアグリゲータを通過す
る場合、100個のE2Eフローが使用するリソースを割り当てて維持するために、100個のRSVP
ステート（PATHメッセージと RESVメッセージ）を集約領域内に作成する代わりに、集約
（つまりTEトンネル）の 1つのRSVP-TEステートを作成します。特に、コア内でE2Eフロー
によって消費される帯域幅は、TEトンネルによって集約的に割り振られ、維持されます。各
E2Eフローの帯域幅は、通常、ヘッドエンドで TEトンネルに対して許可されます。これは、
集約がない場合に、E2Eフローの帯域幅がアウトバウンドリンクに対して許可されるのと同じ
です。

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロールの利点
TBACの利点を理解するには、コールアドミッション制御（CAC）が RSVPおよび Quality of
Service（QoS）のためにどのように機能するか理解する必要があります。

コスト効率が高い

リアルタイムトラフィックは、損失と遅延による影響を非常に受けやすくなっています。CAC
では、許容される負荷が現在のネットワークキャパシティに常に一致するため、リアルタイム
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トラフィックの QoSは低下しません。このため、トラフィックが異常に増えた場合や障害時
のキャパシティ低下に備えて、ネットワーク設備を必要以上に用意する必要はありません。

精度の向上

CACでは、リアルタイムフローと同じパスをたどる RSVPシグナリングが使用され、ルータ
はすべてのホップで CACを決定します。これにより、CACの決定が非常に正確になり、再
ルーティングや追加リンクなど、現在の状況に動的に適応できます。また、アプリケーション

が適切かつ迅速に応答できるように、RSVPは明示的な CAC応答（許可または拒否）をアプ
リケーションに通知します。たとえば、音声コールでのビジー信号の送信、音声コールの別の

VoIPルートへのルーティング、ビデオオンデマンドでのメッセージの表示などが考えられま
す。

RSVPとMPLS TEの組み合わせ

TBACを使用すると、RSVPの利点とMPLSTEの利点を組み合わせることができます。特に、
MPLSTEをネットワークの内部で使用することにより、転送されるトラフィックで高速再ルー
ティング保護（50ミリ秒の回復）、Constraint Based Routing（CBR）、集約帯域幅予約を利用
できます。

シームレスな導入

TBACを使用すると、ネットワークのMPLS部分に影響を与えることなく IPv4 RSVPを導入で
きます。これは、IPv4 RSVPが、通常の RSVP TEと同様に動作するMPLS TEトンネル内で効
率的にトンネリングされるためです。MPLSコアでは、アップグレードまたは追加のプロトコ
ルは不要です。

スケーリング機能の強化

TBACは、同じMPLS TEヘッドエンドルータから単一のMPLS TEトンネルに入り、同じ
MPLS TEテールエンドルータから出て行く複数の IPv4 RSVP予約を集約します。

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール
の設定方法

RSVP QoSのイネーブル化
次の手順を実行して、デバイスで RSVP QoSをグローバルにイネーブルにします。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp qos
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4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

デバイスで RSVP QoSをグローバルにイネーブルに
します。

ip rsvp qos

例：

ステップ 3

Device(config)# ip rsvp qos

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

MPLS TEのイネーブル化
次の手順を実行して、MPLSTEをイネーブルにします。この手順により、RSVPQoSを実行し
ているルータでMPLS TEがグローバルにイネーブルになります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. mpls traffic-eng tunnels
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

QoS：RSVP設定ガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
113

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール

MPLS TEのイネーブル化



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータでグローバルにMPLS TEをイネーブルにし
ます。

mpls traffic-eng tunnels

例：

ステップ 3

Router(config)# mpls traffic-eng tunnels

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

MPLS TEトンネルインターフェイスの設定

始める前に

次に進む前に、ネットワークにMPLS TEトンネルを設定する必要があります。詳細について
は、「MPLSトラフィックエンジニアリング（TE）：TEトンネルの自動帯域幅調整」モジュー
ルを参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface tunnel number
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

トンネルインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface tunnel number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface tunnel 1

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config-if)# end

MPLS TEトンネルインターフェイス上での RSVP帯域幅の設定
次の手順を実行して、集約のために使用するMPLS TEトンネルインターフェイスで RSVP帯
域幅を設定します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface tunnel number
4. ip rsvp bandwidth [interface-kbps] [single-flow-kbps]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

トンネルインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface tunnel number

例：

ステップ 3

Router(config)# interface tunnel 1

インターフェイスで RSVP帯域幅を有効にします。ip rsvp bandwidth [interface-kbps] [single-flow-kbps]

例：

ステップ 4

•オプションの interface-kbps引数と
single-flow-kbps引数は、それぞれ複数の RSVP
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 7500
フローまたは単一のフローによって割り当てる

ことができる帯域幅を指定します。有効な値

は、1～ 10000000です。

トンネルインターフェイスで interface-kbps
引数の値を入力する必要があります。

（注）

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end

TBAC設定の確認

次の showコマンドは、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで、任意の順番で使用で
きます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. show ip rsvp
3. show ip rsvp reservation [detail] [filter [destination {ip-address | hostname}] [dst-port

port-number] [source {ip-address | hostname}] [src-port port-number]]
4. show ip rsvp sender [detail] [filter [destination ip-address | hostname] [dst-port port-number]

[source ip-address | hostname] [src-port port-number]]
5. show mpls traffic-eng link-management bandwidth-allocation [summary] [interface-type

interface-number]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）特権EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable ユーザ EXECモードで showコマンドを使
用する場合、この手順は省略します。

（注）

RSVPカテゴリの詳細情報を表示します。show ip rsvp

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Router# show ip rsvp

現在データベースに格納されている RSVP関連の受
信側情報を表示します。

show ip rsvp reservation [detail] [filter [destination
{ip-address | hostname}] [dst-port port-number] [source
{ip-address | hostname}] [src-port port-number]]

ステップ 3

例：

Router# show ip rsvp reservation detail

現在データベース上に存在する RSVP PATH関連の
送信側情報を表示します。

show ip rsvp sender [detail] [filter [destination
ip-address | hostname] [dst-port port-number] [source
ip-address | hostname] [src-port port-number]]

ステップ 4

例：

Router# show ip rsvp sender detail

現在のローカルリンク情報を表示します。show mpls traffic-eng link-management
bandwidth-allocation [summary] [interface-type
interface-number]

ステップ 5

例：

Router# show mpls traffic-eng link-management
bandwidth-allocation

（任意）特権 EXECモードを終了し、ユーザ EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 6

Router# exit

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール
の設定例

例：TBACの設定

ネットワークでMPLSTEトンネルが設定されている必要があります。詳細については、「MPLS
トラフィックエンジニアリング（TE）：TEトンネルの自動帯域幅調整」モジュールを参照し
てください。

（注）
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次に、RSVPとMPLS TEをルータでグローバルにイネーブルにし、トンネルインターフェイ
スを設定し、RSVPフローが通過するトンネルインターフェイス上で 7500 kbpsの帯域幅を設
定する例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

Router(config)# ip rsvp qos

Router(config)# mpls traffic-eng tunnels

Router(config)# interface tunnel 1

Router(config-if)# ip rsvp bandwidth 7500

Router(config-if)# end

例：トンネルインターフェイスでの RSVPローカルポリシーの設定
次の例では、トンネルインターフェイスで RSVPデフォルトローカルポリシーを設定してい
ます。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

Router(config)# interface tunnel 1

Router(config-if)# ip rsvp policy local default

Router(config-rsvp-local-if-policy)# max bandwidth single 10

Router(config-rsvp-local-if-policy)# forward all

Router(config-rsvp-local-if-policy)# end

例：TBAC設定の確認
次の図は、TBACが設定されたネットワークを示しています。
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図 9 : TBACネットワークの例

次に、ヘッドエンドルータ（上の図の 10.0.0.2）で RSVPとMPLS TEがイネーブルになって
おり共存していることを確認する例を示します。

Router# show ip rsvp
RSVP: enabled (on 3 interface(s))
RSVP QoS enabled <-------
MPLS/TE signalling enabled <------

Signalling:
Refresh interval (msec): 30000
Refresh misses: 4

.

.

.

次に、テールエンドルータ（上の図の 10.0.0.3）で RSVPとMPLS TEがイネーブルになって
おり共存していることを確認する例を示します。

Router# show ip rsvp
RSVP: enabled (on 3 interface(s))
RSVP QoS enabled <-------
MPLS/TE signalling enabled <------

Signalling:
Refresh interval (msec): 30000
Refresh misses: 4

.

.

.

次に、ヘッドエンドルータ（上の図の 10.0.0.2）で IPv4フローが TEトンネル（ラベルスイッ
チドパス（LSP））を通過していることを確認する例を示します。

Router# show ip rsvp sender
To From Pro DPort Sport Prev Hop I/F BPS
10.0.0.3 10.0.0.1 UDP 2 2 10.0.0.1 Et0/0 10K <-- IPv4 flow
10.0.0.3 10.0.0.2 0 1 11 none none 100K <-- TE tunnel

Router# show ip rsvp reservation
To From Pro DPort Sport Next Hop I/F Fi Serv BPS
10.0.0.3 10.0.0.1 UDP 2 2 10.0.0.3 Tu1 SE RATE 10K <-- IPv4 flow
10.0.0.3 10.0.0.2 0 1 11 10.1.0.2 Et1/0 SE LOAD 100K <-- TE tunnel

次に、テールエンドルータ（上の図の 10.0.0.3）で IPv4フローが TEトンネル（LSP）を通過
していることを確認する例を示します。

Router# show ip rsvp sender
To From Pro DPort Sport Prev Hop I/F BPS

QoS：RSVP設定ガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
119

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール

例：TBAC設定の確認



10.0.0.3 10.0.0.1 UDP 2 2 10.0.0.2 Et1/0 10K <-- IPv4 flow
10.0.0.3 10.0.0.2 0 1 11 10.1.0.1 Et1/0 100K <-- TE tunnel

Router# show ip rsvp reservation
To From Pro DPort Sport Next Hop I/F Fi Serv BPS
10.0.0.3 10.0.0.1 UDP 2 2 none none SE RATE 10K <-- IPv4 flow
10.0.0.3 10.0.0.2 0 1 11 none none SE LOAD 100K <-- TE tunnel

次に、ヘッドエンドルータ（上の図の 10.0.0.2）で IPv4フローと TEトンネル（LSP）の詳細
を表示する例を示します。

Router# show ip rsvp sender detail
PATH: <----------------------------------------------- IPv4 flow information begins here.

Destination 10.0.0.3, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 2
Sender address: 10.0.0.1, port: 2
Path refreshes:
arriving: from PHOP 10.0.0.10 on Et0/0 every 30000 msecs. Timeout in 189 sec

Traffic params - Rate: 10K bits/sec, Max. burst: 10K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes

Path ID handle: 02000412.
Incoming policy: Accepted. Policy source(s): Default
Status:
Output on Tunnel1, out of band. Policy status: Forwarding. Handle: 0800040E <--- TE

tunnel verified
Policy source(s): Default

Path FLR: Never repaired
PATH: <------------------------------------------------ TE tunnel information begins
here.
Tun Dest: 10.0.0.3 Tun ID: 1 Ext Tun ID: 10.0.0.2
Tun Sender: 10.0.0.2 LSP ID: 11
Path refreshes:
sent: to NHOP 10.1.0.2 on GigabitEthernet1/0/0
.
.

.

Router# show ip rsvp reservation detail
RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.3, Source is 10.0.0.1,<--- IPv4 flow information
begins here.
Protocol is UDP, Destination port is 2, Source port is 2
Next Hop: 10.0.0.3 on Tunnel1, out of band <-------------------- TE tunnel verified
Reservation Style is Shared-Explicit, QoS Service is Guaranteed-Rate
.
.
.

Reservation: <--------------------------------------- TE Tunnel information begins here.

Tun Dest: 10.0.0.3 Tun ID: 1 Ext Tun ID: 10.0.0.2
Tun Sender: 10.0.0.2 LSP ID: 11
Next Hop: 10.1.0.2 on GigabitEthernet1/0/0
Label: 0 (outgoing)
Reservation Style is Shared-Explicit, QoS Service is Controlled-Load
.
.
.

Router# show ip rsvp installed detail

RSVP: GigabitEthernet0/0/0 has no installed reservations
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RSVP: GigabitEthernet1/0/0 has the following installed reservations
RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.3. Source is 10.0.0.2,
Protocol is 0 , Destination port is 1, Source port is 11
Traffic Control ID handle: 03000405
Created: 04:46:55 EST Fri Oct 26 2007 <------ IPv4 flow information
Admitted flowspec:
Reserved bandwidth: 100K bits/sec, Maximum burst: 1K bytes, Peak rate: 100K bits/sec

Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 1500 bytes
Resource provider for this flow: None
.
.
.

RSVP: Tunnel1 has the following installed reservations <------ TE tunnel verified
RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.3. Source is 10.0.0.1,
Protocol is UDP, Destination port is 2, Source port is 2
Traffic Control ID handle: 01000415
Created: 04:57:07 EST Fri Oct 26 2007 <----- IPv4 flow information
Admitted flowspec:
Reserved bandwidth: 10K bits/sec, Maximum burst: 10K bytes, Peak rate: 10K bits/sec
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size: 0 bytes

Resource provider for this flow: None
.
.
.

Router# show ip rsvp interface detail

Et0/0:
RSVP: Enabled
Interface State: Up
Bandwidth:
Curr allocated: 0 bits/sec
Max. allowed (total): 3M bits/sec
Max. allowed (per flow): 3M bits/sec

.

.

.
Et1/0:
RSVP: Enabled
Interface State: Up
Bandwidth:
Curr allocated: 0 bits/sec
Max. allowed (total): 3M bits/sec
Max. allowed (per flow): 3M bits/sec

.

.

.
Tu1: <--------------------------------- TE tunnel information begins here.

RSVP: Enabled
RSVP aggregation over MPLS TE: Enabled
Interface State: Up
Bandwidth:
Curr allocated: 20K bits/sec
Max. allowed (total): 3M bits/sec
Max. allowed (per flow): 3M bits/sec

.

.

.
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次に、テールエンドルータ（上の図の 10.0.0.3）上で IPv4フローと TEトンネル（LSP）の詳
細を表示する例を示します。

Router# show ip rsvp sender detail
PATH: <----------------------------------------------- IPv4 flow information begins here.

Destination 10.0.0.3, Protocol_Id 17, Don't Police , DstPort 2
Sender address: 10.0.0.1, port: 2
Path refreshes:
arriving: from PHOP 10.0.0.2 on Et1/0 every 30000 msecs, out of band. Timeout in 188

sec
Traffic params - Rate: 10K bits/sec, Max. burst: 10K bytes
Min Policed Unit: 0 bytes, Max Pkt Size 2147483647 bytes
.
.
.

PATH: <------------------------------------------------ TE tunnel information begins
here.
Tun Dest: 10.0.0.3 Tun ID: 1 Ext Tun ID: 10.0.0.2
Tun Sender: 10.0.0.2 LSP ID: 11
Path refreshes:
arriving: from PHOP 10.1.0.1 on Et1/0 every 30000 msecs. Timeout in 202 sec
.
.
.

Router# show ip rsvp reservation detail

RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.3, Source is 10.0.0.1, <--- IPv4 flow information
begins here.
Protocol is UDP, Destination port is 2, Source port is 2
Next Hop: none
Reservation Style is Shared-Explicit, QoS Service is Guaranteed-Rate
.
.
.

Reservation: <--------------------------------------- TE tunnel information begins here.

Tun Dest: 10.0.0.3 Tun ID: 1 Ext Tun ID: 10.0.0.2
Tun Sender: 10.0.0.2 LSP ID: 11
Next Hop: none
Label: 1 (outgoing)
Reservation Style is Shared-Explicit, QoS Service is Controlled-Load
.
.
.

Router# show ip rsvp request detail

RSVP Reservation. Destination is 10.0.0.3, Source is 10.0.0.1,
Protocol is UDP, Destination port is 2, Source port is 2
Prev Hop: 10.0.0.2 on GigabitEthernet1/0/0, out of band <-------------- TE tunnel

verified
Reservation Style is Shared-Explicit, QoS Service is Guaranteed-Rate
Average Bitrate is 10K bits/sec, Maximum Burst is 10K bytes
.
.
.

Request: <------------------------------------ TE tunnel information begins here.
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Tun Dest: 10.0.0.3 Tun ID: 1 Ext Tun ID: 10.0.0.2
Tun Sender: 10.0.0.2 LSP ID: 11
Prev Hop: 10.1.0.1 on GigabitEthernet1/0/0
Label: 0 (incoming)
Reservation Style is Shared-Explicit, QoS Service is Controlled-Load
.
.
.

例：RSVPローカルポリシー設定の確認
次に、トンネルインターフェイス 1でデフォルトのローカルポリシーが設定されていること
を確認する例を示します。

Device# show run interface tunnnel 1
Building configuration...

Current configuration : 419 bytes
!
interface Tunnel1
bandwidth 3000
ip unnumbered Loopback0
tunnel destination 10.0.0.3
tunnel mode mpls traffic-eng
tunnel mpls traffic-eng autoroute announce
tunnel mpls traffic-eng priority 1 1
tunnel mpls traffic-eng bandwidth 100
tunnel mpls traffic-eng path-option 1 dynamic
tunnel mpls traffic-eng fast-reroute
ip rsvp policy local default <---------------- Local policy information begins here.
max bandwidth single 10
forward all
ip rsvp bandwidth 3000
end

The following example provides additional information about the default local policy
configured on tunnel interface 1:
Device# show ip rsvp policy local detail
Tunnel1:
Default policy:

Preemption Scope: Unrestricted.
Local Override: Disabled.
Fast ReRoute: Accept.
Handle: BC000413.

Accept Forward
Path: Yes Yes
Resv: Yes Yes
PathError: Yes Yes
ResvError: Yes Yes

Setup Priority Hold Priority
TE: N/A N/A
Non-TE: N/A N/A

Current Limit
Senders: 0 N/A
Receivers: 1 N/A
Conversations: 1 N/A
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Group bandwidth (bps): 10K N/A
Per-flow b/w (bps): N/A 10K

Generic policy settings:
Default policy: Accept all
Preemption: Disabled

その他の参考資料
次のセクションでは、RSVP - VRF Liteアドミッションコントロール機能に関連する参考資料
を示します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマ
ンドモード、コマンド履歴、デフォルト設

定、使用上のガイドライン、および例

『Support for RSVP in Layer 3 VPNs』インターネッ
トドラフト、2007年 11月 19日
[draft-davie-tsvwg-rsvp-l3vpn-01.txt]

VRF関連のインターネットドラフト

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

標準

タイト

ル

標準

--この機能でサポートされる新規の規格または変更された規格はありません。また、

既存の規格のサポートは変更されていません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、
およびフィーチャセットに関するMIBを探して
ダウンロードするには、次の URLにある Cisco
MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しい

MIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこの機能による既存MIBのサポー
トに変更はありません。
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RFC

タイト

ル

RFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまたは改訂 RFCはありません。またこの
機能による既存 RFCのサポートに変更はありません。

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 7 : MPLS TE -トンネルベースアドミッションコントロール（TBAC）の機能情報

機能情報リリース機能名

MPLSTE-トンネルベースアドミッションコントロー
ル機能を使用すると、MPLS TEコアを通過する従来
のリソース予約プロトコル（RSVP）ユニキャスト予
約を、MPLS TEトンネル上で集約できます。次のコ
マンドが導入または変更されました。iprsvpqos、show
ip rsvp、show ip rsvp reservation、show ip rsvp sender、
show mpls traffic-eng link-management
bandwidth-allocation

Cisco IOS XE
Release 2.6

MPLS TE -トンネル
ベースアドミッショ

ンコントロール
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用語集
admission control：エンドツーエンドで使用可能なネットワークリソースに基づいて、RSVP
予約が受け付けまたは拒否されるプロセス。

QoS：サービス品質。転送システムのパフォーマンスの尺度の1つであり、転送品質とサービ
スのアベイラビリティを反映したものです。QoSは、ベストエフォート型のパフォーマンスよ
りも優れている、ネットワークアプリケーションの適切なネットワークパフォーマンスを達

成することを主眼にしています。

RSVP：リソース予約プロトコル。IPネットワーク上でリソースの予約をサポートするための
プロトコル。IPエンドシステム上で動作するアプリケーションは、RSVPを使用して、受信を
期待しているパケットストリームの性質（帯域幅、ジッタ、最大バーストなど）を他のノード

に知らせることができます。

VRF：仮想ルーティングおよび転送。IPルーティングを拡張し、複数のルーティングインス
タンスを提供するようにしたものです。VRFは、IPルーティングテーブル、取得されたルー
ティングテーブル、そのルーティングテーブルを使用する一連のインターフェイス、ルーティ

ングテーブルに登録されるものを決定する一連のルールおよびルーティングプロトコルで構

成されています。一般に、VRFには、プロバイダーエッジ（PE）デバイスに付加されるカス
タマー VPNサイトが定義されたルーティング情報が格納されています。
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第 9 章

PfR RSVPコントロール

PfR RSVPコントロール機能より、Resource Reservation Protocol（RSVP）によって制御される
トラフィックのアプリケーション認識型のパス選択を実行する機能が導入されています。この

機能によって、パフォーマンスルーティング（PfR）によって RSVPのフローを学習し、PfR
マスターコントローラが PfRポリシーを使用して最良の出口を決定した後にプロトコル Path
メッセージをリダイレクトすることができます。

•機能情報の確認（127ページ）
• PfR RSVPコントロールに関する情報（128ページ）
• PfR RSVPコントロールの設定方法（131ページ）
• PfR RSVPコントロールの設定例（144ページ）
•その他の参考資料（145ページ）
• PfR RSVPコントロールの機能情報（146ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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PfR RSVPコントロールに関する情報

PfRおよび RSVPコントロール
PfR RSVPコントロール機能によって、Resource Reservation Protocol（RSVP）フローを学習、
モニタ、および最適化するパフォーマンスルーティング（PfR）機能が導入されています。PfR
は、IPトラフィックフローを監視してから、トラフィッククラスのパフォーマンス、リンク
の負荷分散、リンク帯域幅の金銭的コスト、およびトラフィックタイプに基づいてポリシーと

ルールを定義できる、統合型の Cisco IOSソリューションです。PfRは、アクティブモニタリ
ングシステム、パッシブモニタリングシステム、障害のダイナミック検出、およびパスの自

動修正を実行できます。PfRの導入により、ネットワークエッジで複数の ISPまたはWAN接
続を使用するエンタープライズネットワーク内で、インテリジェントな負荷分散および最適な

ルート選択が可能になります。

PfRは、ネットワーク内を通過しているトラフィックの観察により設定または学習されるアプ
リケーションとプレフィックスをモニタおよび制御できます。マスターコントローラ（MC）
は、ボーダールータ（BR）を通過するさまざまなトラフィッククラスに対し、ポリシーが定
義されて適用されるポリシー決定ポイントです。MCは、ネットワークのトラフィッククラス
を学習して制御するように設定できます。MCは、出口を選択し、出口の選択を施行するよう
にBRに指示します。現在の PfRの実装は音声およびビデオトラフィックを最適化するために
使用できますが、PfRによって実行される制御は RSVPなどのテクノロジーに対応していませ
ん。PfR RSVPの統合によって、RSVPは PfRが提供できるアプリケーション固有のルート制
御を活用できます。

RSVPは、音声とビデオトラフィックの信頼性の向上を考慮してリソースを予約できる標準
ベースの制御プロトコルです。RSVPでは、データフローのリソースを予約するために実際の
データフローの前にトラフィックプロファイルをシグナリングすることで実現しています。

メディアパスに従ってエンドツーエンドのリソース予約を確立すると、必要なときにリソース

が利用可能であることをRSVPが保証できます。RSVPは、メディアフローとのパスの一致を
達成するために、フォワーディングプレーンのデータベース（または CEF）に確認します。
CEFデータベース内のルートは、通常はルーティングプロトコルによって通常は決定され、
最適なルートを決定するための唯一のメトリックはこのパス上のリンクの累積コストです。

次の図では、左側のネットワークの2つのパスが右側のキャンパスネットワークに到達してい
ます。1つのパスは、DMVPNクラウドを使用しており、もう 1つのパスは、MPLS-VPNクラ
ウドを使用しています。必要となる速度と帯域幅によっては、MPLS-VPNネットワークでビデ
オアプリケーションをルーティングし、DMVPNネットワークで音声アプリケーションをルー
ティングする方が望ましい場合があります。このようなタイプのアプリケーション認識型のパ

ス選択は、CEFでは実現できませんが、PfRは、パフォーマンス条件に基づいて特定のアプリ
ケーショントラフィックのベストパスを決定できます。
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図 10 :アプリケーション認識型のパス選択

RSVPの統合により、PfRは RSVPフローの学習、モニタ、最適化を行います。RSVPが新た
な学習ソースとして含まれています。PfRは、内部インターフェイスと外部インターフェイス
を通過する RSVPフローを学習します。各 RSVPフローは PfRトラフィッククラスとして学
習され、他のRSVPフローから独立して制御されます。学習したフローのフィルタ処理は、プ
レフィックスリストとルートマップでサポートされていますが、RSVPフローの集約は推奨さ
れません。PfRマスターコントローラ（MC）は、設定された PfRポリシーに基づいて最良の
出口を選択し、ルートマップをインストールしてトラフィックをリダイレクトします。RSVP
フローのいずれかがポリシー違反（OOP）の状態になると、PfRが新しい出口を検出して、そ
の出口に RSVPフローを切り替えます。RSVPは、更新時に（通常 30秒の範囲内）、または 5
秒未満で Fast Local Repair（FLR）のケースとして、新しいパスの予約を再インストールしま
す。

PfR RSVPコントロール機能の目的は、ルータが RSVP Pathメッセージを受信したときにルー
トマップを識別してインストールすることです。ルートマップはデータトラフィックをキャ

プチャし、一方で RSVPは Pathメッセージのためにこのパスを使用します。

RSVPフローは、発信元アドレス、送信元ポート、宛先アドレス、宛先ポート、IPプロトコル
によって特定できる単一のアプリケーションフローとして定義される PfRトラフィッククラ
スとして学習されます。このマイクロフローは、PfRによってアプリケーションとして最適化
され、選択した出口経由でこのトラフィッククラスを転送するためのダイナミックポリシー

ルートが PfRによって作成されます。

すべてのRSVPフローは、検討されている出口に十分な帯域幅があることを PfRが確認するま
では最適化されません。この情報は、BRからMCに定期的にプッシュされます。BR上では、
インターフェイスの帯域幅プールが変更されるたびに、RSVPが PfRに通知します。
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同等パスラウンドロビンリゾルバ

PfRでは、PfRRSVPコントロール機能を備えた新しいリゾルバが導入されました。PfRは、デ
フォルトではランダムリゾルバを使用して、PfRポリシーにより決定されたものと同じコスト
となる、同等のパス、出口を決定します。ラウンドロビンリゾルバがequivalent-path-round-robin
コマンドを使用して設定されると、次の出口（ネクストホップインターフェイス）が選択され

て、実行中の PfRポリシーと比較されます。ラウンドロビンリゾルバは、同等の出口のアレ
イを渡され、そこからラウンドロビン方式で選択します。出口は、現在と同じ方式で各リゾル

バによってプルーニングされます。出口がポリシーと一致すると、その出口が最良の出口にな

ります。ラウンドロビンリゾルバは特定の RSVPチェックを行いません。ランダムリゾルバ
の使用に戻るには、equivalent-path-round-robinコマンドで no形式を入力します。

すべてのPfRトラフィッククラスがラウンドロビンリゾルバを使用して、PfRポリシーによっ
て決定される複数の同等パスにロードバランシングスキームを提供できます。

ベストパス選択のための RSVPポストダイヤル遅延タイマー
PfR RSVPコントロール機能には、RSVPフローの学習が PfRマスターコントローラで有効化
されているときに、境界ルータで実行するRSVPポストダイヤル遅延タイマーの値を設定する
ために rsvp post-dial-delayコマンドが導入されました。タイマーは PfR学習サイクルが開始す
るたびに境界ルータ上で更新され、ルーティングパスをRSVPに返す前に、タイマーがミリ秒
単位で遅延を判断します。PfRと RSVPの統合を有効化すると、PfRは遅延タイマーの期限が
切れる前に学習した RSVPフローのベストパスの特定を試行します。現在のパスがベストパ
スではない場合、PfRは新しいパスのインストールを試行します。RSVPは、Fast Local Repair
（FLR）のケースとしてこのポリシールートの挿入に対応して、新しい予約パスを再送しま
す。

代替予約パスの RSVPシグナリングの再試行
PfR RSVPコントロール機能で導入された新しいコマンド、rsvp signaling-retriesは、マスター
コントローラ上で設定され、RSVPの予約がエラー条件を返すときに代替予約パスを提供する
ように PfRに指示するために使用されます。代替パスが PfRによって提供されると、RSVPは
予約信号を再送できます。デフォルトの再試行の数は0に設定されます。シグナリングの再試
行は許可されません。予約の失敗が発生すると予約エラーメッセージが送信されます。

PfRコマンドによるパフォーマンス統計
PfRマスターコントローラは、境界ルータを通過する IPトラフィックを学習およびモニタし、
設定済みのポリシー、および境界ルータから受信したパフォーマンス情報に基づいてトラフィッ

クフローの最良の出口を選択します。マスターコントローラによって収集されるパフォーマ

ンスデータの一部を表示するために、次のコマンドを使用できます。

• show pfr master active-probes

• show pfr master border
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• show pfr master exits

• show pfr master statistics

• show pfr master traffic-class

• show pfr master traffic-class performance

これらのコマンドはすべて、マスターコントローラで入力します。一部のコマンドでは、出力

をフィルタ処理するためにキーワードおよび引数を使用できます。これらのコマンドの詳細に

ついては、『Cisco IOS Performance Routing Command Reference』を参照してください。

PfR RSVPコントロールの設定方法

学習リストを使用した PfR RSVPコントロールの設定
RSVPフローに基づいて自動的に学習され、プレフィックスリストによってフィルタ処理され
るトラフィッククラスを含む学習リストを定義するには、マスターコントローラでこのタス

クを実行します。このタスクの目的は、RSVPフローから学習されたすべてのビデオトラフィッ
クを最適化することです。

VIDEOトラフィッククラスは 10.100.0.0/16または 10.200.0.0/16と一致するプレフィックスと
して定義され、POLICY_RSVP_VIDEOという名前の PfRポリシーが作成されます。

学習リストは、PfRポリシー内で PfRマップを使用して参照され、policy-rules（PfR）コマン
ドを使用してアクティブ化されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length}
4. pfr master
5. policy-rules map-name
6. rsvp signaling-retries number
7. rsvp post-dial-delay msecs
8. learn
9. list seq number refname refname
10. traffic-class prefix-list prefix-list-name [inside]
11. rsvp
12. exit
13. 追加の学習リストを設定するには、手順 9から手順 12を繰り返します。
14. exit
15. グローバルコンフィギュレーションモードに戻るには、必要に応じてexitコマンドを使

用します。

16. pfr-map map-name sequence-number
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17. match pfr learn list refname
18. set mode route control
19. set resolve equivalent-path-round-robin
20. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

学習するプレフィックスをフィルタリングするため

の IPプレフィックスリストを作成します。
ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length}

例：

ステップ 3

• IPプレフィックスリストを学習リストコン
フィギュレーションモードで使用すると、学

Router(config)# ip prefix-list RSVP_VIDEO seq 10
permit 10.100.0.0/16 習される IPアドレスをフィルタリングするこ

とができます。

•例では、RSVP_VIDEOという名前の IPプレ
フィックスリストが作成され、PfRで
10.100.0.0/16プレフィックスのプロファイリン
グが行われます。

PfRマスターコントローラコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、マスターコントローラとし

pfr master

例：

ステップ 4

て Ciscoルータを設定し、マスターコントローラ
ポリシーおよびタイマー設定を設定します。Router(config)# pfr master

PfRマスターコントローラコンフィギュレーショ
ンモードで、PfRマップを選択し設定を適用しま
す。

policy-rules map-name

例：

Router(config-pfr-mc)# policy-rules
POLICY_RSVP_VIDEO

ステップ 5

•アクティブ化する PfRマップ名を指定するに
は、map-name引数を使用します。

•例では、このタスクで設定した学習リストを含
んでいるPOLICY_RSVP_VIDEOという名前の
PfRマップが適用されます。
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目的コマンドまたはアクション

予約エラー状態が検出されたときに PfRが RSVP
予約に提供する代替パスの数を指定します。

rsvp signaling-retries number

例：

ステップ 6

•代替パス数を指定するには、number引数を使
用します。

Router(config-pfr-mc)# rsvp signaling-retries 1

•このタスクで設定した例は、RSVPシグナリン
グの再試行の代替パスの数を1に設定するよう
に PfRを設定する方法を示します。

PfRが RSVPにルーティングパスを返す前に遅延
を設定するために RSVPポストダイヤル遅延タイ
マーを設定します。

rsvp post-dial-delay msecs

例：

Router(config-pfr-mc)# rsvp post-dial-delay 100

ステップ 7

•遅延をミリ秒単位で指定するには、msecs引数
を使用します。

•このタスクで設定した例は、RSVPポストダイ
ヤル遅延を 100ミリ秒に設定するように PfR
を設定する方法を示します。

PfRTopTalker/TopDelay学習コンフィギュレーショ
ンモードを開始して、トラフィッククラスを自動

的に学習します。

learn

例：

Router(config-pfr-mc)# learn

ステップ 8

PfR学習リストを作成し、学習リストコンフィギュ
レーションモードを開始します。

list seq number refname refname

例：

ステップ 9

•学習リスト基準が適用される順番の決定に使用
されるシーケンス番号を指定するには、seq
キーワードおよび number引数を使用します。

Router(config-pfr-mc-learn)# list seq 10 refname
LEARN_RSVP_VIDEO

•学習リストの参照名を指定するには、refname
キーワードおよび refname引数を使用します。

•例では、LEARN_RSVP_VIDEOという名前の
学習リストが作成されます。

宛先プレフィックスだけに基づいてトラフィックを

自動的に学習するようにマスターコントローラを

設定します。

traffic-class prefix-list prefix-list-name [inside]

例：

Router(config-pfr-mc-learn-list)# traffic-class
prefix-list RSVP_VIDEO

ステップ 10

•プレフィックスリストを指定するには、
prefix-list-name引数を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

•例では、RSVP_VIDEOという名前のプレフィッ
クスリストを使用して、トラフィッククラス

を定義します。

RSVPフローに基づいてトッププレフィックスを学
習するように、マスターコントローラを設定しま

す。

rsvp

例：

Router(config-pfr-mc-learn-list)# rsvp

ステップ 11

•このコマンドをイネーブルにすると、マスター
コントローラでは最高アウトバウンドスルー

プットに従ってすべてのボーダールータのトッ

ププレフィックスが学習されます。

•例では、LEARN_RSVP_VIDEO学習リストの
RSVPフローに基づいてトッププレフィックス
を学習するように、マスターコントローラが

設定されます。

学習リストコンフィギュレーションモードを終了

し、PfRTopTalker/TopDelay学習コンフィギュレー
ションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-pfr-mc-learn-list)# exit

ステップ 12

--追加の学習リストを設定するには、手順 9から手
順 12を繰り返します。

ステップ 13

PfRTopTalker/TopDelay学習コンフィギュレーショ
ンモードを終了し、PfRマスターコントローラコ
ンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-pfr-mc-learn)# exit

ステップ 14

--グローバルコンフィギュレーションモードに戻る

には、必要に応じて exitコマンドを使用します。
ステップ 15

PfRマップコンフィギュレーションモードを開始
して、PfRマップを設定します。

pfr-map map-name sequence-number

例：

ステップ 16

•例では、POLICY_RSVP_VIDEOという名前の
PfRマップが作成されます。Router(config)# pfr-map POLICY_RSVP_VIDEO 10

学習済みの PfRプレフィックスに一致させるため
に、PfRマップ内で match句エントリを作成しま
す。

match pfr learn list refname

例：

Router(config-pfr-map)# match pfr learn list
LEARN_RSVP_VIDEO

ステップ 17

•各 PfRマップシーケンスには、match句を 1つ
だけ設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

•例では、LEARN_RSVP_VIDEOという名前の
PfR学習リストに定義されている条件を使用し
て、トラフィッククラスが定義されます。

ここでは、このタスクに関連する構文だ

けを使用しています。

（注）

一致したトラフィックのルート制御を設定するため

に、set句エントリを作成します。
set mode route control

例：

ステップ 18

•制御モードでは、マスターコントローラが監
視対象プレフィックスを分析し、ポリシーパ

ラメータに基づいて変更を実行します。

Router(config-pfr-map)# set mode route control

同等パスラウンドロビンリゾルバの使用を指定す

る set句エントリを作成します。
set resolve equivalent-path-round-robin

例：

ステップ 19

•このタスクでは、ランダムリゾルバの代わり
に、同等パスラウンドロビンリゾルバが同等

パス間の選択のために使用されます。

Router(config-pfr-map)# set resolve
equivalent-path-round-robin

（任意）PfRマップコンフィギュレーションモー
ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

ステップ 20

Router(config-pfr-map)# end

PfR RSVPコントロール情報の表示
PfR RSVPコントロール機能はマスターコントローラで設定されますが、実際には境界ルータ
がパフォーマンス情報を収集するため、マスターコントローラおよび境界ルータ両方のRSVP
情報を表示するのに、showコマンドおよび debugコマンドを使用できます。このタスクの最
初のいくつかのコマンドは、マスターコントローラで入力し、残りのコマンドでは、アプリ

ケーショントラフィックが通過する境界ルータへ移動する手順があります。これらの showコ
マンドと debugコマンドは、任意の順番で入力してかまいません。

手順の概要

1. enable
2. show pfr master traffic-class [rsvp] [active | passive | status] [detail]
3. show pfr master policy [sequence-number | policy-name | default | dynamic]
4. debug pfr master rsvp
5. RSVPトラフィックが通過する境界ルータに移動します。
6. enable
7. show pfr border rsvp
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8. show pfr border routes rsvp-cache
9. debug pfr border rsvp

手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 2 show pfr master traffic-class [rsvp] [active | passive | status] [detail]

このコマンドは、RSVPトラフィッククラスとして学習される PfRトラフィッククラスに関する情報を表
示するために使用されます。

例：

Router# show pfr master traffic-class rsvp

OER Prefix Statistics:
Pas - Passive, Act - Active, S - Short term, L - Long term, Dly - Delay (ms),
P - Percentage below threshold, Jit - Jitter (ms),
MOS - Mean Opinion Score
Los - Packet Loss (packets-per-million), Un - Unreachable (flows-per-million),
E - Egress, I - Ingress, Bw - Bandwidth (kbps), N - Not applicable
U - unknown, * - uncontrolled, + - control more specific, @ - active probe all
# - Prefix monitor mode is Special, & - Blackholed Prefix
% - Force Next-Hop, ^ - Prefix is denied

DstPrefix Appl_ID Dscp Prot SrcPort DstPort SrcPrefix
Flags State Time CurrBR CurrI/F Protocol

PasSDly PasLDly PasSUn PasLUn PasSLos PasLLos EBw IBw
ActSDly ActLDly ActSUn ActLUn ActSJit ActPMOS ActSLos ActLLos

--------------------------------------------------------------------------------
10.1.0.10/32 N N tcp 75-75 75-75 10.1.0.12/32

INPOLICY @0 10.1.0.24 Tu24 PBR
U U 0 0 0 0 0 0
1 1 0 0 N N N N

ステップ 3 show pfr master policy [sequence-number | policy-name | default | dynamic]

このコマンドを使用すると、ポリシー情報が表示されます。次の例では、dynamicキーワードを使用して、
プロバイダーアプリケーションがダイナミックに作成したポリシーを表示します。RSVP設定コマンドに
注意してください。

例：

Router# show pfr master policy dynamic

Dynamic Policies:

proxy id 10.3.3.3
sequence no. 18446744069421203465, provider id 1001, provider priority 65535
host priority 65535, policy priority 101, Session id 9
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backoff 90 90 90
delay relative 50
holddown 90
periodic 0
probe frequency 56
mode route control
mode monitor both
mode select-exit good
loss relative 10
jitter threshold 20
mos threshold 3.60 percent 30
unreachable relative 50
next-hop not set
forwarding interface not set
resolve delay priority 11 variance 20
resolve utilization priority 12 variance 20
proxy id 10.3.3.3
sequence no. 18446744069421269001, provider id 1001, provider priority 65535
host priority 65535, policy priority 102, Session id 9

backoff 90 90 90
delay relative 50
holddown 90
periodic 0
probe frequency 56
mode route control
mode monitor both
mode select-exit good
loss relative 10
jitter threshold 20
mos threshold 3.60 percent 30
unreachable relative 50
next-hop not set
forwarding interface not set
resolve delay priority 11 variance 20
resolve utilization priority 12 variance 20
proxy id 10.3.3.4
sequence no. 18446744069421334538, provider id 1001, provider priority 65535
host priority 65535, policy priority 103, Session id 10

backoff 90 90 90
delay relative 50
holddown 90
periodic 0
probe frequency 56
mode route control
mode monitor both
mode select-exit good
loss relative 10
jitter threshold 20
mos threshold 3.60 percent 30
unreachable relative 50
next-hop not set
forwarding interface not set
resolve delay priority 11 variance 20
resolve utilization priority 12 variance 20

ステップ 4 debug pfr master rsvp

PfRマスターコントローラに PfR RSVPイベントに関するデバッグ情報を表示します。

例：

Router# debug pfr master rsvp

Jan 23 21:18:19.439 PST: PFR_MC_RSVP: recvd a RSVP flow
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Jan 23 21:18:19.439 PST: PFR_MC_RSVP: Processing 1 rsvp flows
Jan 23 21:18:19.439 PST: PFR_MC_RSVP: Resolve: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19 pr
oto: 17 sport min: 1 sport max: 1 dport min: 1 dport max: 1 from BR 10.1.0.23
Jan 23 21:18:19.439 PST: PFR_MC_RSVP: Marking: 10.1.0.23, FastEthernet1/0
Jan 23 21:18:19.439 PST: %OER_MC-5-NOTICE: Uncontrol Prefix 10.1.25.19/32, Probe frequency changed
Jan 23 21:18:19.439 PST: PFR_MC_RSVP: Marked: 10.1.0.23, FastEthernet1/0 as current
Jan 23 21:18:19.467 PST: PFR_MC_RSVP: recv new pool size
Jan 23 21:18:19.467 PST: PFR_MC_RSVP: Update from 10.1.0.23, Fa1/0: pool 8999
Jan 23 21:18:20.943 PST: %OER_MC-5-NOTICE: Prefix Learning WRITING DATA
Jan 23 21:18:21.003 PST: %OER_MC-5-NOTICE: Prefix Learning STARTED
Jan 23 21:18:22.475 PST: PFR_MC_RSVP: RSVP resolver invoked
Jan 23 21:18:22.475 PST: PFR RSVP MC: 10.1.25.19/32 Appl 17 [1, 1][1, 1] 0:

BR 10.1.0.23, Exit Fa1/0, is current exit
Jan 23 21:18:22.475 PST: PFR RSVP MC: 10.1.25.19/32 Appl 17 [1, 1][1, 1] 0:

BR 10.1.0.23, Exit Fa1/0, is current exit
Jan 23 21:18:22.475 PST: PFR_MC_RSVP: BR:10.1.0.23 Exit:Fa1/0pool size : 8999
est : 8999 tc->tspec: 1, fit: 8999
Jan 23 21:18:22.475 PST: PFR_MC_RSVP: BR:10.1.0.24 Exit:Tu24pool size : 9000
est : 9000 tc->tspec: 1, fit: 8999
Jan 23 21:18:22.475 PST: PFR_MC_RSVP: BR:10.1.0.23 Exit:Fa1/1pool size : 9000
est : 9000 tc->tspec: 1, fit: 8999

ステップ 5 RSVPトラフィックが通過する境界ルータに移動します。

ステップ 6 enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 7 show pfr border rsvp

次に、PfR境界ルータ上のRSVPポストダイヤルタイムアウトタイマーとシグナリングの再試行の現在の
値に関する情報の例を示します。

例：

Router# show pfr border rsvp

PfR BR RSVP parameters:
RSVP Signaling retries: 1
Post-dial-timeout(msec): 0

ステップ 8 show pfr border routes rsvp-cache

このコマンドは、PfRが認識しているすべての RSVPパスを示すために使用されます。

この例に適用される構文だけが記載されています。（注）

例：

Router# show pfr border routes rsvp-cache

SrcIP DstIP Protocol Src_port Dst_port Nexthop Egress I/F PfR/RIB
----------- ----------- -------- -------- -------- ------------- ---------- --------
10.1.25.19 10.1.35.5 UDP 1027 1027 10.1.248.5 Gi1/0 RIB*
10.1.0.12 10.1.24.10 UDP 48 48 10.1.248.24 Gi1/0 PfR*
10.1.0.12 10.1.42.19 UDP 23 23 10.1.248.24 Gi1/0 PfR*
10.1.0.12 10.1.18.10 UDP 12 12 172.16.43.2 Fa1/1 PfR*
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ステップ 9 debug pfr border rsvp

PfR境界ルータの PfR RSVPイベントに関するデバッグ情報を表示します。

例：

Router# debug pfr border rsvp

Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:RESOLVE called for src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1; tspec 1
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:hash index = 618
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:Searching flow: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:Add flow: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:hash index = 618
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:Searching flow: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:hash index = 618
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:successfully added the flow to the db
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:flow: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1 lookup; topoid: 0
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP(det):ret nh: 10.185.252.1, idb: 35
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:Adding new context
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP(det):Num contexts: 0
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP(det):Num contexts: 1
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:flow src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1 now pending notify
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:Resolve on flow: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1
Jan 23 21:18:19.434 PST: PfR RSVP:Filtering flow: src: 10.1.0.12 dst: 10.1.25.19
proto: 17 sport: 1 dport: 1

PfRパフォーマンスおよび統計情報の表示
PfRトラフィッククラスまたは出口に関するパフォーマンスまたは統計の詳細な情報を表示す
るには、このタスクでコマンドを入力します。コマンドは各セクション内で任意の順序で入力

できます。

手順の概要

1. enable
2. show pfr master traffic-class [policy policy-seq-number | rc-protocol | state {hold| in | out |

uncontrolled}] [detail]
3. show pfr master traffic-class performance [application application-name [prefix] | history [active

| passive] | inside | learn [delay | inside | list list-name | rsvp | throughput] | policy policy-seq-number
| rc-protocol | state {hold | in | out | uncontrolled} | static] [detail]

4. show pfr master exits
5. show pfr master active-probes [assignment | running] [forced policy-sequence-number |

longest-match]
6. show pfr master border [ip-address] [detail | report | statistics | topology]
7. show pfr master statistics [active-probe | border | cc | exit | netflow | prefix | process | system |

timers]
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手順の詳細

ステップ 1 enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Router> enable

ステップ 2 show pfr master traffic-class [policy policy-seq-number | rc-protocol | state {hold| in | out | uncontrolled}] [detail]

このコマンドは、PfRマスターコントローラにより監視および制御されるトラフィッククラスに関する情
報を表示するときに使用されます。この例では、ポリシー準拠の状態であるトラフィッククラスのみ表示

するように出力をフィルタ処理するために、state inキーワードが使用されています。

例：

Router# show pfr master traffic-class state in

OER Prefix Statistics:
Pas - Passive, Act - Active, S - Short term, L - Long term, Dly - Delay (ms),
P - Percentage below threshold, Jit - Jitter (ms),
MOS - Mean Opinion Score
Los - Packet Loss (packets-per-million), Un - Unreachable (flows-per-million),
E - Egress, I - Ingress, Bw - Bandwidth (kbps), N - Not applicable
U - unknown, * - uncontrolled, + - control more specific, @ - active probe all
# - Prefix monitor mode is Special, & - Blackholed Prefix
% - Force Next-Hop, ^ - Prefix is denied

DstPrefix Appl_ID Dscp Prot SrcPort DstPort SrcPrefix
Flags State Time CurrBR CurrI/F Protocol

PasSDly PasLDly PasSUn PasLUn PasSLos PasLLos EBw IBw
ActSDly ActLDly ActSUn ActLUn ActSJit ActPMOS ActSLos ActLLos

--------------------------------------------------------------------------------
10.1.0.0/24 N N N N N N

INPOLICY 0 10.1.1.1 Et0/0 BGP
14 14 0 0 0 0 78 9
N N N N N N

10.2.0.0/24 N N N N N N
INPOLICY 0 10.1.1.2 Et0/0 BGP

14 14 0 0 0 0 75 9
N N N N N N

10.3.0.0/24 N N N N N N
INPOLICY 0 10.1.1.3 Et0/0 BGP

14 14 0 0 0 0 77 9
N N N N N N

10.4.0.0/24 N N N N N N
INPOLICY 0 10.1.1.4 Et0/0 BGP

14 14 0 0 0 0 77 9
N N N N N N

10.1.8.0/24 N N N N N N
INPOLICY 0 10.1.1.3 Et0/0 BGP

14 14 62500 73359 0 0 5 1
N N N N N N
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10.1.1.0/24 N N N N N N
INPOLICY 0 10.1.1.2 Et0/0 BGP

14 14 9635 9386 1605 1547 34 4
N N N N N N

ステップ 3 show pfrmaster traffic-class performance [application application-name [prefix] | history [active | passive] | inside
| learn [delay | inside | list list-name | rsvp | throughput] | policy policy-seq-number | rc-protocol | state {hold | in |
out | uncontrolled} | static] [detail]

このコマンドは、PfRマスターコントローラによりモニタおよび制御されるトラフィッククラスに関する
パフォーマンス情報を表示します。

この例に適用される構文だけが記載されています。（注）

例：

次の出力は、直近の 60分間の現在の出口のトラフィッククラスのパフォーマンス履歴を示しています。
Router# show pfr master traffic-class performance history

Prefix: 10.70.0.0/16
efix performance history records
Current index 1, S_avg interval(min) 5, L_avg interval(min) 60

Age Border Interface OOP/RteChg Reasons
Pas: DSum Samples DAvg PktLoss Unreach Ebytes Ibytes Pkts Flows
Act: Dsum Attempts DAvg Comps Unreach Jitter LoMOSCnt MOSCnt
00:00:33 10.1.1.4 Et0/0
Pas: 6466 517 12 2 58 3400299 336921 10499 2117
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:01:35 10.1.1.4 Et0/0
Pas:15661 1334 11 4 157 4908315 884578 20927 3765
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:02:37 10.1.1.4 Et0/0
Pas:13756 1164 11 9 126 6181747 756877 21232 4079
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:03:43 10.1.1.1 Et0/0
Pas:14350 1217 11 6 153 6839987 794944 22919 4434
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:04:39 10.1.1.3 Et0/0
Pas:13431 1129 11 10 122 6603568 730905 21491 4160
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:05:42 10.1.1.2 Et0/0
Pas:14200 1186 11 9 125 4566305 765525 18718 3461
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:06:39 10.1.1.3 Et0/0
Pas:14108 1207 11 5 150 3171450 795278 16671 2903
Act: 0 0 0 0 0 N N N
00:07:39 10.1.1.4 Et0/0
Pas:11554 983 11 15 133 8386375 642790 23238 4793
Act: 0 0 0 0 0 N N N

ステップ 4 show pfr master exits

PfRによって管理される外部インターフェイスの IPアドレス、ニックネーム、境界ルータの出口ポリシー、
インターフェイス、および出口のパフォーマンスデータといった、PfRトラフィッククラスで使用される
出口に関する情報を表示するには、次のコマンドを使用します。次に、RSVPプール情報の例を示します。

例：
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Router# show pfr master exits

PfR Master Controller Exits:

General Info:
=============
E - External
I - Internal
N/A - Not Applicable

Up/
ID Name Border Interface ifIdx IP Address Mask Policy Type Down
--- ------------ --------------- ----------- ----- --------------- ---- ----------- ---- ----
6 external1 10.1.0.23 Fa1/0 9 10.185.252.23 27 Util E UP
5 external2 10.1.0.23 Fa1/1 10 172.16.43.23 27 Util E UP
4 10.1.0.24 Tu24 33 10.20.20.24 24 Util E UP

Global Exit Policy:
===================

Range Egress: In Policy - No difference between exits - Policy 10%
Range Ingress: In Policy - No difference between entrances - Policy 0%
Util Egress: In Policy
Util Ingress: In Policy

Cost: In Policy

Exits Performance:
==================

Egress Ingress
---------------------------------------------------- ------------------------------------

ID Capacity MaxUtil Usage % RSVP POOL OOP Capacity MaxUtil Usage % OOP
--- -------- -------- -------- --- -------------- ----- -------- -------- -------- --- -----
6 100000 90000 66 0 9000 N/A 100000 100000 40 0 N/A
5 100000 90000 34 0 8452 N/A 100000 100000 26 0 N/A
4 100000 90000 128 0 5669 N/A 100000 100000 104 0 N/A

TC and BW Distribution:
=======================

# of TCs BW (kbps) Probe Active
Name/ID Current Controlled InPolicy Controlled Total Failed Unreach

(count) (fpm)
---- ---------------------------- ---------------------- ------ --------

6 0 0 0 0 66 0 0
5 548 548 548 0 34 0 0
4 3202 3202 3202 0 128 0 0

Exit Related TC Stats:
======================

Priority
highest nth
------------------

Number of TCs with range: 0 0
Number of TCs with util: 0 0
Number of TCs with cost: 0 0

Total number of TCs: 3800

ステップ 5 show pfr master active-probes [assignment | running] [forced policy-sequence-number | longest-match]

次に、作成された、または実行中のすべてのプローブの状態の例を示します。

例：

Router# show pfr master active-probes running

PfR Master Controller running probes:
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Border Interface Type Target TPort Codec Freq Forced Pkts DSCP
(Pol
Seq)

-------------- ----------- -------- -------------- ----- -------- ---- ------ ---- ----
10.100.100.200 Ethernet1/0 tcp-conn 10.100.200.100 65535 g711alaw 10 20 100 ef
10.2.2.3 Ethernet1/0 tcp-conn 10.1.5.1 23 N 56 10 1 defa
10.1.1.1 Ethernet1/0 tcp-conn 10.1.5.1 23 N 30 N 1 defa
10.1.1.2 Ethernet1/0 tcp-conn 10.1.2.1 23 N 56 N 1 defa
10.2.2.3 Ethernet1/0 tcp-conn 10.1.2.1 23 N 56 N 1 defa
10.1.1.1 Ethernet1/0 tcp-conn 10.1.2.1 23 N 56 N 1 defa

ステップ 6 show pfr master border [ip-address] [detail | report | statistics | topology]

マスターコントローラ上で入力すると、このコマンドは、すべての境界ルータに関する統計情報を表示し

ます。

例：

Router# show pfr master border statistics

PFR Master Controller Border
MC Version: 2.3
Keepalive : 5 second
Keepalive : DISABLED

Last
Border Status Up/Down UpTime AuthFail Receive Version
---------------- ------ ------- -------- -------- -------- -------
10.200.200.200 ACTIVE UP 03:12:12 0 00:00:04 2.2
10.1.1.2 ACTIVE UP 03:10:53 0 00:00:10 2.2
10.1.1.1 ACTIVE UP 03:12:12 0 00:01:00 2.2

Border Connection Statistics
==============================

Bytes Bytes Msg Msg Sec Buf
Border Sent Recvd Sent Recvd Bytes Used
---------------- -------------- ------------- ------ ------ ----------
10.200.200.200 345899 373749 5 10 0
10.1.1.2 345899 373749 5 10 0
10.1.1.1 345899 373749 5 10 0

Socket Invalid Context
Border Closed Message Not Found
---------------- ------ ------- ---------
10.200.200.200 5 10 100
10.1.1.2 5 10 100
10.1.1.1 5 10 100

ステップ 7 show pfr master statistics [active-probe | border | cc | exit | netflow | prefix | process | system | timers]

このコマンドは、マスターコントローラからの統計情報を表示します。表示する情報をフィルタ処理する

にはこのキーワードを使用します。次の例では、systemキーワードが PfRシステムの統計情報を表示しま
す。

例：

Router# show pfr master statistics system

Active Timers: 14
Total Traffic Classes = 65, Prefixes = 65, Appls =0
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TC state:
DEFAULT = 0, HOLDDOWN = 11, INPOLICY = 54, OOP = 0, CHOOSE = 0,
Inside = 1, Probe all = 0, Non-op = 0, Denied = 0
Controlled 60, Uncontrolled 5, Alloced 65, Freed 0, No memory 0
Errors:
Invalid state = 0, Ctrl timeout = 0, Ctrl rej = 0, No ctx = 7616,
Martians = 0
Total Policies = 0
Total Active Probe Targets = 325
Total Active Probes Running = 0
Cumulative Route Changes:
Total : 3246
Delay : 0
Loss : 0
Jitter : 0
MOS : 0
Range : 0
Cost : 0
Util : 0
Cumulative Out-of-Policy Events:
Total : 0
Delay : 0
Loss : 0
Jitter : 0
MOS : 0
Range : 0
Cost : 0
Util :

PfR RSVPコントロールの設定例

RSVPフローを使用したトラフィッククラスの定義例
マスターコントローラ上で設定された次の例では、RSVPフローに基づいて自動的に学習さ
れ、プレフィックスリストによってフィルタ処理されたトラフィッククラスを含む学習リス

トが定義されます。この例では、POLICY_RSVP_VIDEOという名前のポリシーを使用して、
すべてのビデオトラフィックを最適化することが目的です。RSVP_VIDEOのトラフィックク
ラスは 10.100.0.0/16または 10.200.0.0/16と一致する任意のプレフィックスとして定義され、
RSVPフローから学習されます。

この例では、RSVPのトラフィックフローに基づいて学習するプレフィックスを設定します。

ip prefix-list RSVP_VIDEO permit seq 10 10.100.0.0/16
ip prefix-list RSVP_VIDEO permit seq 20 10.200.0.0/16
pfr master
policy-rules POLICY_RSVP_VIDEO
rsvp signaling-retries 1
rsvp post-dial-delay 100
learn
list seq 10 refname LEARN_RSVP_VIDEO
traffic-class prefix-list RSVP_VIDEO
rsvp
exit
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exit
pfr-map POLICY_RSVP_VIDEO 10
match learn list LEARN_RSVP_VIDEO
set mode route control
set resolve equivalent-path-round-robin
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Performance Routing Command
Reference』

CiscoPfRコマンド（コマンド構文の詳細、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト、使用上の

注意事項、および例）

「Configuring Basic Performance Routing」
モジュール

ベーシック PfR設定

「Configuring NetFlow and NetFlow Data
Export」

NetFlowおよび NetFlow Dataエクスポート

PfR:HomeDocWikiのコラボレーション環境の PfR関連コン
テンツへのリンクを含む PfRのホームページ

RFC

タイトルRFC

『Cisco Systems NetFlow Services Export Version 9』RFC
3954
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

PfR RSVPコントロールの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 8 : PfR RSVPコントロールの機能情報

機能情報リリース機能名

PfR RSVPコントロール機能は、アプリケーション認識型の
PfRの手法を使用して RSVPフローの最適化をサポートしま
す。

この機能により、次のコマンドが導入または変更されました。

debug pfr border rsvp、debug pfr master rsvp、rsvp (PfR)、
rsvp post-dial-delay、rsvp signaling-retries、resolve (PfR)、set
resolve (PfR)、show pfr border rsvp、show pfr border routes、
show pfr master active-probes、show pfr master border、show
pfr master exits、show pfr master policy、show pfr master
statistics、show pfrmaster traffic-class、および show pfrmaster
traffic-class performance。

Cisco IOS XE
リリース 3.4S

PfR RSVPコ
ントロール
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第 10 章

RSVP over UDP

リソース予約プロトコル（RSVP）overUDP機能により、ルータで、ネイバールータを使用し
て UDPを介して RSVP制御パケットを処理し、送信できるようになります。RSVP over UDP
機能の実装により、RSVPプロトコルスタックが拡張され、UDPおよびロー IPを介してRSVP
制御メッセージを処理できるようになりました。

•機能情報の確認（147ページ）
• RSVP Over UDPの前提条件 （147ページ）
• RSVP over UDPに関する情報（148ページ）
• RSVP over UDPの設定方法（148ページ）
• RSVP over UDPの設定例（150ページ）
•その他の参考資料（150ページ）
• RSVP over UDPの機能情報 （151ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリ

リースのリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してくだ

さい。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

RSVP Over UDPの前提条件
• RSVP over UDP機能をイネーブルにする前にRSVPをイネーブルにする必要があります。

•クライアントホストで実行されている RSVPスタックで、接続先の最初のホップルータ
と RSVP制御メッセージを送受信できるようサポートする必要があります。
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RSVP over UDPに関する情報

RSVP over UDP
RSVP over UDP機能を使用すると、次のシナリオを実現できます。

•ルータで、ロー IPではなく UDPを介して最初のホップルータと通信する。

• 2つのルータの間に配置されているファイアウォールで、セキュリティを重視するために
ロー IPパケットはドロップするが、UDPパケットは許可する。

RSVP over UDPの設定方法

RSVPのイネーブル化
この作業では、RSVPを開始して、帯域幅とシングルフローの上限を設定します。RSVPを実
装していないシステムとの下位互換性のために、デフォルトでRSVPはディセーブルです。イ
ンターフェイス上で RSVP for IPをイネーブルにするには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip rsvp bandwidth [interface-bandwidth [percent percent-bandwidth | [single-flow-bandwidth]

[sub-pool bandwidth]]]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

指定したインターフェイスを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface fastethernet 0/1

インターフェイスで IP用RSVPをイネーブルにしま
す。

ip rsvp bandwidth [interface-bandwidth [percent
percent-bandwidth | [single-flow-bandwidth] [sub-pool
bandwidth]]]

ステップ 4

例：

Device(config-if)# ip rsvp bandwidth 23 54

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

RSVP over UDPの設定
RSVP over UDPをイネーブルにするには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rsvp udp neighbor neighbor-IP-address router [ vrf vrf-name]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ネイバールータに対して RSVP over UDP機能を設
定します。

ip rsvp udp neighbor neighbor-IP-address router [ vrf
vrf-name]

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# ip rsvp udp neighbor 10.1.1.1
router vrf vrf-1

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

RSVP over UDPの設定例

例：RSVPのイネーブル化

次の例は、インターフェイスで IPに対してRSVPをイネーブルにする方法を示してい
ます。

enable
configure terminal
interface fastethernet 0/1
ip rsvp bandwidth 23 54
end

例：RSVP over UDPの設定

次の例は、ネイバールータで RSVP over UDP機能を設定する方法を示しています。

enable
configure terminal
ip rsvp udp neighbor 10.1.1.1 router vrf vrf-1
end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Master Command List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Quality of Service Solutions
Command Reference』

RSVPコマンド

『Signalling Overview』RSVPの概要

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『RSVP—Version 1 Function Specification』RFC
2205

『RSVP—Version 1 Message Processing Rules』RFC
2209

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

RSVP over UDPの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 9 : RSVP over UDPの機能情報

機能情報リリース機能名

RSVP over UDP機能により、
ルータで、ネイバールータを

使用して UDPを介して RSVP
制御パケットを処理および送

信できます。

次のコマンドが導入または変

更されました。ip rsvp udp
neighbor

15.2(4)M

15.4(1)S

XE 3.11.0 S

RSVP over UDP
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